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た
日
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速
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四

　
『

和
文
漢
読
法
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評
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注

『

和
文
漢
読
法
』

（

盧
本
）

簡
注

　
　
　

　

　
　
　
ホ

古
田

島
洋
介

に

と
っ

て、

ま

た
、

中
国

人
の

日

本
語
学
習
法
に

興
味
を

抱
く

日

本
人
に

と

っ

て、

『

和
文
漢
読
法
』

は

今

日

で

も

決
し

て

そ

れ

な

り

の

意
義
を

失
っ

て

は

い

な
い

の

で

あ

る
。

ど

う
せ

時
代
遅
れ

の

欠
陥
書
だ

ろ

う

と

踏
み

倒
す
の

は

自
由
に

せ

よ、

果
た

し

て

そ

れ

は

『

和
文
漢
読
法
』

を
一

読
し

た

う
え

で

の

判
断
で

あ

ろ

う
か
。

正

直
な

と
こ

ろ、

い

さ

さ

か

怪
し

く

は

あ
る

ま
い

か
。

な

ぜ

な

ら、
『

和
文

漢
読
法
』

は

長

ら

く

稀
覯
書
と

し

て

知
ら

れ

て

い

た
か

ら

だ。

お

い

そ

れ

と

目
に

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

な

書
物
で

は

な
か

っ

た

の

で

あ

る
。

日

本
語

に

翻
訳
さ

れ

た
こ

と

も

な

い
。

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
ゼ

ロ

と

な

れ

ば、

実
際
に

手
に

取
っ

て

熟
読
し

た

人

は

零
に

等
し
い

だ

ろ

う
。

自
ら

読
ん

だ

こ

と

も

な

い

『

和
文
漢
読
法
』

を

無
価
値
な

書
物
と

し

て

侮
る

の

は、

ほ

ぼ

百

年

前
に

刊
行
さ

れ

た

た

め、

そ

の

古
さ

ゆ

え

に

抱
く

単
な

る

思

い

込

み

か、

あ

る

い

は、

中
国

に

お

け

る

日

本
語
学
習

の

歴

史
を

論
じ

た

何
ら

か

の

文
章
で

『

和
文
漢
読
法
』

を

手
厳
し

く

批
判
し

た

字
句

を

見

か

け
、

そ
れ

を

鵜
呑
み

に

し

て

し

ま
っ

た

が

ゆ

え

の

偏
見

か
、

た

ぶ

ん

ど

ち

ら

か

に

相
違
あ

る

ま
い

。

そ

れ

で

は

困
り

も

の

だ。

　

梁
啓
超
が

『

和
文
漢
読
法
』

を

編
集
し

た

こ

と

は、

梁
が
一

八

九
九

年
四

月

に

記

し

た
一

文
一

論
学
日

本
文

之
益
L

（

日

本
文
を

学
ぶ

の

益

を

論
ず
）

の

な

か

で

自
ら

次
の

よ

う
に

語
っ

て

い

る
。
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解
説

［
　
『

和
文
漢
読
法
』

の

編
集
・

出
版

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
こ

れ

余
が

輯
に

『

和
文

漢
読
法
』

一

書
有
り、

学
者
之
を

読
め

ば、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
オ

て

　

　
　
　

（
1）

脳
力
を

費
や
さ

ず
し

て、

得
る

所
己

に

無
量
な

り。

た

だ

　

　
　

　　
か
　

け
い

直
ち

に

俄
頃
の

Meisei 　university

　
『

和
文
漠
読
法
』

は
、

梁
啓
超
（

一

八

七

三

〜
一

九

二

九
）

が

羅
普
（

生

没
年
未

詳
／

清
末
民

初
在
世
）

の

協
力
を

得

て

編
集
し

た

日

本
語
学
習
書
で

あ

る
。

梁
啓
超

と

聞
け
ば、

一

般
に

は

『

清
代
学
術
概
論
』

『

中
国

近
三

百
年
学
術
史
』

な

ど
の

書

名
が

想
い

起
こ

さ

れ

る

だ

ろ

う。

た

だ

ち

に

『

和
文
漢
読
法
』

を

念
頭
に

浮
か
べ

る

向
き

は

皆
無
に

違
い

な

い
。

し

か

し、

少
な

く

と

も
、

日

本
語
を

学
習
す
る

中
国

人

　
ま

た
、

『

和
文
漢
読
法
』

が

羅
普
の

協
力
を

得
て

成
っ

た

こ

と

に

つ

い

て

は
、

『

梁

啓
超

年
譜
長
編
』

一

八

九

九
年
（

一
）

「

箱
根
で

の

読
書
」

条
に

「

先
生

〔
梁
啓
超〕

は

（

中
略
）

当
時、

羅
（

普
）

と

と

も

に

『

和
文
漢
読
法
』

を

著
し

た
」

と

あ

り、

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
あ

ざ

な

そ
こ

に

引
用
さ

れ

た

羅
普
（

字
は

孝
高
）

「

任
公

軼
事
」

の

記
事
に

左

の

よ

う

な

字

句
が

見
え

る
。

梁
啓
超

『

和

文

漢
読
法
』

（
盧
本
）

簡
注

古
田

島

洋
介

＊

一三［
語

文

化
学
科

　
教

授
　
日

中
比
較
文
学
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明
星
大

学
研
究
紀
要
【

日

本

文

化

学
部
・
言

語
文

化
学
科
】

第
十
六

号

　
二

〇
〇
八

年

30

　
己

亥
（

一

八

九
九

年
）

の

春、

任
公

〔
梁
啓
超〕

は

羅
孝
高
（

中
略
）

と

箱

根
へ

行
っ

て

読
書
に

い

そ

し

ん

だ
。

（

中
略
）

当

時、

任
公

は

日

本
書
を

読
も

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
マ
ス

ウ

　

う
と

し

た

の

だ

が、

仮
名
文
字
を

諳

し

て

い

な

い

こ

と

に

苦
し

み
、

孝
高
が

も

と

も

と

深
く

中
国
語
の

語
法
に

通

じ

て

い

る

上

に
、

今
で

は

口

本

語
も
で

き

る

こ

と

か

ら、

両

者
を
一

体
化
す
れ

ば

速
成
法
を

得
ら

れ

る

と

考
え
、

そ
こ

で

互

い

に

検
討
を

重

ね

て
、

若
干

の

通

例
を

定
め、

初
め

て

日

本
語
を

習
う
者
に

、

い

き

な

り

中
国
語
の

語
法
に

従
っ

て

返

り

読
み

を

さ

せ

て

み

た

と

こ

ろ、

十

中

八

九、

そ

れ

で

通

じ

た

の

で
、

『

和
文
漢
読
法
』

を

著
し

て

出
版
し

た
。

完
璧

と

は

言
え

な

い

も

の

の
、

学
習
者
が

こ

の

方
法
を

習

得
す

れ

ば
、

ほ

ぼ

日

本
語

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　〔
2）

を

読
め
る

こ

と

に

な

り、

そ
の

効
果
は

な

か

な

か

大

き

か

っ

た
。

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
よ
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　

も

と

東
書
（
i
日

本
語
の

書
物
）

を

読
ん

で

能
く

自
ら

解
を

索
む

る

に

至

り

て

は
、

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ゆ

則
ち

殊
に

難
か

ら

ず。

鄙
人

初
め

て

東
（

11
口

本
）

に

徂
き

し

時、

同

学
の

羅

君
よ

り

東
籍
を

読
む
こ

と

を

学
ぶ
。

羅
君、

簡
法

を

為
つ

て

相
指
授
す。

其
の

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ま

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
た

め

後、

続
い

て

故
郷
よ

り

来
た

る

者
有
り、

復
た

此

を

以
て

相
質
せ

ぼ
、

則
ち

為

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
つ
　
　

　

　

こ

れ

に

『

和

文
漢
読
法
』

を

草
し

て

以

て

之
に

語
ぐ。

此

己

亥
（

11
一

八

九
九

年
）

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
わ

づ

夏
五

六

月

の

問
の

事
な

り。

其
の

書、

僅
か

に
一

日

夜
の

力

を

以

て

之

を

成
す

　

　

　
　
　
ろ

う

り

や

く

さ

う

そ

つ

の

み

な

れ

ば
、

漏
略
草
率
殊
に

多
く、

且
つ

其
の

時
日

本
の

文
法
を

解
せ

ざ

れ

　

　
く

わ

ぎ

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

も

つ

と

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　
た

ば、

訛

偽
の

笑
ふ

べ

き

者、

尤
も

少
な

か

ら

ず。

惟
だ

以

て
一
、

二

の

親
友
に

示
す
の

み
、

敢
へ

て

世
に

問
は

ざ

る

な

り
。

後
に

鄙
人

西

遊
す

る

に
、

学
生

諸

　
つ
ひ

　
　
　

　

　

り

　
さ

う

　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

し

ば

君
竟
に

以

て

梨
棗
の

災
ひ

と

し

〔

11

刊
行
し

）

、

今
数
し
ば

版
を

重

ね

り
。

而

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　（
4）

し

て
一

た

び

覆
読
す

れ

ば、

尚
ほ

顔
に

汗
す
る

を

覚
ゆ。
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当

時、

梁
啓
超
は、

一

八

九
八

年
の

戊
戌
政
変
の

失
敗
に

よ

り、

後
難
を

避
け
て

日

本
に

亡

命
し

て

い

た
。

梁
が

東
京
に

到
着
し

た

の

は、

一

八

九
八

年

十
月
二

十
一

日

の

こ

と

で

あ

る
。

一

方、

羅
普
は、

戊
戌
政
変
に

先
立

っ

て

日

本
へ

赴
き

、

早
稲

田

専
門
学
校
（

現
在
の

早
稲
田

大

学
）

で

学
ん

で

い

た
。

「

日

本

語
が

上

手
く、

梁

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
（
3）

啓
超

の

日

本
語
教
師
に

な
っ

た
」

と

い

う
。

　
も

っ

と

も
、

羅
普
が

記
し

た

「

『

和
文
漢
読
法
』

を

著
し

て

出
版
し

た
」

に

つ

い

て

は、

些
少
の

留
保
が

必

要
だ

ろ

う。

な

ぜ

な

ら、

梁
啓
超
が

語
る

と

こ

ろ

に

よ

れ

ば、

梁
自
身
に

『

和
文
漢
読
法
』

を

出
版
す

る

意
思
は

な

く、

梁
が

日

本
を

出
国

し

て

以

後、

日

本
語

を

学
ぼ

う
と

す
る

中
国

人

た

ち

が

上

梓
し

た

と

考
え

ら

れ

る

か

ら

だ
。

梁
は

《

新
民

叢
報
》

第
十
五

号
（

一

九

〇
二

年
九
月
）

で

次
の

よ

う

に

語
っ

て

い

る
。

真
に

東
文

（

11
日

本
語
）

に

通
ず
る

は、
も

と固

よ

り

易
易
た

る

に

非
ざ

れ

ど

も、

　
以
上

か

ら

明

ら
か

な

よ

う

に、
『

和
文
漢
読
法
』

は、

日

本
に

亡

命
し

た

梁
啓
超

が、

日

本
の

書
物
を

読
も

う

と

し

た

も

の

の
、

仮
名

に

通
じ

て

い

な

か
っ

た

の

で
、

羅

普
か

ら

日

本
語
を

読
む

た

め

の

指
導
を

受
け、

そ

の

な
か

で

習

得
し

た

日

本
語
の

読
解
要
領
を、

速
成
法
と

し

て

ま

と

め

た

も

の

だ

っ

た
。

羅

普
は、

す

で

に

口

本

に

留
学
し

て

い

た
の

で
、

日

本
語
が

あ

る

程
度
は

上

達
し

て

い

た

の

だ

ろ

う。

中
国

語

の

語
法
に

も

明

る

か

っ

た

た

め、

協
力

者
と

し

て

は

適
任
だ
っ

た

か

と

思

わ

れ

る
。

そ

の

編
集
作
業
は、

一

八

九
九
年
前
半
の

こ

と

で

あ
っ

た。

　
速
習

書
だ

か

ら

と
い

う

わ

け
で

も

な

か

ろ

う
が
、

梁
と

羅
が

費
や

し

た

の

は
一

昼

夜
の

み、

ぼ

と

ん

ど

覚
書
に

近

い

性
質
の

も

の

だ
っ

た

か

と

思
わ

れ

る
。

し

か

し、

こ

れ

は

便
利
だ

と

い

う
の

で、

日

本
語
を

学
ぼ

う

と

す
る

者
た

ち

が、

た

ぶ

ん

梁
に

無
断
で

出
版
し

た

の

だ

ろ

う
。

後
述

す
る

ご

と

く、
『

和
文
漢
読
法
』

に

は

著
者
名

が

な
い

。

こ

れ

は

梁
に

無
断
で

出

版
し

た

経
緯
を

物
語

っ

て

い

る

か

と

思

わ

れ

る
。

　
梁
は、

一

八

九
九

年
十
二

月
十

九
日

に

は

東
京
を

去
り、

ハ

ワ

イ

に

向
か

っ

て

出
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発
し

た。
『

和
文
漢
読
法
』

の

刊
行

は
、

そ

れ

以
後
の

こ

と

で

あ

り、

実
際
に

は

翌

年
す

な

わ

ち
一

九

〇
〇

年
の

こ

と
で

あ
っ

た

よ

う
だ。

夏
暁
虹
氏

の

好
論
「

梁
啓
超

と

　
　
　
　
　

　
　
〔
5）

与
『

和
文
漢
読
法
』
」

に

よ

れ

ば
、

《

清
議
報
》

第
六

四

冊
（
一

九
〇

〇
年
十
一

月
）

に

「

和
文
漢
読
法
告
白
」

と

銘
打
つ

左

記
の

よ

う
な

広
告
が

載
っ

て

い

る

と

い

う
。

此
の

書
は

日

本
文
の

法
を

指
示
し

て

簡
要
明
白、

学
者、

数
日

の

功
を

費
や

さ

　
　
　
　
す

な

は

ず
し

て
、

便
ち

日

本
文

の

書
籍
を

読
む
べ

し
。

東
に

寓
す

る

人

士、

深
く

其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

こ

益
を

知
れ

ば、

故
に

特
に

印
行
し

て

世

に

公

に

せ

り
。

茲
に

本
館
に

由
つ

て

代

售
し、

毎
冊

の

定
実
価
は

銀
両

毫、

折
ら

ず

扣
か

ず
（

11

割
引
せ

ず
）

、

外
埠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
6
）

郵
費
は

照

ら

し

て

加
ふ

。

上

海
寄
售
：

抛
球
場
掃
葉
山
房
書
坊

。

　
「

東
に

寓
す
る

入
士、

深
く

其
の

益
を

知
れ

ば
、

故
に

特
に

印
行
し

て

世
に

公

に

せ

り
」

の

語
気
文
勢
か

ら

見
て、

出
版
を

強
く

望
ん

だ

の

は、

や

は

り

梁
啓
超
自
身

で

は

な

く
、

そ

の

周
辺

に

い

た

日

本
語
学
習
者
た

ち

か

と

思

わ

れ

る
。

ま
た、

上

海

の

書
肆
た

る

掃
葉
山

房
書
坊
が

「

代
售
」

と

い

う
以
上、

夏
暁
虹
氏
が

説
く

よ

う

に、

日

本
で

印
刷
に

付
さ

れ、

上

海
が

中
国
に

お

け

る

代
理

販
売
の

地

点
に

な
っ

た

の

だ

ろ

う
。

前
に

引

い

た

よ

う

に、
　一

九
〇
二

年
九
月

の

《

新
民
叢
報
》

第
十
五

号
で

、

梁
が

「

今
数
し

ば

版
を

重
ね

り
」

と

言
っ

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら
、

一

九
〇
〇
年
の

刊
行
と

同

時
に

好
評
を

博
し

た

に

違
い

な
い

。

　
以

上
、

『

和
文
漢
読
法
』

の

編
集
・

出
版
の

経
緯
を

簡
略
に

ま

と

め

れ

ば、

次
の

よ

う

に

な

る
。

一

八

九

八

年
　
十
月、

梁
啓
超、

口

本
に

亡

命
。

一

八

九

九
年
　
夏、

梁
啓
超、

羅
普
と
と

も

に

『

和
文
漢
読
法
』

を

編
集

。

　
　
　
　
　

冬、

梁
啓
超

、

日

本
を

去
り、

ハ

ワ

イ

に

向

か

う
。

梁
啓
超

「

和
文
漢
読
法
』

（
盧
本）

簡
注

古
田

島
洋

介

一

九

〇

〇
年

一

九
〇
二

年

日

本
で

『

和
文
漢
読
法
』

出
版

。

中
国
で

は

上

海
の

掃
葉
山

房

書
坊
が

代
理

販
売

。

好
評
に

よ

り、

す

で

に

版
を

重
ね

る
。

二

　
版
本
の

問
題

　
さ

て
、

『

和
文

漢
読
法
』

の

編
集
・

出

版
の

経
緯
は

大

ま

か

に

整
理

で

き

た

が
、

実
の

と

こ

ろ、

こ

こ

に

は

多
大
な

不
安
が

隠
さ

れ

て

い

る
。

一

九

〇
〇

年
に

刊
行
さ

れ

た

は

ず
の

『

和
文
漢
読
法
』

初
版
本
が
、

今
日

ど

う

し

て

も

見
つ

か

ら

な
い

か

ら

だ
。

す

で

に

前
節
で

夏
暁
虹
「

梁
啓
超
与
『

和
文

漢
読
法
』

一

を

挙
げ
た

が、

管
見

に

入
る

か

ぎ

り

『

和
文

漢
読
法
』

に

つ

い

て

最
も

精
力
的
な

調

査
を

実
施

し

た

夏
暁

虹
氏
で

さ

え
、

初
版
本
は

未
だ

日

に

し

て

い

な

い

と

い

う。

こ

う

し

た

版

本
に

ま
つ

わ

る

事
情
を

、

夏
氏
の

当

該
論
文
に

即
し

て

紹
介
し、

些
少
の

私
見
と

若

干
の

私
自

身
の

調
査

結
果
と

を

加
え

て

み

よ

う
。

　
初
め

に

『

和
文

漢
読
法
』

の

版
本

に

関
す

る

夏
暁
虹
氏
の

探
索
結
果
を
一

覧
に

ま

と

め

て

お

く
。

夏
氏
に

よ

れ

ば、
『

和
文
漢
読
法
』

に

は

少

な

く

と

も

四

種
の

版
本

が

あ

る

と
い

う。

便
宜
上、

略
称
も

決

め

て

お

こ

う。

（
一
）

（
二
）

（

三
）

（

四
）

初
版
　
〔

略
称〕

初
版
本

　
梁
啓
超

『

和
文
漢
読
法
』

　
＊
一

九

〇
〇

年
刊
行。

未
発

見
書

。

再
版
　
〔

略
称〕

再
版
本

　
羅
普
［

増
広］

再
版
『

和
文

漢
読
法
』

　
＊

刊
行
年
未
詳

。

未
発

見
書。

三

版

　
〔

略
称〕

丁

本

　
丁

福
保
［
増
訂
］

第
三

版
『

和
文
漢
読
法
』

　
＊
一

九
〇
一

年
刊

行
。

四

版

　
〔

略
称
〕

盧
本
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明
星
大

学
研

究
紀
要
【

冂

本

文
化
学
部
・
言

語
文

化
学
科
】

第
十
六

弓

　
二

〇
〇
八

年

夢
花
盧
氏
［

増
刊］

『

和
文
漢
読
法
』

　
＊

刊
行
年
未
詳

。

　
以
下、

そ

れ

ぞ

れ

解
説
を

ほ

ど

こ

し
、

さ

ら

に

余
説
と

し

て
、

事
実
上

読
法
』

と

は

別
本
た

る

次
の

一

書
に

も

説

明
を

加
え

る

こ

と

と

す
る

。

（

五）

別
本
　
〔

略
称〕

広
本

　
丁

福
保
［

編
集凵
『

広
和
文
漢
読
法
』

＊
一

九
〇
二

年
刊
行

。

『

和

文
漢

　
右
を
一

暼
す

る

だ

け

で

も、

二

十
世

紀
初
頭、

中
国
人
の

あ

い

だ

で

『

和
文
漢
読

法
』

が

歓
迎
さ

れ

た

あ

り

さ

ま
を

想
像
で

き

る

だ

ろ

う。

な

お、

以

下
の

解
説
に

お

い

て、

夏
暁
虹
「

梁
啓
超
与
『

和
文
漢
読
法
』

」

は

「

夏
氏
論
文
」

と

略
記
す
る
。

（
一
）

　
初
版
本
　
梁
啓
超
『

和
文
漢
読
法
』

　
＊

一

九
〇
〇
年
刊
行

。

未
発
見
書

。

　
初
版
本
の

概
略
に

つ

い

て

は、

前
節
の

紹
介
で

十
分
か

と

思
う

。

た

だ

し、

も

は

や

刊
行
か

ら

経
る

こ

と

百
余
年、

ど

う

し

て

も

原
書
が

見
つ

か

ら

な
い

の

で

あ

る。

夏
暁
虹
氏
も

未
見、

私
が

調

査
し

た

か

ぎ

り
で

も

見
当

た

ら

な
い

。

初
版
本
が

未
発

見
の

状
態
で

は、

再
版
本
以

下
に

お

い

て、

ど
こ

が

ど

う

改
訂
ま

た

は

増
補
さ

れ

た

の

か
、

明

確
に

は

わ

か

ら
ぬ

ま

ま

だ
。

た

と

い

初
版
本
が

発
見
さ

れ

た

と

し

て

も、

ど

こ

ま

で

が

梁
啓
超
の

手
に

成
り、

ど
こ

か

ら

が

羅
普
に

よ

る

字
句
な
の

か

と
い

う

　
　
　
　
　
　
（
7）

問
題
は

残
る

の

だ

が
。

一

日

も

早
く

初
版
本
が

見
つ

か

る

こ

と

を

祈
る。

（

二
）
　

再
版

本
　
羅
普

　
　
　

未
発
見

書
。

［
増
広
］

再
版
『

和
文
漢
読
法
』

　
＊

刊
行

年
未
詳

。

32

　
や

は

り

夏
暁
虹
氏
の

未
見

本
で

あ

る
。

私
に

と
っ

て

も

未
見
の

書
だ

。

た

だ

し、

夏
氏
論
文
に

よ

れ

ば、
《

清
議
報
》

第
一

〇
〇
冊
（

一

九

〇
一

年
十
二

月
）

に

掲
載

さ

れ

た

「、
訳
書
彙
編
社
発

行
書
目
」

の

な

か

に、

既

刊
の

書
と

し

て

「

憂
亜

子
［
増

広］
『

再
版
和
文
漢
読
法
』

」

が

見
え

る

と

い

う。

そ

し

て、

こ

の

「

憂
亜

子
」

は

『

累
卵
東
洋
』

（

神
田

愛
善
社、
　一

九

〇
一

年
五

月
）

の

訳
者
兼
発
行
者
た

る

「

大

房

元
太
郎
」

と

実
は

同
一

人

物
で、
《

清
議
報
》

を

主

宰
し

て

い

た

梁
啓
超

と

熟
知
の

間
柄
の

は

ず
で

あ

り、

ま

た

梁
啓
超
が

《

新
民
叢
報
》

第
十
五

号
（

一

九

〇
二

年
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

の

月
）

「

問
答
」

欄
で、
「

（
初
版
本
は

粗
略
な

部
分

が

多
か

っ

た

た

め
）

頃
ご

ろ

羅
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

及
び
一
、

二

の

同

学
に

重

ね

て

増
補
・

改
定
を

為
さ

ん
こ

と

を

乞
へ

り。

巻

末
に

復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

つ

た

此
の

法
（

陪

和
文
漢
読
法
）

を

用

て

東
籍
（

11
日

本
の

書
籍
）

の

数
十
章
を

訳
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

き

て

以
て

読
例
と

為
し、

即
ち

将
に

脱
稿
せ

ん

と
せ

り
。

将
に

鄙
著
『

東
籍
月

旦
』

及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

れ

び

羅
君
の

新
著
『

和
文
奇
字
解
』

と

之
を

合
印
し、

名
づ

け
て

『

東
学
津
逮

三

種
』

と

日

は

ん

と

す
」

と

語
っ

て

い

る

こ

と

か

ら

見

て、
「

憂
亜

子
」

は

羅
普
そ

の

入
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
8）

違
い

あ

る

ま

い

と

い

う
の

が、

夏
氏
の

推
定

で

あ

る
。

こ

の

「

憂
亜

于
」

を

羅
普
だ

と
す

る

推
定
は、

た

ぶ

ん

妥
当
だ

ろ

う。

羅
普
と

協
力

し

て

編
集
し

た

初
版
本
に

粗

略
な

箇
所
が

目
立

つ

と

な

れ

ば、

梁
啓
超
が

羅
普
に

「

増
補
・

改
定
」

を

依
頼
す
る

の

は

当

然
だ

か

ら

だ
。

　
た

だ

し、

梁
啓
超
が

口

に

し

た

「

巻
末
に

復
た

此
の

法
を

用
て

東
籍
の

数
十

章
を

訳
し

て

以

て

読
例
と

為
し
」

が

再
版
本
に

お

い

て

実
現
し

た

か

ど

う

か

に

つ

い

て

は
、

多
分
に

留
保
が

必

要
だ

ろ

う
。

次
に

述
べ

る

丁

本
・

盧
本
に

は
、

こ

れ

に

該
当

す
る

内
容
が

見
え

な
い

か

ら

だ
。

ま
っ

た

く

の

臆
測
な

が

ら、

羅
普
に

よ

る

増
補
作
業
は、

第
三

十
八

節
に

付
さ

れ

た

《

第
六

表
》

の

内
容
に

限
ら
れ

た

の

で

は

な
い

か

と
い

う

の

が

私
見
で

あ

る
。

　

な

お、

夏
氏
に

よ

れ

ば、

梁
啓
超
が

予
告
し

た

再
版
本
と

梁
自
身
の

『

東
籍
月

旦
』

お

よ

び

羅
普
の

『

和
文
奇
字
解
』

を

合

本
と

し

て

『

東
学
津
逮

三

種
』

と

銘
打
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つ

計
画

は、

結
局
の

と

こ

ろ

実
現
し

な

か

っ

た

ら

し

い
。

『

東
籍
月

旦
』

は

《

新
民

叢
報
》

に

連
載
す
る

こ

と

二

回
の

み

で

中
絶
し

、

『

和
文

奇
字
解
』

は

羅
普
の

遅

筆

　
　
　

　

　
　
　
　

　
（
9）

が

原
因
で

頓
挫
し

た

と

い

う
。

　
も
っ

と

も、

羅
普
が

『

和

文

奇
字
解
』

を

執
筆
し

よ

う

と

し

て

い

た

事
実
は、

な

か

な

か

重
要
で

あ

る
。

そ
の

草
稿
の

内
容
が

、

右
に

も

触
れ

た

よ

う
に、

第
三

十
八

節
《

第
六

表
》

の

増
補
に

活
用

さ

れ

た

可
能
性
が

あ

る

か

ら

だ
。

こ

れ

に

つ

い

て

は

後
述
す

る

こ

と

と

し

た
い

。

（
三）
　
丁

本

　

　
　
刊
行

。

丁

福
保
［
増
訂］

第
三

版
『

和
文

漢
読

法
」

　
＊

一

九

〇
一

年

　
こ

れ

は

夏
暁
虹
氏
が

目
に

し

た
【

書
で

あ

り
、

私
も

北
京
市
は

北
海
公

園
の

近

傍

に

あ

る

「

国
家
図
書
館
」

分

館
（

普
通

古
籍

置
壽
α

G 。）

で

閲
覧
し

た
。

夏
氏
に

よ

れ

ば、

当
書
が

記
す
「

増
訂
第
二

版
」

は、
「

憂
亜

子
」

す
な

わ

ち
羅
普
の

再
版
本

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
〔
10）

を

引

き

継
ぐ

意
味
合
い

で

あ

ろ

う

と
い

う。

今
、

こ

れ

に

疑
問
を

呈

す
べ

き

反

証
を

欠
く

た

め、

暫
く

夏
氏
の

所
説
に

そ
の

ま

ま

従
う
こ

と

と

す

る
。

　

本
圭
目

は
姑
緑

装

本
で
、

縦
一
 ゜
司

o

∋

×
惜

慎
一

ω゜
ω

08

の

判

型、
＋
溥

青
色
の

表

紙
に

「

和
文

漢
読
法
」

と

記

し

た

題
簽
が

貼
付
さ

れ

て

い

る。

　
扉
に

は

「

増
訂
第
三

版
／

和
文
漢
読
法
」

と

あ

り
、

左

下

に

「

杜
嗣
程
題
」

と

記

し

て

落
款
が

捺
さ

れ、

右
下
に

は

「

附
東
遊
節
録
」

と

あ

る
。

こ

の

五

字
は

A

附
録

『

東
遊
節
録
』
V

の

意
味
で

あ

り、

要
す

る

に

本
書
は

『

和
文
漢
読
法
』

と

『

東
遊
節

録
』

の

合
本
な

の

だ。

も
っ

と

も
、

『

和

文
漢
読
法
」

の

著
者
名
は

ど

こ

に

も

記
さ

れ

て

い

な

い
。

　
扉
裏
に

は

「

辛
丑

八

月

無
錫
丁

氏
疇
隠
廬
重
印
本
」

と

あ

る
。

「

辛
丑
」

は
一

九

〇
一

年、

「

丁

氏
」

は

丁

福
保
（

一

八

七

四

〜
一

九

五

二
）

、
「

疇
隠
」

は

丁

福
保
の

梁
啓
超

『

和
文
漢

読
法
』

（
盧
本）

簡
注

古
田

島
洋

介

号、
「

廬
」

は

そ

の

草
庵

の

意
で

あ

る
。

「

重
印
本
」

は、

再

版

し

た

本
の

こ

と
。

右

に

記
し

た

よ

う

に、

今

は

こ

れ

を

く

羅
普
の

再
版
本

を

引
き

継
い

で、

さ

ら

に

再
版

に

及
ん

だ
V

と
の

意
味
に

解
し

て

お

く
。

　

巻

頭
一

丁

の

表
に

「

偏
仮

名
清
音
」

す
な

わ

ち

清
音
の

片
仮
名
（

五

十
音
＋

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
レセ

「

ン

」
）

が
、

表
か

ら

裏
に

か

け

て

「

偏
仮
名
濁
音
与
次
清
音
」

す
な

わ

ち

濁
音
と

半

濁
音
の

片
仮
名
（
ガ

行
・

ザ

行
・

ダ

行
・

バ

行
・

バ

行
）

が
、

そ

し

て

裏
に

「

平
仮

名
」

（

五

十
音
＋

「

ん
」
）

が

記
さ

れ
、

前
二

者
に

は

ロ

ー

マ

字
に

よ

る

発
音
が

添
え

て

あ

り、

末
尾
に

は

片
仮
名
と

平
仮
名
に

関
す
る

簡
略
な

説
明

が

見

え

る
。

　

以
下、
『

和
文
漠
読
法
』

本
文

が

計
五

十

九
丁、

附
録
『

東
遊
節
録
』

が

「

序
」

一

丁、

本
文

十
四

丁、

つ

ま

り

計
十

五

丁
と
い

う
構
成
で

あ

る。

全

七

十

四

丁
の

う

ち、
『

和
文
漢
読
法
』

が

八

〇

％
を

占
め

て

い

る

わ

け

だ。

あ

く

ま

で

も

『

和
文
漢

読
法
』

が

中
心

の

一

書
で
、

『

東
遊
節
録
』

は

文
字
ど

お

り

附
録
に

す
ぎ

な
い

。

こ

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

あ

ざ

な

の

『

東
遊
節
録
』

は、

張
肇
熊
が

章
宗
祥
（

字
は

仲
和
）

『

日

本
遊
学
指
南
』

の

留

学
に

関
係
す

る

部
分
を

抜
き

出
し

て
一

篇
に

仕
立

て

た

も

の

で、

第
一

章
「

遊
学
之

目

的
」

、

第
二

章
「

遊

学
之

年
限
」 、

第
三

章
「

遊

学
之

経
費
」

、

第
四

章
「

遊
学
之

方
法
」

と

い

う
構
成
を

取
っ

て

お

り、

当

時
の

雰
囲
気
を

知
る

う
え

で

は

な

か

な

か

興

味
深
い

の

だ

が
。

　
『

和
文
漢
読
法
』

は、

本
文
の

冒
頭
に

「

増
訂
第
三

版

　
和
文
漢
読
法

　
疇
隠
廬

叢
書
一

と

あ

り
、

以
下

、

一

行
二

十
八

字
・

半
葉
十
二

行
の

体
裁
に

よ

り、

計
四

十

二

節
と

そ

の

間
に

挿
入

さ

れ

た

全

八

表
と

か

ら

成
っ

て

い

る
。

そ

の

う
ち、

第
三

十

八

節
の

《

第
六

表
》

が

異
様
な

ま

で

に

長
く、

第
十
二

丁

か

ら

第
五

十
七

丁、

す

な

わ

ち

『

和
文
漢
読
法
』

全
体
の

七

八

％

を

占
め

る
。

こ

の

《

第
六

表
》

に

つ

い

て

は、

先
に

も

記
し

た

と

お

り
、

改

め

て

後
述
す
る

こ

と

と

し

た

い
。

　

た

だ

し、
『

東
遊
節
録
』

を

附
録
に

す

る

よ

う

な

親
切

心

を

発

揮
し

て

は

い

る

も

の

の
、

肝
腎
の

『

和
文
漢
読
法
』

の

印

刷
作
業
は

粗
忽
な

印
象
で

、

片
仮
名
は

も

と33
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明
星

大
学
研
究
紀
要
【
日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
十

六

号

　
二

〇

〇

八

年

よ

り、

漢
字
に

も

誤
植
が

多
く、

い

さ

さ

か

困

り

も

の

だ。

　
と

は

い

え、

丁

本
が

無
価
値
だ

と

い

う

わ

け

で

は

な

い
。

と

う
て

い

善

本
と

は

言

え

な
い

出
来
映
え

だ

が
、

と

り

わ

け
《

第
六

表
》

に

は

そ

れ

な

り

に

取
る

べ

き

点

が

あ

り、

ま

た

丁
福
保
が

手
が

け
た

書
で

あ

る

と

い

う
点
で

も

注
目

す
べ

き

な

の

で

あ

る
。

こ

れ

に

つ

い

て

は、

次
の

（
四
）

お

よ

び

（

五
）

で

論
じ

る

こ

と

と

し

よ

う
。

（

四
）

　
盧
本

　
夢
花
盧
氏
［
増
刊
］

『

和

文
漢
読
法
』

　
＊

刊
行
年
未
詳。

　

本
書
も

夏
暁
虹
氏
が

目

に

し

て

お

り、

私

も

閲
覧
し

て

い

る。

と

も

に

日

本
は

京

都
大

学
の

蔵
書
を

見
た

の

で

あ
る

か

ら、

奇
縁
と

称
し

て

も

よ
い

だ

ろ

う
．

夏
氏
の

精
力

的
な

探
索
に

も

か

か

わ

ら

ず、

今

の

と
こ

ろ

中
国
で

は

ど

う
し

て

も

見
つ

か

ら

な

い

版
本
な

の

で

あ

る
。

　

現
在、

京
都
大

学
文
学
研

究
科
図

書
館
が

蔵
す
る

本
書
（

中
哲
文
／

日

F
／
°。

＝°

卜。

／

わ

占
一

）

は

並

製
の

洋
装
活
字
本
で、

表
紙
に

「

和
文
漢
読
法
」

と

あ

る
。

扉
の

内
題
も

同
じ

だ

が、

右
下

に

「

鈴
木
豹
軒
先
生

手
沢
」

の

細
長

方
形

印
が

捺
さ

れ

て

い

る
。

「

鈴
木
豹
軒
」

は、

言
う
ま

で

も

な

く、

京
都
大
学
教
授
を

務
め

た

高
名
な

中
国
文
学
研
究
者
に

し

て

漢
詩
人

の

鈴
木
虎
雄

2
八

七

八

〜
一

九

六

三
）

の

こ

と。

　

丁

本
と

は

異
な

り、

巻
頭
に

片
仮
名
・

平
仮
名
の

紹
介
は

な

い
。

　

本
文
は

計
一

〇
九

頁
で
、

第
一

頁
の

上

方
に

「

豹
軒
図
書
」

「

京
都
大

学
図

書
印
」

の

二

つ

の

方
形
印

と、

受
け

入

れ

番
号
と

年
月

日

を

記
し

た

「

区
曽
c。

讒
／

昭

和
鼻

ρ

一

b。

』
ω

」

の

印
が

見
え

る
。

鈴
木
虎
雄
の

没
後
に

寄
贈
さ

れ

た

図

書
な
の

だ

ろ

う
。

　

た

だ

し、

最
終
第
一

〇

九
頁

に

「

夢
花
盧
氏
増
刊
」

と

あ

る

だ

け
で、

著
者
名
は

ど

こ

に

も

見

当

た

ら

ず、

刊
行
年
も

記
さ

れ

て

い

な
い

。

書
誌

情
報
に

つ

い

て

は

甚

だ

頼
り

な
い
一

書
だ

。

「

夢
花
盧
氏
」

が

い

か

な

る

入
物
か

も

未
詳
で

あ

る
。

　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

（
11）

　

け

れ

ど

も、

刊
行
年
が

不

明
と

は

い

え
、

夏
暁
虹
氏

が

論
ず
る

よ

う
に
、

盧
本
が

34

丁

本
の

後
に

成
ワ

た

こ

と

は
、

た

ぶ

ん

間
違
い

あ

る

ま

い
。

本
文
の

字
句
が

基

本
的

に

は

丁

本
と

同
一

で

あ

る

う

え、

第
三

十

八

節
で

《

第
六

表
》

に

説
明
を

加
え

て

　
　
　
　

　
　

　
　

　
べ

つ
ぺ

　

ジ

「

特
男
頁
刊
起
」

（

特
に

男

頁

に

刊
し

起
こ

す
11

特
に

ペ

ー

ジ

を

改

め

て

印

刷
す
る
）

と

断
り

な

が

ら、

実
際
に

は

ペ

ー

ジ

を

改
め

る

こ

と

な

く、

そ

の

ま

ま

送

り

込

み

の

形

式
で

《

第
六

表
》

を

印
刷
し

て

い

る

か

ら

だ
。

こ

れ

は、

や

は

り

夏
氏
の

指
摘
す

　
　
〔
12）

る

ご

と

く、

自
ら

印

刷

に

付
し

な

が

ら、

字
句
の

意
味
を

わ

き

ま

え

て

い

な

か

っ

た

が

た

め
の

齟
齬
で

あ

ろ

う
。

誤
解
を

恐
れ

ず
に

言
え

ば、

盧
本
は

丁

本
の

海
賊
版
の

ご

と

き
一

書
な

の

で

あ

る
。

　
た

だ

し、

ど

う
せ

海
賊
版
か

と

踏
み

倒
し

て

能
事
畢
れ

り

と

は

ゆ

か

ぬ
。

海
賊
版

な

が

ら
、

そ

れ

な

り

に

独
自
の

晃
識
を

発
揮
し、

丁

本
に

修
訂
を

加

え

た

跡
が

少
な

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
（
13）

か

ら

ず
見

ら

れ

る

か

ら

だ
。

こ

れ

に

つ

い

て

も

夏
氏

論
文
に
旦ハ
体
的
な

指

摘
が

あ
る

。

　
第
一

に、

誤
植
の

訂

正

と

字
体
の

統
一

で

あ

る
。

既
述
の

よ

う
に、

丁

本

に

は

誤

植
が

少

な

く

な

い
。

盧
本
は、

漢
字
・

仮
名
の

双
方
に

わ

た

り、

か

な

り

の

数
の

訂

正

を

行
っ

て

い

る
。

な

か

な

か

良
心

的
な

海
賊
版
だ

。

ま

た、

丁

本
は

漢
字
＋

片
仮

名
を

基
本
と

し

て

い

な

が

ら、

時
お

り

無
原
則

に

平

仮
名
が

混
入

す
る
。

《

第
六

表
》

に

見
え

る

「

仲
居
」

「

名
乗
ル
」

「

坿
届
」

「

身
不
知
」

「

面

扶
持
」

な

ど

の

釈
義
が

そ

の

例
だ。

盧

本
は、

こ

れ

ら

に

つ

い

て

も

す
べ

て

漢
字
＋

片
仮
名
に

統
一

し

て

い

る
。

　
第
二

に、
《

第
六

表
》

に

お

け
る

釈
義
の

補
充
と

訂
正

で

あ

る
。

《

第
六

表
》

は
、

日

本
の

漢
字
語
を

部
首
別
に

列
挙
し
、

そ

れ

に

中
国

語
ま

た

は

日

本
語
で

釈
義
を

ほ

ど

こ

し

た

「

日

中
語

彙
対
照
表
」

と

称
す
べ

き

性
質
の

も

の

で

あ

る

が
、

ど

う
や

ら

盧
氏
と
い

う

入

物
は

こ

の

《

第
六

表
》

の

内
容

に

不

審
を

抱
い

て

い

た

ら

し

く、

時

お

り

手

を

入

れ

た

箇

所
が

口

に

入
る
。

　
　

つ

め

は
、

釈
義
の

補
充

で

あ

る。

丁

本
は

「

自
堕
落
一

］
ゴ

ロ

合
一

な

ど

に

つ

い

て

釈
義
を

記
さ

ず、

空

白
の

ま

ま

放
置
し

て

い

る

が、

盧
本
は

そ

れ

ぞ

れ

「

懶
惰
」

「

議
論
」

と

釈
義
を

補
充
し

て

い

る
。
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二

つ

め

は、

釈
義
の

訂

正

で

あ

る
。

「

和
洋
小

問
物
」

を

丁

本

が

「

代
籠
之
物
」

（

籠
の

代
わ

り

の

入

れ

物
）

と

説
く

の

を、

盧
本
は

「

東
西

洋
之

小

貨
物
」

（

東
西

両

洋
の

小

物
）

に

改
め

て

い

る
。

ま

た

「

若

干
」

を
、

丁

本
が

「

弱
冠
」

と

勘
違
い

し

た

の

か

「

年
軽
者
」

（

若

者
）

と

説
明
す

る

の

を、

盧
本
は

「

物
之

概
数
」

（

大

ま

か

な

数
）

と

訂
正

し

て

い

る
。

総
じ
て

丁

本

よ

り

も

盧
本
の

釈
義
の

ほ

う
が

正

確
だ

。

　

も
っ

と

も、

盧
本
と

て

完
壁
と

称
す
る

に

は

程
遠
い

こ

と

も

認

め

て

お

か

ね

ば

な

ら

ぬ

だ

ろ

う。

見
出
し

の

重
複
も

散
見
さ

れ、
「

土

煙
」

「

空
」

「

然
迄
」

の

よ

う
に

釈
義
が

空

白
の

ま

ま

記
さ

れ

て

い

な

い

項

目

も

あ

る

う

え、

手
扁
の

「

持
」

字
を

冠

し

た

語
が

「

人
部
」

に

配
さ

れ

て

い

た

り、
「

兼
」

字
に

始
ま

る

語
が

「

艸
部
」

に

入
っ

て

い

た

り

す

る
。

単
に

「

名
詞
一
「

副
詞
」

な
ど
と

品

詞
を

示

す

だ

け

で、

釈

義
が

な

い

項
目

も

見

ら

れ

る

か

ら

困

り

も

の

だ
。

ま

た、

丁

本
が

「

露
」

を

「

つ

ゆ

〜
ず
」

の

用
法
を

念
頭
に

置
い

て

「

少
更
／

下
二

反
語
ヲ

用

ヰ

ル

」

と

説
く
の

を

削

除
し、
「
秋
季
ノ

候
水
気
下
ル

ヲ

露
ト

云

フ
」

に

改
め

て

い

る

の

は、

い

さ

さ

か

強

引
な

措
置

だ

ろ

う
。

盧
本
は

盧
本
で

欠
陥
な

し

と

し

な
い

。

　

丁

本
に

比
べ

れ

ば
、

盧
本
の

ほ

う

が

信
頼
に

足

る

版
本
で

あ

る

こ

と

は

間
違
い

な

い
。

初
版
本
・

再
版
本
が

見
つ

か

ら

な
い

現

状
に

お

い

て、

暫
く

盧
本
で

満
足
せ

ね

ば

な

ら

ぬ

こ

と

は

た

し

か

で

あ

る
。

し

か

し、

そ

の

盧
本
も

、

と

う
て

い

善
本
と

は

言
い

難
い

の

が

事
実
だ

。

当

面
は、

丁

本
と

照
ら

し

合
わ

せ

つ

つ
、

慎
重

な

態
度
で

盧
本
を

扱
い

、

初
版
本
・

再
版
本
が

発
見
さ

れ

る

日

を

待
つ

し

か

あ

る

ま

い
。

（
五
）

　
広
本
　
丁

福
保
［
編
集
］

『

広
和

文
漢
読
法
』

　
＊

｝

九

〇
二

年
刊
行

。

　
こ

の

広
本
は
、

丁

本
と

同

じ

よ

う
に、

や

は

り

北

京
市
の

「

国

家
図
書
館
」

分

館

（

普
通
古

籍

＝
°。

置
刈）

で

閲
覧
し

た
。

　
丁

本
と

同
じ

く

丁

福
保
の

手
に

成
る

線
装
本

で、

薄
茶
色
の

表
紙
に

題

簽
「

広
和

梁

啓
超

『

和
文

漢
読

法
』

（
盧
本
〉

簡
注

古
田

島

洋

介

文
漢
読
法
L

が

直
接
に

印

刷
さ

れ

て

お

り、

表
紙
の

裏
に

は

日

本
に

関
係
す

る

書
籍

の

広
土

ロ

が

あ

る
。

　
扉
に

は

「

光
緒
千

寅
四

月
／
広
和
文
漢
読
法
／

杜
嗣
程
題
」

と

見

え、

ゴ

本
と

同

じ

く

杜
嗣

程
の

揮
毫
に

よ

る

文
字
だ

が
、

丁

本
と

は

字
体
に

多
少
の

相
違
が

あ

る
。

「

光
緒
壬

寅
」

は
一

九
〇
二

年。

　
興
味
深
い

の

は、

巻
頭
に

「

哀
時
客

撰
一

と

し

て
、

梁
啓
超
「

論
学
日

本
文
之

益
」

（

日

本

文
を

学
ぶ

の

益

を

論
ず
）

を

掲
げ

て

い

る

こ

と

だ。

言
う

ま
で

も

な

く、

「

哀
時
客
」

は

梁
啓
超
の

号

で

あ

る。

当
時、

す

で

に

『

和
文
漢
読
法
』

は

梁
啓
超

の

著
で

あ

る

と

見

な

さ

れ

て

い

た

の

だ

ろ

う
。

　
「

論
学
口

本
文
之

益
」

の

引
用

の

末
尾
に

は、
「

案
ず
る

に
、

此
の

篇
は

戊
戌
の

年

　
　

　
　
　
　
　
こ

れ

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
あ

　

　

　

　

　

し

の

某

報
に

見

ゆ。

諸
を

簡
首
に

録
し

て

以

て

序
文

に

充
つ

と

爾
か

云

ふ
」

と

の

案
語

が

付

い

て

い

る
。

「

戊
戌
の

年
」

は
一

八

九
八

年、
「

某
報
「

は

《

清
議
報
》

の

こ

と。

つ

ま

り、
　一

八

九

八

年
の

《

清
議
報
》

に

掲
載
さ

れ

た

「

論
学
日

本
文
之
益
」

を

巻

頭
に

掲
げ
て

序
文

の

代
わ

り

に

し

た

と

の

意
だ

。

た

だ

し、

実
際
に

は
、

「

論
学
日

本
文

之

益
」

は
一

八

九
九
年
の

《

清
議
報
》

第
一

〇
冊
に

掲
載
さ

れ

た
。

し

た

が

っ

て、
「

戊
戌
の

年
」

（

一

八

九
八

年
）

は、

正

し

く

は

「

己

亥
の

年
一
（

一

八

九

九
年
）

で

あ

る
。

　
も
ウ

と

も、
『

広
和
文

漢
読
法
』

と

題
し

、

梁
啓
超

の

一

文
を

以
て

序
文

と

し

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

こ

の

広
本
は

丁

本
・

盧

本
な

ど

と

は

似
て

も

似
つ

か

ぬ

内

容
だ

。

夏
暁
虹
氏

は、

本
書
を

未
見
と

し
つ

つ

も、

実
藤
恵
秀
『

中

国
入
留
学
日

本

史
』

（

三

聯
書
店、

一

九
八

三

年、

北

京）

第
二

章
の

目

録
に

見

え

る

本
書
が

総
計

七

十

九

頁

に

す
ぎ

な

い

こ

と

か

ら、

先
に

述
べ

た

全

七

十
四

丁
す
な

わ

ち

総
計
一

四

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　（
14）

八

頁

か

ら

成

る

丁

本
と

は

明
ら

か

に

別
物
だ

ろ

う
と

述
べ

て

い

る

が
、

正

し

く

そ
の

と
お

り

で
、

書
名

と

は

裏
腹
に
、

と

う

て

い

『

和
文
漢
読
法
』

の

版
本
の
一

と

は

言

え

な

い
。

な

ぜ

な

ら、

こ

の

広
本
は、

文

字
ど

お

り

丁

福
保
が

「

編
集
」

し

た
一

書35
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号

　
二

〇
〇
八

年

で
、

丁

本
・

盧
本
と

は

ま
っ

た

く

字
句
が

異
な

っ

て

お

り、

内
容
紹
介

と

称
す
べ

き

巻
頭
言

に

「

此
の

書
は

共

に

九
十
一

節、

各
種
の

日

本
文
典
よ

り

輯
出

せ

り
」

（

「

共

に
」

は

〈

合
計
で
〉

の

意
）

と

あ

る

よ

う
に、

そ

の

内
容
は

日

本
で

刊

行
さ

れ

た

国

文
法
書
の

寄
せ

集
め

だ

か

ら

で

あ

る
。

出
典
は

ほ

と

ん

ど

注
記

さ

れ

て

い

な
い

が、

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
も

ず

め

た

か

み

た

と

え

ば

第
四

十
六

節
に

付
さ

れ

た

案
語
に

は

「

以

下
の

二

節
は

物
集

高
見
の

文
典

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
マ
マ

よ

り

録
出
せ

り
」

と

あ

り、

ま

た
、

巻
頭
言
に

「

九
十
一

節
は

富
山

房

の

活
語
一

覧

表
を

録
せ

り
」

と

見
え

る

よ

う
に
、

第
九
十
一

節
は

冨
山

房
の

活
用

語
一

覧
表
（

動

詞
・

形
容
詞
）

を

載
録
し

た

も

の

で

あ

る
。

こ

う

し

た

事
情
を

知
る

に

は、

本
書
の

巻
尾

に

見
え

る

「

新
著
紹
介
」

欄
の

う
ち、
「

最
新
出
版
広
告
」

の

末
尾

に

掲
載
さ

れ

た

本
書
自
身
の

広
告
文

が

最
も

手
っ

取
り

早
い

か

も

し

れ

な

い
。

そ

こ

に

は

次
の

よ

う

な

字
句
が

記
さ

れ

て

い

る
。

此
の

書
は

各
種
の

日

本
文
典
よ

り

輯
出
し

た

る

も
の

に

係
る

。

共

に

九
十
一

節、

　

　

　
く

ら

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　っ
と

原
書
に

較
べ

て

詳
備
と

為
す

。

論
ず
る

所
の

文
法
は、

語

語
簡
要

に

し

て、

ガ

　

　
け

ん

せ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
す

で

め

て

顕
浅
を

求
め

り
。

漢
文

に

已

に

通

ず
る

の

人、
　一

覧
し

て

了

然
た

ら

ざ

る

無
け

ん
。

…
…

四

月

に

書
を

出
だ

せ

り
。

…

…

　
「

原
書
」

す

な

わ

ち

『

和
文
漢
読
法
』

よ

り

も

詳
し

い

内
容
だ

と

謳
ワ

て

い

る

以

上、

梁
啓
超
『

和
文

漢
読
法
』

と

別
物
で

あ

る

こ

と

は

明
ら

か

だ
。

末

尾
の

「

四

月

に

書
を

出
だ

せ

り
」

か

ら、

本
書
が
一

九
〇
二

年
四

月

の

刊
行
だ

と

わ

か

る
。

　
さ

ら

に

注
意
し

て

お

く
べ

き

は
、

本

書
に

『

東
文
典
問
答
』

と

い

う

書
名
が

散
見

す

る

二

と

だ。

本
文

の

冒
頭
に

「

広
和
文

漢
読
法

　
一

名
〈

普
通

東
文
速
成
法
＞

」

と

内
題
を

記
し

た

後、

三

条
に

わ

た
っ

て

前

書
き

が

記
さ

れ

て

い

る

が、

そ

の

第
三

　
　
　
お

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

こ

　

　

　

　

　
ぜ

い

条
に

「

凡

そ

已

に

『

東
文

典
問
答
』

に

見
ゆ

る

者

は
、

茲
に

亦
た

贅
せ

ず、

閲
者
の

目

力
を

省
か

ん

と

す
る

な

り
」

と

あ

る
。

既

刊
の

『

東
文
典
問
答
』

の

内
容
と

の

重

36

複
を

避
け
て

い

る

わ

け
だ
。

実
際、

本
文
に

お

い

て

も、

第
三
・

四
・

八

節
の

末
尾

　

　
つ

ま

び

に

「

詳
ら

か

に

は

『

東
文

典

問
答
』

に

見
ゆ
」 、

第
二

十
三

節
の

案

語
に

「

『

東
文

典

問
答
』

に

詳
ら

か

な

れ

ば、

茲

に

贅
せ

ず
」、

第
八

十
九
節
の

末
尾

に

「

『

東
文
典
問

答
』

に

詳
ら

か

な

り
」

な

ど

と

注
記

さ

れ

て

お

り、

本
書
が

『

東
文

典
問
答
』

の

続

編
の

ご

と
く

意

識
さ

れ

て

い

た

こ

と

は

間
違
い

な

い

よ

う

だ。

こ

の

『

東
文
典
問

答
』

は、

前
年
の

光
緒
二

十

七

年
（

一

九
〇
一
）

に

丁

福
保
が

上

海
の

文
明
編
訳

書

局
か

ら

刊
行
し

た

日

本
語
の

文

法
書
で、

広
本
の

巻

尾
に

見

え

る

「

新
著
紹
介
」

欄

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

こ

の

筆
頭
に

も

広
告
が

あ

り、

そ
こ

に

は

「

是
の

書
は

共
に

十
二

章、

各
種
の

日

本
文

　

　
　
　
　

　

　

は

じ

め

典
よ

り

輯
出
せ

り
。

首
に

総
論、

次

い

で

名
詞

、

次
い

で

代
名
詞、

次
い

で

動
詞、

次
い

で

形
容
詞
…

…

動
詞
・

助

動
詞
・

助
詞
等
の

各
種
の

変
化
及

び

用
法
を

論
じ

て、

　
ぜ

ん

り

ん

め

い

は

く

皆
浅
顕
明
白

、

以

て

独
修
の

助

け
に

備
ふ
」

と

記
さ

れ

て

い

る
。

　

右
を

要
す
れ

ば、

広
本
は

『

広
和
文
漢
読
法
』

と

い

う

書
名
こ

そ

『

和
文
漢
読

法
』

を

引
き

継
い

で

い

る

も

の

の、

そ

の

内
容
は

『

和
文
漢
読
法
』

と

は

大

い

に

異

な

り
、

実
際
は

『

東
文
典
問
答
』

の

姉
妹
編
だ

と

考
え

て

よ

い

だ

ろ

う。
『

和
文
漢

読
法
』

の

一

版
本
と

し

て

扱
う
こ

と

は

で

き

な

い
。

　

い

や、

そ

れ

ど

こ

ろ

か、

広
本
に

は

『

和
文
漢
読

法
』

を

批
判
す

る

字
句
さ

え

記

さ

れ

て

い

る

の

だ
。

本
文

の

冒

頭
に

記

さ

れ

た

計
三

条
に

わ

た

る

前

書
き
の

第
二

条

に、

次
の

よ

う

な

字
句
が

見

え

る
、

　
　
い

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

は

ゆ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

　

　

ま

　

　

　
い

和
文
悪

く

ん

ぞ

漢
読
す
べ

け

ん

や。

所
謂
漢
読
は、
〈

人
云

へ

ば

亦

た

云

ふ
〉

　
　

　
お

よ

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
いへ
ど

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

へ
ん

く
わ

の

み
。

凡

そ

動
詞
・

形

容
詞
等
は

漢
字
に

写
す

と

雖
も、

其
の

語
尾
は

皆
変
化

　
　

　

　
　
　
よ

ろ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

し

ん

有
り、

語

根
も

宜
し

く

和

音
に

読
む
べ

し
。

神
に

し

て

之

を

明

ら

か

に

す
る

は、

其
の

入
に

存
す

。

「

人

云

へ

ば

亦
た

云

ふ
」

（

人
云

亦

云
）

は
、

「

他
人

が

言

う

か

ら

自
分

も

言

う
」
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す
な

わ

ち
他
人
の

話

を

定
見

な

く

受
け

売
り

す
る

意
の

成

語。
一．
語
根
L

は、

こ

こ

で

は

語
幹
の

こ

と。

末
尾
の

「

神
に

し

て

…

…
」

（

神
而

明

之
、

存
乎

其
入
）

は、

『

易
経
』

繋
辞
上
伝
に

見
え

る

語
で、

も

と

「

玄
妙
な

道
理

は、

き

わ

め

て

優
秀
な

者
だ

け
が

理

解
で

き

る
」

意
、

転
じ

て

「

物
事
の

道
理

を

理

解
す

る

だ

け
で

な

く、

そ

れ

を

運
用
で

き

る

よ

う
に

も

せ

よ
」

と

の

意
に

な

る
。

要
す
る

に
、

〈

『

和
文

漢
読

法
』

は

日

本
語
学
習
者
が

定
見
も

な

く

飛
び

つ

い

て

い

る

だ

け

で、

実
際
に

は

日

本

語
を

中
国

語
と

し

て

読
む
こ

と

な

ど

で

き

は

し

な
い

。

日

本
語
の

用
言
に

語
尾

変
化

が

あ

る

こ

と

を

理

解
し、

漢
字
で

記
さ

れ

た

語

幹
も

日

本
語
で

発
音
す
べ

き

だ

と

い

う
事
実
を

わ

き

ま

え
、

そ

れ

を

実
践
し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
V

と

の

趣
旨
な

の

だ
。

「

和
文
漢
読
法
』

に

対
す
る

批
判
で

あ

る

こ

と

は

明
ら

か

だ

ろ

う
。

　
こ

の

第
二

条
を

読
ん

で

か

ら、

さ

か

の

ぼ
っ

て

前
書
き

の

第
一

条
「

書
名
は
、

書

　
　
　
　

　
　
も

の

記
号
な

り。

本
と

有
る
の

名
を

取
つ

て

之
を

名
つ

く

る

は、

其
の

記
号
の

熟
せ

る

　
　
　
　

　
　
　
　
　
こ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ゆ

ぷ

ん

に

因
れ

ば

な
り
。

此
れ

是
の

書
の

『

広
和
文
漢
読
法
』

と

名
つ

く

る

所
以

な

り
」

を

見
れ

ば、

そ
の

言
わ

ん

と

す
る

と

こ

ろ

が

わ

か

り

や

す

く

な

る

だ

ろ

う
。

つ

ま

り
、

梁
啓
超
『

和
文

漢
読
法
』

の

提
唱
す
る

日

本
語
の

読
解
方
式
に

は

反

対
だ

が、

日

本

語
の

学
習
書
と

し

て

『

和
文

漢
読
法
』

と
い

う

書
名
が

あ

ま
り

に

広
ま

っ

て

い

る

た

め
、

本
書
の

題
名
に

も

「

和
文
漢
読
法
」

の

五

字
を

入

れ

た
、

と
の

意
味
合
い

で

あ

る
。

御
都
合
主
義
と

言
え

ば

そ

れ

ま

で

だ

が、
「

和
文
漢
読
法
」

と

名
乗
っ

た

ほ

う

が

売
れ

行
き
が

よ

か

ろ

う

と

の

判
断
も

あ
っ

た

の

だ

ろ

う
。

逆
に

言
え

ば、

そ

の

読

解
方
式
を

批
判
し

な

が

ら

も

書
名
に

銘
打
た

ね

ば

な

ら

ぬ

ほ

ど
、

梁
啓
超
『

和
文
漢

読
法
』

の

世
評
が

高
か

っ

た

こ

と

の

証
左
と

も

な

る

わ

け

で

あ

る
。

　
そ

れ

に

し

て

啗

興
味
深

い

の

は
、

本
書
が

先
に

紹
介
し

た

丁

本
の

増
訂
者
た

る

丁

福
保
そ

の

人
の

編
に

係
る
一

書
だ

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

実
際

、

右
に

論
じ

た

前
書

き

三

条
の

末
尾
に

は

「

光
緒
二

十
七

年
十
二

月

下

旬
疇
隠
記
」

と

あ

り、

「

光
緒
二

十
七

年
」

す
な

わ

ち
一

九
〇
一

年
の

十
二

月、
「

疇
隠
」

と

号
し

た

丁

福
保
が、

梁

梁
啓
超

『

和
文

漢
読

法
』

（

盧
本）

簡
注

古
田

島

洋
介

啓
超

『

和

文
漢
読
法
』

を

批
判
す
る

字
句
を

記

し

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る。

こ

れ

は、

先
に

記
し

た

丁

本
の

刊
行
時
期
「

辛
丑

八

月
」

す
な

わ

ち
一

九
〇
一

年
八

月

か

ら

見

て、

わ

ず

か

四

ヵ

月
後
の

こ

と

だ
。

夏
暁
虹
氏

は
、

丁

福
保
が

上

海
の

東
文

学
堂

で

日

本
語
を

学
び

始
め

た
の

は

正

に
一

九

〇
一

年
の

こ

と

で

あ

る

か

ら、

ま

だ

学
習
の

日

が

浅
く、

と

う
て

い

『

広
和
文
漢
読
法
』

を

編
集
す
る

実
力
は

な

か

っ

た

だ

ろ

う

　
　
　

　

　
（
隔）

と

推
定
し

て

い

る

が
、

こ

の

推
定
に

は

疑
問
を

呈

す
る

余
地

が

あ

ろ

う。

実
際、

丁

福
保
は

『

広
和
文
漢
読
法
』

の

編
集
を

手
が

け、

ほ

ん

の

四

ヵ

月

前
に

刊
行
し

た

『

和
文
漢
読
法
』

に

対
し

て

批
判
を

加
え

て

さ

え

い

る

の

だ
。

も

し

か

す
る

と、

丁

本
に

誤
植
が

多
い

の

は、

す

で

に

『

和
文
漢
読
法
』

に

対
し

て

批
判
的
な

意
見
を

有

し

て

い

た

た

め、

丁

福
保
が

校
正

作
業
に

ろ

く

ろ

く

力
を

入

れ

な

か

っ

た

が

ゆ
え

な

の

か

も

し

れ

な

い
。

　
い

ず
れ

に

せ

よ、

一

九

〇

〇
年
に

梁
啓
超
『

和

文
漢
読
法
』

が

刊
行
さ

れ
、

翌
一

九
〇
一

年
に

丁

福
保
が

増
訂

本
を

出
版
す
る

か

た

わ

ら、

早
く

も

批
判
的
な

意
見
を

抱
き、

そ

れ

を

明
確
に

述
べ

た

『

広
和
文

漢
読
法
」

が
一

九
〇
二

年
に

刊
行

さ

れ

た

と

い

う
経
緯
は

記

憶
に

値
す
る

だ

ろ

う
。

当
時、

梁
啓

超
『

和
文
漢
読
法
』

が

日

本

語
学
習
に

対
し

て

多
大
な

影
響
力
を

発

揮
し

て

い

た
の

は

た

し

か

で

あ

ろ

う

が
、

そ

の

こ

ろ

と

て、

中
国
入
の

日

本
語
学
習
が

決
し

て

『

和

文
漢
読
法
』

一

辺
倒
で

な

か

っ

た
こ

と

は

確
認

し

て

お

き

た

い
。

三

　
《

第
六

表
》

の

問

題

　

前
節
で

述
べ

た

よ

う
に

、

初
版
本
も

再
版
本
も

未
発
見、

丁

本
は

誤

植
が

多
く、

広
本
は

ま
っ

た

く

の

別
物
と

な

れ

ば、

差

し

当

た

り

我
々

の

頼
れ

る

『

和
文
漢
読

法
』

は、

ほ

ぼ

丁
本
を

踏
襲
し

た

盧
本
し

か

な
い

と

い

う
こ

と

に

な

る
。

丁

本
．

盧

本
と

初
版
本
・

再
版
本
と
の

異
同
を

明
ら

か

に

で

き
る

資
料
は

何
も

な

い

け

れ

ど

も。
37
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明
星

大

学

研
究
紀
要
【

日

本
文
化

学
部
・
言

語
文

化
学
科
】

第
十

六

号

　
二

〇
〇

八

年

　
た

だ

し、

異

同
を

徴
す
べ

き

資
料
は

な
い

と

し

て

も、

あ

る

程
度
の

推
定

を

許
す

字
句
を

丁

本
・

盧
本
に

求
め

る

こ

と

は

不
可

能
で

は

な
い

。

両
本
に

は、

初
版
本
と

は

異

な

る

と

し

か

思

え

な

い

気
配
が

感
じ

ら

れ

る

か

ら

だ
。

そ

れ

は

病

第
六

表
》

の

問
題

で

あ

る
。

　
既

述
の

ご

と

く、
《

第
六

表
》

は

第
三

十
八

節
に

付
さ

れ

た

「

日

中
語
彙
対
照
表
」

と

称
す
べ

き

性
質
の

長
大
な

語
彙
一

覧
表
で

、

盧
本
を

例
と

す

れ

ば、

全
一

〇
九
頁

の

う

ち
、

二

一

頁

の

半
ぼ

か

ら
一

〇

五

頁
の

半
ば
に

わ

た

る

正

味
八

十

四

頁
分、

す

な

わ

ち
全
書
の

七

七

％

を

占
め

て

い

る
。

こ

れ

は

全
四

十
二

節
か

ら
成

る
［

書
の

体

裁
と

し

て

は

不

均
衡
が

甚
だ

し

く、

ど

う
見

て

も

不

自
然
な

比

率
だ
。

夏
暁
虹
氏
は

、

　
　
　
　
　
　
　
　
わ

づ

梁
啓
超
の

語
っ

た

「

僅
か

に

一

日

夜
の

力

を

以
て

之
を

成
す

の

み
」

は

さ

す
が

に

無

理

だ

ろ

う
と

述
べ
、

い

か

に

筆
の

速
い

梁
啓
超
と

い

え

ど

も、

す

で

に

草
稿
が

完
成

し

て

い

な

け

れ

ば、

と

う
て

い

長
大

な

《

第
六

表
》

を

含
む

『

和
文
漢
読
法
』

を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
16）

日

で

書
き

上

げ
ら

れ

な

か
っ

た

は

ず
だ

と

説

く
。

た

し

か

に、

夏
氏
の

推
測
は

自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
つ

と

言
え

ば

自
然
だ

ろ

う
。

し

か

し
、

私
見
は

い

さ

さ

か

異
な

る
。

梁
啓
超
が

「

僅
か

に
一

日

夜
の

力

を

以

て

之

を

成
す
の

み
」

と

語
っ

て

い

る

以
上、

も

と

も

と

《

第
六

表
》

は

他
の

《

第
一

表
》

〜
《

第
五

表
》

や

《

第
七

表
》

《

第
八

表
》

と

同
じ

く、

数
行
あ

る

い

は

十
数
行
程
度
の

短
い

語
彙
一

覧
表
だ
っ

た

の

で

は

な
い

か

と

推
測
す

る

の

だ
。

こ

れ

は

こ

れ

で
一

つ

の

自
然
な

考
え

の

は

ず
で

あ

る
。

　
も

ち

ろ

ん
、

私
見
は

梁
啓
超
の

言
を

盲
目

的
に

信
用
す
る

が

ゆ

え
の

推
測
で

は

な

い
。

《

第
六

表
》

に

説
明
を

加
え

た

第
三

十

八

節
に
、

そ
の

よ

う
な

推
測
を

促
す

字

句
が

存
在
す
る

か

ら

な

の

で

あ

る
。

今、

左

に

盧
本
の

第
三

十
八

節
を

録
し

、

書
き

下

し

文
を

添
え

る
。

行
の

擡
頭
は

原
書
に

従
い
、

《

第
六

表
》

本
文
は

省
略
す

る
。

既
熟
知
以

上

各
例、

干

書
中
之

仮
名、

必

無
所
窒
礙
矣

。

然
常
有
日

本
字
皆
能

解
而

漢
字
反

多
不
解
者

。

其
繁
難
之

処
在
此
不

在
彼
也

。

今
択
其
副
詞
脈
絡
詞

38

中
常
用
之
奇
字
列
於
下

。

　
茲
和
漢
異
義
字、

照

康
熙
字

典
例
分
門
別
類

、

以

便
学
者
易
於
検
査

。

故
特

　
男
頁
刊
起

。

凡

旁
注
仮
名
為
原
意、

偏
注
於
下

之

仮
名
乃

其
変
化。

問
有
字

　
旁
未
注
和
字
或
解
釈
用

和
文
者、

因
急

於
刊
刻
不

及
細
査

。

学
者
欲

知
字
旁

　
和
字、

可
査
字
典

、

欲
知
和
文

解
釈、

可

以

和
文
排
列
法
挨
之

。

均

非
難
事

。

　
《

第
六
表
》

　
凡

注
於
下

之
仮
名
乃
其
変
化。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

ち

つ
が

い

既
に

以

上

の

各
例
を

熟
知
す
れ

ば、

書
中

の

仮
名

に

于
い

て
、

必

ず
窒
礙
す
る

　
　
　
　
　
し

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
、m

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

かへ

所
無
け

ん
。

然
れ

ど

も、

常
に

日

本
字
は

皆
能
く

解
す

れ

ど

も

漢
字
は

反
つ

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

ん

な

ん

　

　

　

　

　

　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　　
か

れ

多
く

解
せ

ざ

る

者
有
り

。

其
の

繁
難
の

処
は

此
に

在
り

て

彼
に

在
ら

ざ

る

な

り。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う

ち

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
え

ら

　

し

も

今、

共
の

副
詞
・

脈
絡
詞
の

中
、

常
用
の

奇
字
を

択
び

下
に

列
せ

ん
。

　
こカし

　
茲
に

和
漢
の

異

義
字、
『

康
熙

字
典
』

の

例
に

照
ら

し

て

門
を

分
か

ち

類
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

つ
ぺ　　
ジ

　
別
し

て
、

以
て

学
者
の

検
査
し

易
き

に

便
な
ら

し

む。

故
に

特
に

男

頁

に

　
　
　
　
　
　

お

よ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

し

も

　
刊
し

起
こ

す
。

凡

そ

旁
注
の

仮
名
は

原
意
た

り、

下

に

偏
注
せ

る

の

仮
名
は

　
す

な

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ま

　
乃
ち

其
の

変
化
な

り
。

問

ま

字
旁
に

未
だ

和
字
或
い

は

解
釈
用
の

和
文
を

注

　
せ

ざ

る

者
有
る

は
、

刊
刻
に

急

な
る

に

因
り

て

細
査

に

及

ば

ざ

れ

ば

な

り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

ら

　
学
者、

字
旁
の

和
字
を

知
ら

ん

と

欲
す
れ

ば

字
典
を

査
ぶ

べ

し、

和

文

の

解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

た

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

と

　
釈
を

知
ら
ん

と

欲
す

れ

ば

和

文

の

排
列
法
を

以
て

之

を

掛
は

し

む
べ

し
。

均

　
し

く

難
事
に

非

ず
。

　
　
　
　
　

お

よ

　

　
し

も

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

ず

な

は

　
肉

第
六

表
》

　
凡

そ

下
に

注
せ
る

の

仮
名
は

乃

ち
其
の

変
化
な

り。

　
便
宜
上

、

行
の

擡
頭
に

従
っ

て

右
を

三

つ

の

部
分
に

分
け、
「

既
熟
知
以

上

各
例

…
…

」

を

解
説
文、
「

茲

和
漢
異
義
字

…

…
」

を

補
足

文、
「

《

第
六

表
》

…

…
」

を

表
題
と

名
づ

け
る
。

　
解
説
文

の

趣
旨
は

わ

か

り

や

す
い

だ

ろ

う。
「

日

本
文
の

仮
名
語
は

第
三

十
七

節
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ま

で

の

内
容
を

理
解
す

れ

ば

対
処
で

き

る

は

ず
だ

。

し

か

し、

実
の

と

こ

ろ、

中
国

入

に

と

っ

て
、

日

本
文
は

か

え
っ

て

漢
字
語
の

ほ

う
が

難
し
い

の

で

あ

る
。

そ
こ

で

副
詞
・

脈
絡
詞

の

う

ち、

頻
繁
に

用

い

ら

れ

る

奇
妙
な

字
遣
い

の

漢
字
語
を

選
ん

で

《

第
六

表
》

に

掲
げ

る
L

と

の

意
で

あ

る
。

「

副
詞
」

に

つ

い

て

は

簡
注
の

《

第
二

表
》

を
、

「

脈
絡
詞
」

に

つ

い

て

は

簡
注
の

《

第
五

表
》

を

御
参
照

い

た

だ

き

た

い
。

『

和
文
漢
読
法
』

の

謂
う

「

副
詞
」

「

脈
絡
詞
」

が

そ

れ

ぞ

れ

ど

の

よ

う
な

語
を

指
す

の

か、

た

だ

ち

に

理

解
で

き

る

は

ず
で

あ

る
。

　
と

こ

ろ

が、

補
足

文
の

冒
頭
に

見

え

る

と

お

り、

実
際
の

《

第
六

表
》

は

「

和
漢

の

異
義
字
」

を

部
首
別
に

並
べ

た

日

中
語
彙
対
照
表
で、

解
説
文
の

謂
う
「

副
詞
」

「

脈
絡
詞
」

の

範
囲

を

大
き

く

逸
脱
し、

大
量

の

名
詞
・

動
詞
そ

の

他
が

掲
げ

ら

れ

て

い

る
。

つ

ま

り、

解
説
文
と、

補
足

文

お

よ

び

《

第
六

表
》

の

内
容
と

の

あ

い

だ

に、

齟
齬
が

存
す

る

の

だ
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
べ
つ
べ

　
ジ

　
補
足

文
が

「

特
男
頁
刊
起
」

（

特
に

男

頁

に

刊
し

起

こ

す
）

と

謳
ワ

て

い

る

の

に、

盧
本
が

ペ

ー

ジ

を

改
め

る

こ

と

な

く

送
り

込

み

で

《

第
六

表
》

を

印
刷
し

て

い

る

（

盧
本
／
二

一

頁
）

の

は、

前
述
の

ご

と

く、

夏
暁
虹

氏

が

指
摘
す

る

よ

う

に、

盧

本
の

粗
忽
と

見
る

べ

き

だ

ろ

う。

丁

本
は

、

当

該
の

字
句
そ

の

ま

ま

に、

ペ

ー

ジ

を

改
め

て

《

第
六

表
》

を

印
刷
し

て

い

る

（
丁

本

／
一

二

a
）

。

た

だ

し、

補
足

文
に

関
わ

る

問
題
は
、

印
刷
上

の

体
裁
だ

け
に

限
ら

な

い
。

大

小
二

つ

の

問
題
が

あ

る
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
お

よ

　
一

つ

め

は

小

さ

な

問
題
だ

。

そ

れ

は、

補
足

文
が

「

凡

そ

旁
注
の

仮
名
は

原
意
た

　
　
し

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

す
ぼ

は

り
、

下
に

偏
注
せ

る

の

仮
名
は

乃
ち

其
の

変
化
な

り
」

と

言
っ

て

い

る

の

に
、

表
題

に

は

「

凡

そ

下
に

注
せ

る

の

仮
名
は

乃
ち

其
の

変
化
な

り
」

と

し

か

記
さ

れ

て

い

な

い

点
で

あ

る
。

補
足

文
の

「

旁
注
の

仮
名
は

原
意
た

り
」

に

相
当
す
る

字
旬
が

表
題

に

見
当
た

ら

ず、

共

通

す
る

部
分
も、

補
足

文
の

「

偏
注
」

を
、

表
題

は

単
に

「

注
」

に

作
っ

て

い

る

か

ら

だ
。

「

偏
注
」

は

偏
っ

た

注、

つ

ま

り

小
さ

め

の

字
で

行

の

右
に

片
寄
せ

た

注
の

字
句
を

指
す。

実
際、

丁

本
も

盧
本
も

「

去
リ
サ

レ

」

の

こ

梁
啓
超
『

和

文
漢
読
法
』

（
盧
本）

簡
注

古
田

島
洋
介

と

く

「

偏
注
」

形

式

で

印
刷
さ

れ

て

い

る

の

だ
が
、

表
題

の

字
句
を

律
儀
に

解
せ

ば

「

去
リ

　
サ

レ
」

と

印
刷
さ

れ

て

い

て

も

不

思

議
で

は

あ

る

ま
い

。

今
一

歩
す

っ

き

り

し

な

い

の

で

あ

る
。

補
足

文
の

字
句
の

う

ち
、

特
に

語
句
の

下
の

仮
名
に

つ

い

て

だ

け

表
題
で

注
意
を

重

ね、

た

ま

た

ま

簡
潔
を

旨
と

し

て

コ

偏
L

字
を

省
略
し

た

と

考
え

る

こ

と

も

で

き

る

だ

ろ

う
が
。

　
二

つ

め

は

大
き

な

問
題
だ

。

そ

れ

は
、

丁

本
に

お

け

る

補
足

文
の

体
裁
で

あ

る
。

丁

本
は、

解
説
文

を
冖
一

a

に

載
せ

て

か

ら、

＝

b
に

補
足

文
を

記
し

、

相
当
の

余
白

を

残
し

た

後
に、

ペ

ー

ジ

を

改
め

て
一

二

a

以

下
に

表
題
と

《

第
六

表
》

本

文

を

掲
げ
て

い

る
。

と

こ

ろ

が
、

一
一

b
の

補
足

文
は、

一

行
二

十
八

字
の

体

裁
こ

そ

他
頁
と

同
じ

で

あ

る

も

の

の
、

他
頁
と

は

違
っ

て

行
間
が

狭
く

、

字
の

大

き

さ

も

小

さ

め、

断
句
の

符
号
「

・
」

も

付
い

て

い

な

い
。

補
足
文
だ

け
が
、

他
頁

と

は

異
な

っ

た

印
象
を

与

え

る

の

だ
。

い

さ

さ

か

腑
に

落
ち

な

い

と
い

う
の

が

正

直
な

感
想
で

あ

る
。

盧
本
は

活
字
本
な

の

で、

行

問
の

幅
や

字
の

大
き

さ

は

他
頁
と

同

じ

だ

が、

や

は

り

他
頁
と

異
な

り、

こ

の

補
足

文

に

だ

け

は

断
句
の

符
号

「

・
」

が

見
え

な

い
。

こ

れ

は

丁
本
を

そ
の

ま

ま

踏

襲
し

た

結
果

な

の

だ

ろ

う。

し

か

し、

丁

本
も

盧
本
も、

な

ぜ

補
足
文
に

だ

け

は

断
句

の

符
号
「

・
」

を

記

さ

な

か
っ

た

の

か
。

補
足

文

の

ほ

う
が

解
説
文
よ

り

も

長
い

だ

け
に
、

解
説
文
は

断
句
し

て

お

き

な

が

ら、

ど

う
し

て

補
足

文

に

は

断
句
を

施
さ

な

か

っ

た

の

か、

何
と

も

不

可
解
な

措
置
な

の

で

あ

る
。

　
こ

う

し

た

曇
っ

た

印
象
を
一

挙
に

晴
ら

す
べ

く

最
も

明
快
な

解
決
法
は

、

〈

本
来、

初
版

本
に

は

解
説
文
と

表
題
し

か

な

く、
《

第
六

表
》

も

解
説
文
に

見
え

る

「

副
詞
」

「

脈
絡
詞
」

を

掲
げ

た

だ

け

の

短
い

表
で

あ
っ

た。

補
足

文
と

長

大

な

《

第
六

表
》

は、

再
版
本
以

後
の

増
補
に

よ

る

も
の

で

あ

る
〉

と

考
え

る

こ

と

だ
。

そ

う

考
え

れ

ば、

丁

本
の

補
足

文
が

他
頁

と

異
な

る

休
裁
で

あ

る

こ

と

も、
《

第
六

表
》

に

「

副

詞
」

「

脈
絡
詞
」

以

外
の

語
彙
が

大

量
に

見

え

る

こ

と

も、

等
し

く

納
得

が

ゆ
く
の

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

あ

た

で

あ

る
。

た

ぶ

ん
、

こ

の

推
測
は

中
ら

ず
と

雖
も

遠
か

ら

ず
だ

ろ

う。
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明

星

大

学
研
究

紀
要

【

日

本
文
化
学

部・
言
語
文
化
学

科
】

第
十
六
号

　
二

〇

〇

八

年

　
も

っ

と

も、

こ

う
し

た

解
決
法
が

新
た

な

問
題
を

生

む
こ

と

も

た

し

か

だ
。

そ

れ

ほ、

補
足

文
の

追
加
と

《

第
六

表
》

の

大

幅
な

拡
大
が、

再

版
本
で

行

わ

れ

た

こ

と

な

の

か
、

そ

れ

と

も

丁

本
で

実
行
さ

れ

た
こ

と

な

の

か
、

と
い

う

問
題

で

あ

る
。

盧

本
は

お

お

む
ね

丁

本
を

踏
襲
し

て

い

る

の

で、

丁

本
か

ら

盧
木
へ

の

段
階
で

こ

の

増

補
が

行
わ

れ

た

可

能
性
は

な

い
。

増
補
を

実
行
し

た

可
能
性
が

あ

る

の

は、

再
版

本

ま

た

は

丁

本
の

い

ず
れ

か、

も

し

く

は

両
者
で

あ

る
。

　

常
識
に

照
ら

せ

ば、

再
版
本
に

「

増
広
」 、

丁

本
に

「

増
訂
」

と

あ

る

以

上、

両

書
と

も

に

増
補
を

行
い
、

そ

の

な

か

に

右
の

《

第
六

表
》

に

関
わ

る

増

補
も

含
ま

れ

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
セ
　　　も

て

い

た

と

見
な

す
の

が

穏
当

だ

ろ

う。

既
述
の

ご

と

く、

羅
普
は

『

和

文
奇
字
解
』

を

著
す
予

定
で

あ
っ

た

ら

し

い
。

解
説
文
の

末
尾
の

字
句
「

其
の

副
詞
・

脈
絡
詞
の

ヒ
つ

ち
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　　
ヨ

　
　へ
　
　
　

え

ら

中、

常
用
の

奇
字
を

択
び
」

と

思
い

合
わ

せ

れ

ば
、

羅
普
が

『

和
文
奇
字
解
』

の

た

め

に

準
備
し

て

い

た

草
稿
を

《

第
六

表
》

の

増
補
に

活
か

し

た

と

考
え

て

も

無
理

は

な

か

ろ

う

と

思

う
。

た

だ

し、

羅
普
が

増
補
に

手
を

染
め

た

と

す
れ

ば
、

解
説
文

に

「

副
詞
」

「

脈
絡
詞
」

と

あ
る

の

を

放
置
し

た

ま

ま
、

名
詞
・

動
詞
そ

の

他
ま

で

も

大

量

に

増
補
し

た

と

は

想

像
し
づ

ら
い

。

羅
普
は

梁
啓
超
に

協
力
し

て

初
版
本
に

も

関

わ
っ

て

い

た

か

ら

で

あ

る
。

そ

う
だ

と

す

れ

ば、

少
な

く

と

も

《

第
六

表
》

に

関

す

る

か

ぎ

り、

再
版

本
の

「

増
広
」

は

「

副
詞
」

「

脈
絡
詞
」

の

類
に

限
ら
れ

た

も

の

で、

丁

本
の

「

増
訂
」

こ

そ

補
足
文
の

追
加

と

大

量
の

名
詞
・

動
詞
な

ど

の

増
補
だ

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

推
さ

れ

る

の

で

あ

る
。

お

そ

ら

く、

現
時
点
で

は
、

こ

れ

が

増
補
の

経
緯
に

関
す
る

最
も

穏
当
な

推
測
で

は

な

い

か

と

思
わ

れ

る
。

　
結
局
の

と
こ

ろ、

初
版
本
・

再
版
本
が

発
見
さ

れ

な
い

か

ぎ

り
、

確

実
な
こ

と

は

何
も

わ

か

ら

な

い
。

こ

こ

で

は、

右
の

ご

と

く

《

第
六

表
》

に

ま

つ

わ

る

問

題

を

指

摘
し、

若

干
の

推
測
を

加
え

て

お

く

に

と

ど

め

よ

う
。

な

お
、

後
掲
の

簡
注
で

は、

紙
幅
の

関
係
か

ら
、

第
三

十
八

節
お

よ

び

《

第
六

表
》

の

字
句
を

す
べ

て

割
愛
す
る
。

40

四

　
『

和
文
漢
読
法
』

の

評
価

（

一
）
　
中

国

　
中
国

人
の

目

を

以

て

『

和

文
漢
読
法
』

を

見
れ

ば、

日

本
語

学
習
書
と

し

て

は

評

判
が

芳
し

く

な

い

の

も

致
し

方
あ
る

ま

い
。

な

に

し

ろ

『

和
文

漢
読

法
』

は、

〈

日

本
文
か

ら
仮
名
文
字
を

削
り、

残
っ

た

漢
字
の

順
序
を

適
宜

に

入

れ

換
え

れ

ば

中
国

語
と

し

て

読
め

る

の

だ

か

ら、

日

本
文

は

容
易
に

読
解
で

き

る
〉

と

い

う

趣
旨
な

の

だ
。

容
易
ど

こ

ろ

か

安
易
そ
の

も

の
、

ま

と

も

な

日

本
語
の

学
習

書
と

は

言

え

な
い

だ

ろ

う。

高
名
な

梁
啓
超
の

手

に

成
っ

た

書
物
で

な

け
れ

ば、

と

う

に

忘
れ

去

ら

れ

て

し

ま
っ

た

に

違

い

な
い

。

　
た

だ

し、

安
直

な

学
習

法
で

あ

り

な

が

ら、

い

や、

安
直
な

学
習

法

で

あ

る

だ

け

に、
『

和
文

漢
読
法
』

は

長

き

に

わ

た

っ

て

影
響
力
を

発
揮
し

た

よ

う

だ
。

初
版
本

の

刊
行
か

ら

三

十

五

年
後、

周
作
入
（

一

八

八

五

〜
一

九

六

七
）

が
一

九
三

五

年
六

月
に

執
筆
し

た

「

『

和
文
漢

読
法
』

」

と

題

す
る
一

文
に、

そ

の

事
情
が

率
直
に

述
べ

ら
れ

て

い

る
。

す

で

に

三

十
年
余
り

に

も

な
る

の

に
、

そ

の

影
響
は

今

な

お

絶

大

で

あ
っ

て
、

…

方
で

日

本

語
の

習
得
を

奨
励

し

な

が

ら
、

一

方
で

は

誤
解
の

種
を

ま

き

日

本

語
を

ひ

ど

く

や

さ

し

い

も

の

に

思

い

込
ま

せ

る、

と

い

っ

た
二

つ

の

事
態
が

あ

　
　
　
　

　

　
　
　
　
〔
17）

い

か

わ

ら

ず
跡
を

絶

た

な
い

。

　
結
局、

周

作
人

は、

黄

遵
憲
（
一

八

四

八

〜
一

九
〇
五
）

が

『

日

本
雑
事
詩
』

（

一

八

七

九）

や

『

日

本
国

志
』

（

一

八

八

七
）

で

示

し

た

日

本
語
観
や

中
国
の

文
体

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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改
革
を

予
言
し

た

先
見

性
に

感
服
し

て

い

る

の

で

あ

る

が
、

だ

か

ら

と

い

っ

て、

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ヘ
　
　ヤ

『

和
文
漢
読
法
』

な

ど

話
に

な

ら

ぬ
、

と

に
べ

も

な

く

否
定
し

て

い

る

わ

け
で

は

な

い
。

少
な

く

と

も
二

つ

の

重
要
な

指
摘
が

あ

る
。

　

第
一

は
、

漢
文

訓
読
体
の

日

本
語
な

ら

ば

『

和
文
漢
読
法
』

が

通
用

す
る

と
い

う

事
実
だ

。

周

作
人

は

「

漢
文
調
は

…

…

ち
ょ

う
ど

（
唐
宋
）

八

大

家
の

古
文
を

日

本

語
に

直
訳
し

た

よ

う
な

…

…

文
章
」

で
、

「

こ

う
い

う

の

は

ぴ
っ

く

り

返
っ

て

読
ん

で

も

確
か

に

わ

か

る

か

ら
、

『

和
文
漢
読

法
』

も

あ

な

が

ち

間
違
い

ば

か

り

と

は

い

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
（
18
）

え

な

い

の

だ
」

と

述
べ

て

い

る
。

二

れ

は

あ

く

ま

で

事
実
と

し

て

認
め

る

べ

き

だ

ろ

う
。

漢
文
訓
読
体
の

文

章
で

あ

れ

ば、

お

お

む

ね

漢
文
を

念

頭
に

置
い

て

綴
っ

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら、

仮
名
文
字
を

削
っ

て

漢
字
を

適
宜
に

転
倒
さ

せ

れ

ば
、

た

し

か

に

中
国
語
に

な

る

わ

け
で

あ

る
。

も

ち

ろ

ん
、

周

作
人
が

注
意
し

て

い

る

よ

う
に
、

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　〔
19）

「

そ

れ

を

別
種
の

文
体
に

応
用
す

る

と

困

る
こ

と

に

な

る
」

わ

け

だ

が
、

漢
文
訓
読

体
と

の

限
定
さ

え

付
け
れ

ば、
『

和
文
漢

読
法
』

は

な

か

な

か

有
効
な

の

で

あ

る。

　

梁
啓
超
自
身
は

二

う
し

た

文
体
上

の

限
界
が

あ

る

こ

と

は

自
覚
し

て

い

な

か
っ

た

ら

し

く、
『

和
文
漢
読
法
』

に

文
体
を

論
じ

た

字
句
は

見
え

な

い
。

「

論
学
凵

本
文
之

益
」

（

日

本
文
を

学
ぶ

の

益
を

論
ず
）

の

な

か

で

も、
「

日

本
語
を

学
ぶ

者
は
一

年
に

し

て

成
る

べ

し
。

日

本
文
を

作
る

者
は

半
年
に

し

て

成
る

べ

し
。

日

本
文
を

学
ぶ

者

は

数
日

に

し

て

小

成
し

、

数
月
に

し

て

大

成
せ

ん
」

と

述
べ
、

会
話
や

作
文

に

比
べ

れ

ば、

日

本
語
の

読
解
は

容
易
で

あ

る

と

強
調
し

て

い

る

だ

け

で

あ

る
。

「

東
籍
月

　

　

　
　
　
　

　
　
も
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
よ

旦
」

叙
論
に

言

う
「

若
し

簡
便
の

法
を

用
ゐ

て

以

て

能
く

其
の

書
を

読
む
こ

と

を

求

む

れ

ば
、

則
ち

慧

者
は
｝

旬、

魯
者
は

両
月
に

し

て、

以

て

一

巻
を

手
に

し

て

味
の

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
よ

津
々

た

る

べ

か

ら

ざ

る

こ

と

無
け

ん
。

故
に

未
だ

能
く

語
を

学
ば

ず
し

て

専
ら

文

を

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ま

　

　
い

つ
　

き
ぶ

し

う

学
び、

未
だ

文
を

作
る

を

学
ぱ

ず
し

て

専
ら

書
を

読
む

を

学
ぶ

も
、

亦
た
一

の

急

就

の

法
に

し

て、

殊
に

未
だ

厚
く

非

と

す
べ

か

ら
ざ

る

な

り
」

も

同

様
の

趣
旨
で

あ

ろ

う。

文
末
の

「

未
だ

厚
く

非
と

す
べ

か

ら

ず
」

は、
A

強
く

否
定

す

る

こ

と

は

で

き

梁
啓

超
『

和
文

漢
読
法
』

（
盧

本）

簡
注

古

田

島
洋
介

ま
い
〉

す

な

わ

ち
〈

欠
陥
は

あ

ろ

う

が、

そ

れ

な

り

に

取
る

べ

き

と
こ

ろ

も

あ

る
〉

の

意
。

梁
啓
超
は、

会
話
や

作
文
に

比
べ

れ

ば、

目

本
語
の

読
解
が

容
易

で

あ

る

こ

と

を

信
じ

て

疑
わ

な
か

っ

た

よ

う

だ
。

こ

れ

は、

梁
が

知
識
人
ゆ

え

に
、

漢
文
訓
読

体
の

日

本

語
ば

か

り

目

に

し

て

い

た

結
果
な
の

だ

ろ

う
か
。

　
周
作
入

は

「

日

本
文
は

結
局

外
国

語

で

あ
っ

て
、

あ

い

だ

に

た

く

さ

ん

漢
字
が

ま

ざ
っ

て

い

る

か

ら

と

い

っ

て、

実
際
に

は

た

い

し

て

私
ど

も

に

有
利
な

わ

け

で

は

（
20）

な

い
」

と

言
っ

て

い

る
。

こ

う

し

た

否
定
的
な

評
価
が

中
国
で

は
 

般
な

の

だ

ろ

う
。

北

京
日

本
学
研
究
セ

ン

タ

ー

の

主
任
を

務
め

る

徐
皿

平
氏
も、
『

和

文
漢
読
法
』

を

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

〔
21）

「

日

本
語
を
一

つ

の

外
国
語
と

し

て

扱
う

基
本
的
な

態
度
が

欠
け

て

い

る
」

と

手
厳

し

く

批
判
し

て

い

る
。

　
し

か

し、

私
見
に

よ

れ

ば、

日

本

語
学
習
が

開
始
さ

れ

た

ば

か

り
の

こ

ろ
、

た

と

い

学
習
方
法
と

し

て

は

安
直
で

あ

る

に

せ

よ、

日

本
語
の

語
順

そ

の

他
に

考
察
を

加

え

た

『

和
文
漢
読
法
』

は、

漢
文

訓

読
体
の

日

本
文
に

通

用
す

る

と
い

う
だ

け

で

も
、

決
し
て

一

概
に

否
定
す
べ

き

も

の

で

は

な

い

と

思

わ

れ

る
。

と

に

か

く

当
時
の

中
国

は、

日

本
語
の

書
籍
を

通

じ

て
、

西

洋
の

知
識
を

仕
入

れ

る

必

要
が

あ
っ

た
。

そ

れ

も

早

急
に

仕
入
れ

ね

ば

な

ら

な

か

っ

た
。

と

な

れ

ば、
『

和
文
漢
読
法
』

が

時
代
の

要
請
に

応
え

た
一

書
で

あ

る

こ

と

は

た

し

か

だ

ろ

う
。

こ

う

し

た

側

面
を

切

り

捨
て

て、

単
に

現

代
の

視
点
か

ら

日

本
語
学
習
書
と

し

て

の

欠
陥
を

言
い

つ

の

る

だ

け
で

は、

『

和
文
漢
読
法
』

の

価
値
を

見
誤
る

可
能
性
が

高
い

の

で

は

あ

る

ま
い

か
。

　

実
際、
『

和
文
漢
読
法
』

の

名
が

忘
れ

去
ら
れ

た

と

し

て

も、

そ

の

骨
法

は

た

ぶ

ん

永
遠
に

生

き

続
け
る

だ

ろ

う。

な

ぜ

な

ら
、

中
国

人

が

日

本
語
を

読
む

と

き
、

仮

名
を

取
り

去

り、

漢
字
の

順
序
を

入

れ

換
え

れ

ば、

お

お

よ

そ

の

文

意
が

わ

か

る

場

合
が

あ
る

の

は、

紛
れ

も

な

い

事
実
だ

か

ら

だ
。

そ

れ

は

漢
文
訓
読
体
の

日

本
語
の

み

と

は

限

ら

な
い

。

た

と

え

ば、
「

読
書
を

す

る

時
は、

照
明
に

注
意
し

ま

し

ょ

う
」

と

い

う
日

本
語
の
一

文
か

ら

仮
名

文
字
を

消
し

去
り

、

「

照
明
」

と

「

注
意
」

の

語41
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明
星

大

学
研
究

紀
要
【
日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科】

第
十
六

号

　
二

〇

〇

八

年

順
を

入
れ

換
え

て、
「

読
書
時、

注
意
照
明
」

と

す
れ

ば、

ど

ん

な

中
国

人
で

も

意

味
が

わ

か

る

だ

ろ

う
。

『

和
文
漢
読
法
』

に

見

ら

れ

る

安
易
さ

は
、

常
に

中
国

入
の

日

本
語
学
習

に

つ

き

ま

と

う

宿
命
な

の

で

あ

る
。

　

第
二

は
、

周
作
人
が

「

『

和
文

漢
読
法
』

」

を

綴
っ

た
…

九
三

五

年
の

時
点

に

お
い

て、
一
『

和
文
漢
読
法
』

は

も

う
乎
に

入

ら

な

く

な

り
、

知
っ

て

い

る

人
も

ほ

と

ん

ど

い

飽
L

状
態
に

な

ぞ
い

た

と
い

う

妻
だ

・

周

自

身
『

和
文

漢
読
法
』

を

論

じ

な

が

ら、

二
二

十
年
前
に
一

度
読
ん

だ

き

り、

今
は

手
元

に

な

い

の

で、

詳
し

い

こ

と

は
い

い

か

ね

る

が
、

何
で

も、

若
干
の

文
法

事
項

を

覚
え

込
ん

だ

の

ち、

漢
字

の

下
の

語
尾

を

削
り

そ

の

位
置

を

適
当

に

ひ
っ

く

り

返

す
だ

け
で

、

和
文
を

漢
文
に

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
（
23）

直
せ

る

と

い

う
よ

う
な

教
え

方
だ
っ

た
」

と

述
べ

て

い

る
。

結
果
と

し

て

見

当

外
れ

で

は

な

か
っ

た

も

の

の、

周
作
人

が

う
ろ

覚
え

で

『

和
文

漢
読
法
』

を

論
じ

て

い

た

こ

と

は

確
実
だ

ろ

う。

況
や

今
日

と

も

な
れ

ば
、

た

と
い

丁
本
に

せ

よ

盧
本
に

せ

よ
、

『

和
文
漢
読
法
』

の

全

文
を

き

ち
ん

と

読
ん

で

か

ら

批
判
し

て

い

る

人

は

ほ

と

ん

ど

い

な

い

の

で

は

あ

る

ま
い

か
。

梁
啓
超
の

「

論
学
日

本
文
之

益
」

（

日

本
文
を

学
ぶ

の

益

を

論
ず
）

そ

の

他
を

読
ん

だ
の

み

で

『

和
文
漢
読
法
』

の

内
容
に

見

当
を
つ

け
、

ど

う
せ

安
直
な

速

習

法

を

奨
め

た

だ

け

だ

と

踏
み

倒
し

て

い

る

の

が

実

情
で

は

な

か

ろ

う
か

。

　

こ

う
し

た

疑
問
も、

こ

こ

に

『

和
文
漢
読
法
』

簡
注
を

提
供
す
る

理

由
の
一

で

あ

る
。

時
代
背
景
を

念
頭
に

置
き
つ

つ
、

改
め

て

虚
心

坦
懐
に

『

和
文
漢

読
法
』

を

読

ん

で

み

る

の

も

決
し

て

無
駄
な
こ

と

で

は

あ

る

ま
い

。

（
二
）

　
日

本

　

今
の

と

こ

ろ、

た

記

憶
が

な

い
。

こ

と
一

百

年
余、

『

和

文

漢
読
法
』

に

関
す

る

日

本
人

の

評
価
は
、

つ

い

ぞ

目

に

し

単
に

私
が

不
勉
強
な

だ

け
か

も

し

れ

な
い

が、

す
で

に

時
を

経
る

中
国

人

の

梁
啓
超
が

中
国
人

向
け

に

著
し

た

目

本
語

学
習

書、

そ

42

れ

も

方
法

と

し

て

安
直
さ

が

目

立

つ

日

本
語
速

習
書
を、

わ

ざ

わ

ざ

出
し

遅
れ

の

証

文
よ

ろ

し

く

目

木
人

が

評
価
し

て

み

せ

る

義
理

は

な
い

だ

ろ

う
。

も

は

や

歴

史
的
な

存
在
に

す

ぎ

ぬ

と

捨
て

置

く

の

も
一

法
で

あ

る
。

　

し

か

し、

知
ら
ぬ

顔
の

半
兵
衛
を

決
め

込
む

に

は
、

内
心
い

さ

さ

か

冊
怩
た

る

も

の

が

残
る

に

違
い

な

い
。

な

ぜ

な

ら、

外
的
状
況
に

お
い

て

も

内
的
状
況
に

お

い

て

も、

『

和
文
漢
読
法
』

は
、

日

本
入
に

と
っ

て
、

無
視
し

て

通

り

す

ぎ

る

に

は

甚
だ

惜
し

む
べ

き
一

書
だ

か

ら

だ
。

　

外
的
状
況

と

は
、

と

に

か

く

『

和
文
漢
読
法
』

を

目

に

し

た

目

本
人
の

数
が

あ

ま

り

に

少
な

い

こ

と
で

あ

る
。

皆
無
も

同
然
と

断
じ

て

よ

い

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

見

た

こ

と

も

な
い

書
物
を
い

き

な

り

無
価
値
だ

と

踏
み

倒
す

に

は
、

少
し

く

勇
気
が

要

る

だ

ろ

う
。

な

に

し

ろ、

中
国
人
の

周
作
人
で

さ

え、

一

九
三

五

年
に

「

も

う

手
に

入

ら

な

く

な

り、

知
っ

て

い

る

人
も

ぽ

と

ん

ど

い

な

い
」

と

言
っ

て

い

た

稀
覯
書
だ

。

ど

う
や

ら

安
直
な

日

本
語
学
習

書
ら

し

い

と

の

見

当

は

つ

い

て

も、

自
ら

の

目

で

確

認

し

な

け

れ

ば

不
安
は

消
え

ま
い

。

ま

し

て

や、

そ

れ

が

高
名
な

梁
啓
超
の

手
に

成

る
一

書
と

な

れ

ば、

や

は

り
…

度
は

目

を

通

し

て

お

く

の

が

穏
当
と

い

う

も

の

で

あ

る
。

　
一

方、

内
的
状
況
と

は
、

『

和
文

漢
読
法
』

の

内
容
に

係
る

。

た

ま

た

ま

幸
運
に

恵
ま

れ

て

『

和
文

漢
読
法
』

を

目
に

し

た

と

し

て

も、

そ

の

日

本
語

学
習
書
と

し
て

の

安
直
さ

を

無
条

件
に

難
ず
る

気
に

は

な

れ

ま
い

。

と
い

う

の

も、

誰
も

が

す
ぐ

想

い

到
る

よ

う

に、
『

和
文

漢
読
法
』

の

〈

日

本

文
か

ら

仮
名
文
字
を

削
り、

残
っ

た

漢
字
の

順
序

を

適
宜

に

入

れ

換
え

れ

ば

中
国

語
と

し

て

読
め

る

の

だ

か

ら、

日

本
文

は

容
易
に

読
解
で

き

る
〉

と
い

う

趣
旨
は、

我
ら

が

漢
文

訓
読
の

裏
返

し

に

す

ぎ
な

い

か

ら

だ。

我
々

日

本
人

は

〈

漢
文

す

な

わ

ち

古
典
中
国

語
の

語
順
を

返

り

点

で

入

れ

換
え、

適
宜

に

送
り

仮
名
を

付
け
れ

ば
H［
本
語

と

し

て

読
解
で

き

る
〉

と

い

う
趣

旨
の

も

と
、

遅
く

と

も

奈
良
朝
以

来、
　一

千
数
百

年
に

わ

た

っ

て

漢
文
を

訓
読
し

て
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き

た
。

し

か

も、

今

な

お

そ

の

方
法

を

捨
て

る

こ

と

な
く
、

返

り

点
・

送

り

仮
名
付

き
の

漢
文
が

書
物
と

し

て

刊
行
さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

『

和
文

漢
読
法
』

を

安
直

だ

と

批
判
す
る

資
格
が

果
た

し

て

我
々

に

あ

る

の

か
、

い

さ

さ

か

怪
し

い

雲
行
き
だ

ろ

う
。

下

手

に

「

『

和
文

漢
読
法
』

は

漢
文
訓
読
体
に

し

か

適
用
で

き

な

い

の

が

弱

点
だ
」

な

ぞ

と

言
お

う
も

の

な

ら、

た

だ

ち
に

「

凵

本
の

漢
文
訓
読
も

古

典
中
国
語

に

し

か

適
用

で

き

な

い

で

は

な

い

か
。

し

か

も、

白
話
文
に

は

適
用
が

困
難
で
、

い

わ

ゆ

る

文
言

文
の

読
解
が

限

界
の

は

ず
だ
」

と

反
論
さ

れ

て

し

ま

う
に

相
違
な

い
。

　

加
う

る

に、
『

和
文

漢
読
法
』

は

漢
文

訓
読
の

裏
返

し

だ

と

言
い

な

が

ら、

実
の

と

こ

ろ

漢
文

訓
読
の

学
習
法
に

は

『

和
文

漢
読
法
』

の

方
法

が

そ

の

ま

ま

交
じ
っ

て

い

る
。

例
の

復
文
と

称
す

る

学
習
法

が

そ

れ

だ
。

書
き
下

し

文
の

仮
名

文

字
を

削
り、

漢
字
を

適
宜

に

入

れ

換
え

て

古
典
中
国
語
に

復
原
す
る

復
文

作
業
は、
『

和
文
漢
読

法
」

が

奨
め

る

日

本
語
の

読
解
作
業
と

ほ

と

ん

ど

異

な
る

と
こ

ろ

が

な

い
。

つ

ま

り、

『

和
文
漢
読
法
』

は、

方

法
上

の

理

念
は

漢
文
訓
読
の

裹
返
し

な

が

ら、

実
際
の

作

業
と

し

て

は

復
文
そ

の

も

の

な

の

で

あ

る
。

こ

こ

ま

で

自
ら

に

似
て

い

る

も
の

を

無

下
に

す
る

わ

け

に

は

ゆ
く

ま

い
。

せ

い

ぜ

い

小

声
で

「

日

本
語
の

学
習
書
と

し

て

は、

ど

う

も
安
易
に

す
ぎ

る

よ

う

だ
」

と

難
ず
る

の

が

関

の

山

で

は

な

か

ろ

う
か

。

　

稀
覯
書
と

し

て

知

ら

れ

た

『

和
文

漢
読
法
』

に
、

と

に

か

く
一

度
は

目

を

通

し、

漢
文

訓
読
と

の

類
似
ま

た

は

復
文
と

の

一

致
に

想
い

を

致
し

な

が

ら

読
解
に

努
め

る

の

が
、

日

本
人

と

し

て

は

穏
当
な

態
度
で

あ

ろ

う。

む
ろ

ん、

そ

れ

で

も

な

お

か
つ

批
判
に

及

ぶ

か

否
か

は、

読
者
各
位
の

自
ら

由
る

に

拠
る

。

注
（
1）
　《
梁
啓
超
全
集
》

第一
冊
（一
九
九
九
年、

北

京
出
版
社）
一．一
二

四

頁。

（
2）
　
島

田

虔

次
［
編
訳凵
『

梁
啓
超
年

譜
長

編
』

第
一
巻
（
岩
波
書
店、
二

〇
〇
四

年）
二

九
三

〜
二

　

　
九
四

頁。

（
3）
　

同

右
書、

四

＝
二

頁

／

注
（
3）
。

た

だ

し、

盧

守
助
「

梁
啓
超
の

日

本
観

−
新
語且
粟
と

新
文

梁
啓
超
『

和
文

漢
読
法
』

（
盧

本）

簡
注

古
田

島
洋
介

　

体

を

中
心

に

　

」

（
《

現
代

社
会

文

化
研

究》

第
三

十
五

号、

二

〇

〇

六

年
三

月）
一
七

頁
／
注

　

　（
19）
は、

陳
漢
才
『

康
門
弟
子

述
略
』

（
広

東
高

等
教
育
出
版
社、
一
九
九
一
年
）

＝一…
八

頁
の

記

　

述

に

基

づ

き、

羅
普
の

留
学
時
期
に

つ

い

て

「
戊

戌
変
法
が

失
敗
し

た

後、

日

本
に

留
学

し
」

と

述

　

　
べ

て

い

る。

羅
並

目

の

目

本
へ
の

留
学
時
期
が

戊

戊

政
変
の

前
で

あ
っ
た
の

が

後
で

あ
っ
た

の

か

に

つ

　

　
い

て

は、

暫
く

後
考
を

俟
つ。

（
4
）
　《
新
民

叢
報》

第
十
五

号
（
一
九
〇
二

年
九

月）
「

問
答
」

欄。

（
5

）

　

夏
暁
虹
 
梁
啓
超
与
『

和

文
漢
読
法
』

L

は、
『
和
文
漢
読
法
L

の

編
集
・
出
版
の

経
緯

お

よ

び

版

　

本

に

つ

い

て

論
じ

た

唯一
の

好
論
文
で

あ

り、

拙

論
も

多
く

を

負
っ
て
い

る
。

こ

こ

に

衷

心

よ

り
多

　
　

大

な

謝
意
を

表
し
た
い。

当

該
論
文
は、

も

と

雑

誌
《

清
宋
小
説
か

ら
》

第
五

十
三

号

（
一
九
九
九

　

年

四

月
）

九

〜

＝
ハ

頁
に

「

『

和
文

漢
読

法
』

」

と

題
し

て

掲
載、

後
に

夏
氏
の

著
書
た

る

単

行
本

　

『
閲
読
梁
啓
超
』

（
三

聯
書
店、
二

〇

〇

六

年、

北

京）
二

七

七

〜
二

八

六

頁

に

「
梁
啓

超

与
「

和
文

　

漠

読
法
』

」

と

改
題
し

て

収
録
さ

れ

た。

以

下、

当

該
論
文
か

ら
の

引

用

は

単
行
本
『

閲
読
梁
啓
超
』

　

所

収
「

梁
啓
超
宇
『

和
文
漢

読
法
』」
に

よ

り、
「
夏
氏
論
文
」

と

略
記

す
る
。

（
6）
　

夏
氏
論
文
／
二

七

九
頁

所

引。

（
7）
　

注
（
3）

所
掲
の

庸佩
守
助

「

梁

啓

超
の

日

本顳
慨

ー
新
班開
彙
と

新
文

体
を

中
心

に

ー
」

は、
『

和

　
　

文

漢
＃

覗

法
』

の

事
実
上

の

著
者

は

羅
普
で

あ

る

と

推
定
し、
「
羅
普
の

著
書
で

あ

る

と

判
断
す
べ

き

　

　
で

あ

る
」

（
五

頁）
「
梁
啓
超
は

単

に

添
削
を

加
え

監
修
し

た

に

す

ぎ

な
い

」
（

六

頁）
と

述
べ

て

い

　

　
る。

傾
聴
に

値
す

る

推
定

で

は

あ

る

が、

そ

の

根
拠
が

今
一
つ

乏

し

く

感
じ

ら

れ

る

た

め、
こ

こ

に

　
　

紹
介
す
る

に

と

ど

め

た
い

。
な

お、

盧

守
助
氏
が

夏
氏

論
文
と

重

複
す
る

資

料
を

い

く

つ

か

扱
い

な

　

　
が

ら

も
夏
氏

論

文
に

ま
っ
た

く

言

及

し

て

い

な
い

点
に

は、
い

さ

さ

か

奇
異

な

印
象
を

抱
く。

（

8）
　、
夏

氏
論
文

／
二

八

三

〜
二

八

五

頁。

（
9）
．

夏

氏
論
文

／
二

八

五

頁。

（

10）
　

夏
氏
論
文、
〆

二

八

四

頁。

（

11）
　
夏
氏
論
文

／
二

八

〇

頁。

（

12）
　
同

右。

（

13）
　
夏
氏
論
文

／
二

八

〇
〜
二

八

二

頁．

以
下、

夏
氏

の

挙
げ
る

例
を

適
宜
に

簡
略
化
し、

か
つ

若

干

　

　
の

私
見
を

補
っ

た。

〔
14）
　
夏
氏

論
文

／
二

八

三．
貝。

〔
15）
　
同

右
。

〔
16）
　
夏

氏

論
文

／
二

八
二

頁。

〔
17）
　
周

作
人

「『
和
文

漢
読

法
』

」

／
周
作
人

『

日

本
談

義
集
』

（
木
山
英
雄
［
編
訳｝、

平

凡

社
《

東
洋

　

　
文
庫
》

刪、
二

〇
〇
二

年）
二

〇
八

頁。

〔
18）
　
同

右

書、
二

一
一
頁。

（
19）
　
同

右。
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第
十

六

号

　
二

〇
〇
八

年
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（

20
）

　
同
右
書、
二

＝
二

頁。

（

21
）

　
徐
一
平
一
中

国
の

日

本

語

教
育
L

／

二

〇

〇

〇

年

十
一

月、一、
目

付
「

人

民
日

報
」

　

窪一
η
こ

冐
〇

三
 ゚

澪
む
＼

h。

OOO

こ一
＼

8丶
ぢ
心。

OOO

＝
O
ω

（
22
）

　

注
（
17）

同

書、

二
一
二

頁。

（

23
）

　

同
右
書、
二
一
一
頁。

日

文

版

　

で

示
す。

・

漢
字
の

字
体
は

常
用
字
体
を

原
則
と

し
、

た

と
え

ば

「

實

＝

寔
」

な

ど

は

す
べ

て

一

実
」

に

改
め

る
。

た

だ

し、
　一

人
称
「

余
」

と

区
別
す

る

た

め、
「

餘
」

の

字
体
は

改

め

な

い
。

ま

た、
「

缺
」

も

「

欠
」

に

改
め

ず、

そ

の

ま

ま

「

缺
」

と

す
る

。
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『

和
文
漢
読
法
』

（
盧
本
）

簡
注

◆
凡
例

・

以
下

は、

解
説
中
で

紹
介
し

た

盧
本、

す

な

わ

ち

京
都
大

学
文

学
研

究
科
図

書
館

所
蔵
の

夢
花
盧
氏
［

増
刊
］

『

和
文
漢
読
法
』

（
中
哲
文
／
日

F
／
G。

＝

』
／
わ
−

O
一

）

を

底
本
と

し
、

そ
の

中
国

語
の

本
文
に

書
き

下
し

文

を

添
え
、

時
に

応
じ
て

語
注
・

校
訂
・

按
語
を

加
え

た

も

の

で

あ

る
。

た

だ

し、

紙
幅
の

関

係
上、

第
三

十
八

節
と

《

第
六

表
》

は

割
愛
し

た
。

な

お、

底
本
に

著
者
名
・

刊

行
年
は

記
さ

れ

て

い

な

い
。

・

底
本
の

割
注
は

〔

〕

を

以
て

示

す。

・

底
本
の

本
文
中
の

中
国
語
の

例
文

に

つ

い

て

は

（

）

を

以
て

訓
読
を

添
え

る
。

・

底
本
は、

漢
字
と

片
仮
名
の

み

で

あ

る
。

た

だ

し、

濁
音
の

片

仮
名

に

つ

い

て

は
、

濁
点
の

有
無
が

統
一

さ

れ

て

い

な

い
。

今
、

適
宜
に

濁
点
を

付

す
。

・

底
本
は

単
に

「

第
一

節
」

「

第
二

節
」

…

…

と

節
数
を

掲
げ
る

の

み

で

あ

る

が、

今、

読
解
の

便
を

図
る

べ

く
、

各
節
の

下
に

「

＊
」

を

以

て

簡

略
な

見
出
し

を

付

け
る

。

《

第
一

表
》

〜
《

第
八

表
》

に

つ

い

て

も
、

同
様
の

措
置

を

講

ず

る
。

・

語
注
は

簡
略
を

旨
と

し、

各
節
に

○
を

以
て

付
す。

必

要
に

応
じ

て、
《

校
》

を

以

て

校
訂
を、
《

按
》

を

以
て

按
語
を

加
え

る
。

校
訂
を

加
え

た

字
句
は

「

＊
」

　
◆
構
成
［

覧

　
底
本

は、

各

節
に

見

出
し

を

付
け

ず、

単
に

全
四

十
二

節
を

並
べ
、

そ

の

あ
い

だ

に

《

第
一

表
》

〜
《

第
八

表
》

を

配

し

た

体
裁
で

あ

る

が
、

内
容
か

ら

整
理

を

試
み

れ

ば、

左

の

ご

と

く
、

1
〜
W
の

四

部
で

構
成
さ

れ

て

い

る

も
の

と

見

な

し

て

よ

か

ろ

う。

閲
読
の

参
考
と

な

れ

ば

幸
い

で

あ

る
。

1
総
論

　
　

第
一

節

　
　

第
二

節

H
品

詞
論

　

第
三

節

　

第
四

節

　

第
五

節

　

第

六

節

　

第

七

節

　

第
八

節

　

第
九
節

　

第
十
節

　

第
十
一

節

＊

日

本
語
習
得
の

骨
法

ー
語

順

の

顛
倒

＊

日

本
語
の

語
順
（

1
）

実
字
と

虚
字
を

基
準
と

し

て

＊

品

詞
の

分
類

＊

品

詞冖
の

識
別
（
−

）

名
詞

＊

品

詞
の

識
別
（
2

）

動
詞

＊

品

詞
の

識
別
（

3
）

助
動
詞

＊

品

詞
の

識
別
（

4
）

副
詞

＊

日

本
語
の

語
順
（

2
）

品

詞
を

基
準
と

し

て

 

＊

断
句
の

要
領
（

1
）

副
詞
を

目

安
と

し

て

＊

品

詞
の

識
別
（

5
）

形
容
詞

＊

品
詞

の

識
別
（

6
）

副
詞
と

助
動
詞
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第
十
二

節
　

　
＊

日

本
語
の

語
順
（

3
）

皿

仮
名
・

仮
名
語
へ

の

対
応

　
　
第
十
三

節
　

　
＊

仮
名
の

処
理

　
　
第
十
四

節
　
　
＊

仮
名
語
（

1
）

序
論

　
　
《

第
一

表
》

　
＊

助

動
詞

　
　
　

第
十
五

節
　
　
＊

《

第
一

表
》

の

説
明

　
　
　

第
十
六

節
　

　
＊

《

第
一

表
》

の

説
明

　
　
　

第
十
七

節
　

　
＊

《

第
一

表
》

の

説
明

　
　
《

第
二

表
》

　
＊

副
詞

　
　
　

第
十
八

節
　
　
＊

《

第
二

表
》

　
　
《

第
＝ 、
表
》

　
＊

（

代
）

名
詞

　
　
　

第
十
九
節
　
　
＊

《

第一、一
表
》

　
　
　

第
二

十
節

　
　
＊

《

第
三

表
》

　
　
《

第
四

表
》

　
＊

語
助
詞

　
　
　

第
二

十
一

節
　
＊

《

第
四

表
》

　
　
《

第
五

表
》

　
＊

脈
絡
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

第
二

十
二

節

第
二

十
三

節

第
二

十
四

節

第
二

十

五

節

第
二

十

六

節

第
二

十

七

節

第
二

十

八

節

第
二

十

九
節

第
三

十

節

　
《

第
五

表
》

＊

《

第
五

表
》

＊

《

第
五

表
》

＊

《

第
五

表
》

＊

《

第
五

表
》

＊

《

第
五

表
》

＊

《

第
五

表
》

＊

《

第
五

表
》

＊

《

第
五

表
》

品
詞

を

基
準
と

し

て

 

（

1
）

助
動
詞
の

位
置

（

2
）

語
幹
と

活

用
語

尾

（

3
）
「

為
」

の

説
明

−
副
詞
の

位
置

の

説
明
（

1
）

代
名
詞
と

形
式
名
詞

の

説
明

（

2
）
「

ト

キ
」

と

「

コ

ト
」

の

説
明

ー
語
助
詞
の

位
置

の

説
明

の

説

明

の

説
明

の

説
明

の

説
明

の

説
明

の

説
明

の

説
明

の

説
明

（

−
）

脈
絡
詞
の

重
要
性

（

2
）

「

ト
」

 
主
賓
と

平
列

（

3
）

「

ト
」

 
別
異

（

4
）

「

ト
」

 
指
点

（

5
）

「

モ

」

（

6
）

「

ヲ
」

と

「

二

」

 
異
同

（

7
）

「

ヲ
」

と

「

二

」

 
連

用

（

8
）

＝一
」

（

9
）

「

ノ
」

と

「

バ

」

梁
啓
超

『

和
文
漢
読
法
』

（

盧

本）

簡
注

古
田

島
洋
介

　
　
第
三

十

＝
即

　
＊

断
句
の

要
領
（

2
）

「

テ
」

と

「

ル
」

　
　
第
三

十
二

節
　
＊

断
句
の

要
領
（
3

）

「

ル

」

の

接
続
例

　
　
第
三

十
三

節
　
＊

断
句
の

要
領
（
4

）

「

ル

」

の

接
続
機
能

　
　
第
三

十
四

節
　
＊

断
句
の

要
領
（
5

）

句
首
の

副
詞
と

句
末
の

動
詞
・

助
動
詞

　
　
　
　
　
　
　
　

と

の

呼
応

　
　
第
三

十
五

節
　
＊

仮
名

語
（

2
）

総
括

　
　
第
三

十
六

節
　
＊

仮
名

語
の

解
読
例

　
　
第
三

十
七

節
　
＊

附
説

11
濁
点
の

省
略

W
漢
字
・

漢
字
語
・

漢
字
仮
名
交
じ

り

語
へ

の

対
応

　
　
第
三

十
八

節

　
＊

漢
字

語
の

困
難
（
割
愛
）

　
　
　
《

第
六

表
》

　
＊

日

中

語
彙
対
照
表
（

割
愛
）

　
　
第
三

十
九
節
　
＊

同

訓

漢
字
の

通
用

　
　
　
《

第
七

表
》

　
＊

同

訓

漢
字

　
　
　
　

第
四

十
節
　
　
＊

《

第
七

表
》

の

応
用
法

　
　
第
四

十
一

節
　
＊

漢
字

仮
名

交
じ

り

の

成
句
・

熟
語

　
　
第
四

十
二

節
　

＊

日

本

独
特
の

漢
字

　
　
　
《

第
八

表
》

　
＊

国

字

と

国

訓

【

表
紙
・

扉
】

和
文
漢
読
法

【

本
文
】

和
文

漢
読
法

45
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明
星

大

学

研
究
紀
要

【

日

本
文

化
学
部
・
言
語

文

化
学
科
】

第
「
六

号

　
二

〇
〇
八

年

46

第
一

節
　
＊

日

本
語
習

得
の

骨
法

−
語
順
の

顛
倒

凡

学
日

本
文
之
法、

其
最
浅
而

最
要

之
第
一

着、

当

知
其
文
法

与
中
国

相
顛
倒。

実

字
必

在
上、

虚

字
必

在
下

。

如
漢
文
「

読
書
」

、

日

文
則
云

「

書
ヲ

読
ム

」
、

漢
文

「

遊
日

本
」 、

日

文
則
云

「

日

本
二

遊
ブ
」

。

其
他
句
法、

皆
以

此
為
例。

　
お

チ

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ま

さ

　
凡

そ

日

本
文
を

学
ぶ

の

法、

其
の

最
も

浅
く

し

て

最
も

要
の

第
一

着
は、

当
に

其

　
　
　
　
　

　
あ

ひで
ん

た

う

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

ゆ
バ

の

文
法
の

中
国
と

相
顛
倒
す

る

を

知

る

べ

し
。

実
字
は

必

ず
上

に

在
り、

虚
字
は

必

　
し

も

ず
下
に

在
り
。

漢
文
の

「

読
書
」 、

日

文
は

則
ち
「

書
ヲ

読
ム

」

と

云

ひ、

漢
文
の

「

遊
口

本
」

、

日

文
は

則
ち
「

日

本
二

遊
ブ
」

と

云

ふ

が

如
く

な

り
。

其
の

他
の

句
法

、

　
こ

れ

皆
此

を

以
て

例
と

為
す

。

　
　
す

ゑ

い

よ

末
に

在
り

、

「

不
読
書
一

は

則
ち

「

書
ヲ

読
マ

ズ
」

〔
「

ズ
」

は

即

ち
「

不
」

の

字
の

義

な

り〕

と

云

ぴ
、

「

可
遊

日

本
」

は

則
ち
「

目

本
二

遊
ブ

ベ

シ

」

〔一
ベ

シ
L

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
こ

は

即
ち

「

可
」

の

字
の

義
な

り〕

と

云

ふ

が

如
き

は、

是
れ

共
の

例
な

り
。
「

書
」

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
い

ほ

ゆ

う

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　
い

は
ゆ

る

の

字、
「

日

本
」

の

字
は

、

所
謂

名
詞
な

り。
「

読
」

の

字、

「

遊
」

の

字
は、

所
謂

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
い

は

ゆ

ら

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
う

ち

動
詞
な

り。
「

不
」

の

字、
「

可
」

の

字
は、

所
謂
助
動
詞
な

り
。

大

抵、

一

句

の

中、

　
　
さ

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

名
詞
前
に

在
り、

動
詞
之

に

次
ぎ、

助
動
詞
又

之

に

次
ぐ

。

　
○
愈
〜
愈
：

意。

〜
で

あ

れ

ば

あ

る

ほ

ど

…

で

あ

る。
　
○
字
　
ほ

ぼ

A

単
語
V

の

第
三

節
　
＊

品
詞
の

分
類

N 工工
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○

凡
　
か

い

つ

ま

ん

で

言
え

ば
。

要

点
を

概
括
す

る

と

き

に

冠
す
る

語。
　

○
第

一

着
　
第
一

の

策
。

初
め

に

講
ず
る

手
段

。

　
○

実

字

　
名
詞
を

指
す

。

　
○

虚
字

名
詞
以

外

の

品

詞
を

指
し
、

動
詞
を

も

合
む

。

た

だ

し
、

第
三

節
で

は
、

動
詞
を

「

活
字
」

と

称
し、

虚
字
か

ら

除
外
し

て

い

る
。

第
二

節

　
＊

日

本
語
の

語
順
（

1
）

実
字
と

虚
字
を

基
準
と

し

て

愈
実
之
字
則
愈
在
首、

愈
虚
之
字
則
愈
在
末

。

如
「

不

読
書
」

則
云

「
書
ヲ

読
マ

ズ
」

〔「
ズ
」

即
「

不
」

字
之

義
〕

、
「

可

遊
日

本
」

則
云

「

日

本
二

遊
ブ

ペ

シ

」

〔

「

ベ

シ
」

即
「

可
」

字

之

義〕
、

是

其

例

也。
「

書
」

字
「

日

本
」

字、

所

謂

名

詞

也。

「

読
」

字
「

遊
」

字、

所
謂
動
詞
也

。

「

不
」

字
「

可
」

字、

所
謂
助
動

詞
也

。

大
抵

一

句
之
中、

名
詞
在
前

、

動
詞

次
之、

助
動
詞
又

次

之。

　
い

よ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

は

じ

め

　
愈
い

よ

実
な

る

の

字
は

則
ち

愈
い

よ

首
に

在
り、

愈
い

よ

虚

な

る

の

字
は

則
ち
愈

亦
有
虚

字
而

在
句
首
者、

則
其
虚
字
乃

副
詞
也。

中
国

入
向

来
但
分

字
為
実
字

活
字

虚
字
＝ 、
種。

実
字
即
名
詞
也

。

惟
虚
字
之

界
頗
不

分
明、

実
包
括
助
動
詞
副
詞

脈
絡

詞
語
助
詞
皆

在
其
内

。

今
学
日

本
文

、

不

可

不

将
此
諸
類
弁
別
之。

　
ま

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ナ

ね

は

　
亦
た

虚
字

に

し

て

句
首
に

在
る

者
有
れ

ば
、

則
ち

其
の

虚
字
は

乃

ち
副
詞

な

り
。

　
　
　

き

や

う

らい
　
た

中
国
人、

向

来、

但
だ

字
を

分
か

ち
て

実
字
・

活
字
・

虚
字
の

三

種
と

為
せ

る

の

み
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

こ

ぶ

実
字
は

即

ち

名
詞

な

り。

惟
だ

虚
字
の

界
の

み

頗
る

分

明
な

ら

ざ

れ

ど

も、

実
は

助

動
詞
・

副
詞
・

脈
絡
詞
・

語
助
詞
を

包
括
し
て

皆
其
の

内
に

在
り。

今、

口

本

文
を

　
　
　
　

　
　
　
　
もつ
　

　

こ

れ

学
ぶ

に、

此

の

諸
類
を

将
て

之

を

弁
別
せ

ざ
る

べ

か

ら

ず。

　
○
向
来

　
今
ま

で
。

従
来
は。
　
○

活
字
　
動
詞

を

指
す。

…

八

九
八

年
に

成
っ

た

〔
清〕

馬
建
忠

『

馬
氏
文
通
』

巻
一

「

正

名
」

〈

界
説
四
〉

に

「

動
字
（

11

動
詞
）

は

活
字
と

別

無
し

。

活
字
と

属

は

ず
し

て

動
字
と

日

ふ

は

…

…
」

（

動
字
与

活
字
無

別
。

不

日

活
字
而

日

動
字
者
…

…
）

と

あ

る
。

た

だ

し、

本
書
と

は

異
な

り、
『

馬
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氏
文
通
』

の

分
類
で

は

「

動

字
」

す

な

わ

ち
動
詞
を

実
字
の

一

と

す

る
。

　

○

界

「

虚
字
」

と

い

う
語

が

持
つ

意
味
の

境
界、

す
な

わ

ち

語
義
の

範
囲
を

指
し、

要
す

る

に

〈

定
義
〉

の

意。

右
に

引
い

た

『

馬

氏
文
通
』

に

見
え

る

く

界
説
V

の

「

界
」

に

同

じ
。

　
○

脈
絡
詞
　
文
の

脈
絡
を

決
定
す

る

助
詞
の

類
を

指
す

。

後
掲
の

飛

第

五

表
》

を

参
照

。

第
四

節
　
＊

品

詞

の

識
別
（
1

）

名
詞

名
詞
最
易
識
別

、

即
中
国

所
謂
実
字
是
也

。

但
言

実
字
則
専
指
一

字、

言

名
詞
則
常

包
数
字

。

如
「

書
」

字
名
詞
也

。

「

漢
書
」

二

字
亦
名
詞
也

。

「

班
氏

漢
書
一

四

字
亦

名
詞

也。

乃
至

有
以
一

成
語
当
一

箇
名
詞
者
甚
多、

不

可
不

知
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
い

は

ゆ

る

　
　
　

　
　
　

　

こ
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

た

　
名
詞
は

最
も

識
別
し

易
く、

即
ち
中
国
の

所
謂

実
字、

是
れ

な

り
。

但
だ

実
字
と

言
へ

ば

則
ち
専
ら
［

字
を

指
す

の

み

な

れ

ど

も、

名
詞
と

言
へ

ば

則
ち

常
に

数
字
を

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ま

包
む。
「

書
」

の

字
の

如
き

は

名
詞
な

り
。

「

漢
書
」

の

二

字
も

亦
た

名
詞

な

り
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

な

い

し

　

　
　
　
い

つ

「

班
氏
漢
書
」

の

四

字
も

亦
た

名
詞
な

り。

乃

至

は
一

の

成
語
を

以

て
一

箇
の

名
詞

に

当
つ

る

者
有
る

こ

と

甚
だ

多
け

れ

ば、

知
ら

ざ

る

べ

か

ら
ず

。

　
○
常
　
し

ば

し

ば
。

た

び

た

び
。

　
○

数
字
　
複
数
の

漢
字。

い

く
つ

か

の

単
語

。

○
班
氏
漢
書
　
〔

後
漢〕

班
固
『

漢
書
』

の

こ

と
。

　
○
乃

至
　
ひ

い

て

は。

第
五

節
　
＊

品

詞
の

識
別
（

2
）

動
詞

動
詞
亦
易
識
別

。

或
有．
｝
字
四

字
之

動
詞、

亦
易
識
別。

　
　

　

ま

　
動
詞
も

亦
た

識
別
し

易
し。

或
い

は

二

字
、

四

字
の

動
詞
有
れ

ど

も、

し

易
し。

亦

た

識
別

梁
啓
超

「

和
文
漢
読
法
』

（

盧

本）

簡
注

古
田

島
洋
介

第
六

節
　
＊

品
詞
の

識
別
（

3
）

助
動

詞

助
動
詞

者、

所
以

助
此

動

詞

之
意
味
者
也

。

如
「

読
書
」

之

「

読
」

字、

動
詞
也。

或
云

「

可

読

書
」 、

或
云

「

不
読
書
」

、

或
云

「

非
読
書
」 、

或
云

「

能
読
書
」 、
「

可
」

字
「

不
」

字

「

非
」

字
「

能
」

字、

皆
助
「

読
」

字
之

意
味
者
也

。

所
謂
助
動
詞
也。

餘
可

類
推。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ほ
　
ゑ

　

ん

　
助
動

詞
は、

此
の

動
詞
の

意
味
を

助
く

る

所
以

の

者
な

り
。

一

読
書
L

の

「

読
」

の

字
の

如
き

は
、

動
詞
な

り
。

或
い

は

「

可

読
書
」

（

書
を

読
む
べ

し
）

と

云

ひ
、

或
い

は
［

不

読
書
L

（

書
を

読
ま

ず
）

と

云

ひ、

或
い

は

「

非
読

書
」

（

書
を

読
む
に

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
よ

非
ず
）

と

云

ひ、

或
い

は

「

能
読

書
」

（
能
く

書
を

読
む
）

と

云

ふ

と

き、
「

可
」

の

字
、

「

不
」

の

字、
「

非
」

の

字、

「

能
」

の

字
は、

皆
「

読
」

の

字
の

意
味
を

助
く

　
　
　
　

い

は

ゆ

る

る

者
な

り。

所
謂
助
動
詞

な

り。

餘
は

類
推
す
べ

し
。

第
七

節
　
＊

品

詞
の

識
別
（

4
）

副
詞

惟
副
詞

之
性
格、

稍
難
弁
別

。

試

挙
其
例

。

如
云

「

既

読
書
」

「

未
読
書
」

…，
将
欲
読

書
L

「

須
読
書
」

「

苟
不

読
書
」

「

実
能
読
書
」

「

殆
非
読
書
」

「

最
好
読

書
」

云

云
、

「

既
一

字
「

未
」

字
「

将
」

字
「

須
」

字
「

苟
」

字
「

実
」

字
「

殆
」

字
「

最
」

字

等、

皆

副
詞
也

〔
如
此

段
第
二

句
「

稍
難
弁
別
」 、
「

難
」

字
助
動
詞
也、
　

稍
L

字

副
詞
也

。

第
三

句
「

試
挙
其
例
」 、
「

挙
」

字
動
詞
也、
「

試
」

字
副
詞
也。

餘
可
類

推〕
。

観
此
可

以

知

副

詞
之

性
格。

凡

副
詞
必

在
一

句
之

首
也。

　
た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
惟
だ

副
詞
の

性
格
の

み
、

稍
や

弁
別
し

難
し。

試
み

に

其
の

例
を

挙
げ

ん
。

「

既

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
ま

さ

読
書

二
既

に

書
を

読
む
）

「

未
読
書
」

（

未
だ

書
を

読
ま

ず
）

「

将
欲
読
書
」

（

将
に

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ケベ
か

書
を

読
ま
ん

と

欲
せ

ん

と

す
）

「

須
読
書
」

（

須
ら

く

書
を

読
む
べ

し
）

「、
苟
不

読
書
」47
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明

星

大

学
研
究
紀
要

【

日

本

文

化
学
部
・
言

語

文
化
学
科
】

第

十
六口
91
　

二

〇
〇
八

年

い

や

し

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

（

苟

も

書
を

読
ま

ず
ん

ば
）

「

実
能
読
書
」

（

実
に

能
く

書
を

読
む
）

「

殆
非
読
書
」

ほ

と

ん

（

殆
ど

書
を

読
む

に

非
ず
）

「

最
好
読
書
」

（

最
も

書
を

読
む
こ

と

を

好
む
）

云

々

と

云

ふ

が

如
き

、

「

既
」

の

字、

「

未
」

の

字、
「

将
」

の

字、
「

須
」

の

字、
「

苟
」

の

字、
「

実
」

の

字、
「

殆
」

の

字、
「

最
」

の

字
等
は、

皆
副

詞
な

り

〔

此

の

段
の

第

二

句
「

稍
難
弁
別
」

の

如
き

、

「

難
」

の

字
は

助
動
詞

な

り、
「

稍
」

の

字
は

副
詞
な

り
。

第
三

句
「

試
挙
其
例
」

の

「

挙
」

の

字
は

動

詞
な

り、
「

試
」

の

字
は

副
詞

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

よ

り
。

餘
は

類
推
す
べ

し〕
。

此

を

観
れ

ば

以

て

副
詞
の

性
格
を

知
る

べ

し
。

凡

そ

副

　
　
　
　
　
　
　
は

じ

め

詞
は

必
ず
一

句
の

首
に

在
る

な

り
。

○
凡

　
お

し

な
べ

て
。

す
べ

て

〜
と

い

う
も

の

は
。

第
八

節

　
＊

日

本
語
の

語

順
（

2
）

品

詞
を

基

準
と

し

て

 

既
知
此
四

種
詞

之

性
格、

則
当
知

其
一

定
之
排
列
法

。

即

毎
句
之

中
、

副
詞
第
一
、

名
詞
第
二
、

動
詞
第
三
、

助
動
詞
第
四、

是
也

、

一

句
中
此

四

種
詞
具

備
者

、

則
照

此
排
列

。

如
「

最
好
読
書
」 、

日

文
則
云

「

最
モ

書
ヲ

読
ム

コ

ト

ヲ

好
ム

」
。

一

句
中

此
数
種
詞
或
缺
一

二

種
者、

則
抽
出
之

而

排
列、

仍

不
乱

。

如
「

既
読
書
」 、

則
云

「

既
二

書
ヲ

読
ム

」 。

是
只

有
副
詞

名
詞
動
詞

而
無
助
動
詞
也。
「

稍
難
弁
別．」

則
云

「

稍
ヤ

弁
別
シ

難
シ

」 。

是
只

有
副
詞
動
詞
助
動
詞
而
無
名
詞
也。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

　
既
に

此

の

四

種
の

詞
の

性
格
を

知
れ

ば
、

則
ち

当
に

其
の
一

定
の

排
列
法
を

知
る

　
　
　
　
　
　
　

う

ち

べ

し
。

即
ち
毎
句
の

中、

副
詞
は

第
一
、

名
詞
は

第
二
、

動
詞
は

第
三
、

助
動
詞
は

　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

ち

第
四、

是

れ

な

り
。

一

句
の

中、

此
の

四

種
の

詞

の

具

備
す
る

者
は、

則
ち

此

の

排

列
に

照
ら

せ

り
。

「

最
好
読
蠱
日

」

の

如
き、

日

文

は

則
ち

「

最
モ

書
ヲ

読
ム

コ

ト

ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

好
ム

」

と

云

ふ
。

一

句
の

中、

此

の

数
種
の

詞、

或
い

は
一

、

二

種
を

缺
く

者
は、

　
　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
な

則
ち

之
を

抽
出
し

て

排
列
し、

仍
ほ

乱
れ

ず。
「

既
読
書
」

の

如
き

は
、

則
ち

「

既

48

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

こ

書
ヲ

読
ム

L

と

云

ふ
。

是
れ

只

だ

副
詞
・

名
詞
・

動
詞
の

み

有
り

て

助
動
詞
無
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

な

り
。

「

稍
難
弁

別
」

は
、

則
ち

「

稍
ヤ

弁
別
シ

難
シ
」

と

云

ふ
。

是

れ

只
だ

副

詞
・

動
詞
・

助
動
詞
の

み

有
り

て

名
詞

無
き

な

り
。

第
九

節
　
＊

断
句
の

要

領
（

1
）

副
詞

を

目

安
と

し

て

初
学
時、

既
知
実
字
虚
字
巓
倒
之

法、

然
有
時
仍
覚
混
乱

、

不

能
断

句
者

、

大

抵
皆

由
不

知
副
詞
之
例
耳

。

既

知
此、

則
自
能
断

句

而
不

混
乱

。

遇
名
詞

之
上

無
副
詞

者、

知
其
名
詞
処
必

句
首
也

。

遇
名
詞
之
上

有
副
詞
者、

知
其
副
詞
処
必

句
首
也。

如
此

豈
有
不
能
断
句
之

患
乎

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

ん

た

う

　
初
め

て

学
び

し

時、

既

に

実
字
・

虚
字
の

顛
倒
の

法
を

知
れ

ど

も、

然
れ

ど

も

時

　
　
　
な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

な

有
り

て

仍
ほ

混
乱
を

覚
え、

断

句
す
る

こ

と

能
は

ざ

る

者
は、

大
抵

皆
副
詞
の

例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
お

の

　

　

　

　

　

　

よ

知
ら

ざ

る

に

由
る

の

み
。

既
に

此

を

知
れ

ば
、

則
ち

自
つ

か

ら

能
く

断
句
し

て

混
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

を

せ

ず
。

名

詞
の

上

に

副
詞
無
き

者
に

遇
へ

ば
、

其
の

名
詞
の

処
る

こ

と

必

ず
句
首
な

る

を

知
る

な

り。

名
詞
の

上

に

副
詞

有
る

者
に

遇
へ

ば、

其
の

副
詞
の

処
る

こ

と

必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

く

　

　

　

　

　
　

　

　

　
あ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

あ
た

　

　

　

　

　

　
コ

れ

ず
句
首
な

る

を

知
る

な

り
。

此

の

如
く

ん

ば
、

豈
に

断
句
す

る

こ

と

能
は

ざ

る

の

患

へ

有
ら

ん

や
。

　
○

初
学
時
　
学
び

始
め

た

ば

か

り
の

と

き
。

「

初
＋

動
詞
」

で

「

〜
し

た

ば

か

り
」

の

意
。

　

○

有
時

　
と

き

お

り。

場
合
に

よ

っ

て

は
。

　

○
断
句
　
意
味
の

ま

と

ま

り

ご

と

に

文

を

区

切

る

こ

と
。

《

按
》

こ

の
一

節
は、

当

時
の

目

本
語
の

文
章
が

句
読
点
に

乏

し

く、

一

つ

の

文

が

い

か

に

も

冗
長
で
、

句
切

り
づ

ら

い

こ

と

を

前
提
と

し

て

い

る
。
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第
十
節
　
＊

品

詞
の

識
別
（

5
）

形
容
詞

有
一

種

之

形
容

詞
。

其
用

法
与

位
置、

亦
与

副

詞
同。

如
「

学
而

時

習
之
」

之

「

時
」

字、
「

汎

愛
衆
」

之

「

汎
」

字、

是

其
例
也。
「

時
」

者
所
以

形
容
共
「

習
」

也、
「

汎
」

者
所
以

形
容
其
「

愛
」

也
。

又

如
「

急
読
書
」

「

勤
読
書
」

云

云
、

「

急
」

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ネ

字
「

勤
」

字
皆
形
容
詞
也、

位
置
亦
在
句
首

。

如
「

学
而
時
習

之
」

則
云

「

学
ビ

テ

時
二

之
ヲ

習
フ

」
。

餘
可

比

例
推
之

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　ユサ

　
】

種
の

形
容
詞
有
り

。

其
の

用
法
と

位
置
と

は、

亦
た

副
詞

と

同
じ

。

「

学
而
時

　
　
　
　

　
　
　
　
ニ
れ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

ろ

習
之
」

（

学
び

て

時
に

之
を

習
ふ
）

の

「

時
」

の

字、
「

汎
愛
衆
」

（

汎
く

衆
を

愛
す
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
こ

の

「

汎
」

の

字
の

如
き

は、

是
れ

共
の

例
な

り。
「

時
」

は

其
の

「

習
」

を

形
容
す

　
ゆ

ヨ

ん

る

所
以

な

り
、

「

汎
」

は

其
の

「

愛
」

を

形
容
す

る

所
以

な

り。

又

「

急
読
書
」

（

急

い

で

書
を

読
む
）

「

勤
読
書
」

（

勤
め

て

書
を

読

む
）

云

々

の

「

急
」

の

字、
「

勤
」

の

字
の

如
き

は

皆
形
容
詞
な

り、

位
置
も

亦
た

句
首
に

在
り

。

「

学
而
時
習

之
」

の

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
こ

れ

　

　

お

如
き

は

則
ち
「

学
ピ

テ

時
二

之
ヲ

習
フ

」

と

云

ふ
。

餘
は

例
に

比

し

て

之

を

推
す
べ

し
。

《

校
》

＊

学
ビ

テ

時
二

之
ヲ

習
フ

　
底
本
は

「

学

ビ

シ

テ

時
二

之

ヲ

習
フ

」

に

作
る

が
、

こ

の

「

学
ビ

シ

テ
」

は、
「

学
ビ

テ
」

と、
「

而
」

の

直
前
に

常
用

さ

れ

る

送
り

仮
名
「

シ

テ
」

と

を

混
同

し

た

も

の

で

あ

ろ

う
。

今、
「

シ

」

を

衍
字
と

し

て

削
る

。

《

按
》

こ

の
一

節
に

謂
う

「

形
容
詞
一

は、

今

日

の

品

詞
概
念
に

謂
う

形
容
詞
と

は

異
な
る

。

形
容
詞
と

副
詞
を

修
飾
語
と

し

て

同
一

視
し

た

も

の

か
。

第
十
一

節
　
＊

品
詞
の

識
別
（

6
）

副
詞
と

助
動
詞

梁
啓
超

『

和

文
漢
読

法
』

（
盧
本）

簡
注

古
田

島

洋

介

副
詞

与

助
動
詞
之

界、

亦
有
時
通

用、

不

甚

分
明

。

如
一．
難
L

字
「

能
」

字
之

類、

有
時
当

助
動
詞
用、

有
時
当
副
詞

用。

但
学
者
閲
之
既

熟、

自
能
一

挙
而
知
其
用
法。

今
不

縷
述

也
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ま

　
副
詞

と

助
動
詞

と

の

界
も

亦
た

時
有
り

て

通
用

し、

甚
だ

し

く

は

分

明
な

ら

ず
。

「

難
」

の

字、

「

能
」

の

字
の

類
の

如
き

は、

時
有
り

て

助
動
詞
の

用
に

当
て、

時
有

　
　
　
　

　
　
　
　
　
た

　

　

　

　

　

こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

お

の

　
　

　
　

　
よ

り
て

副
詞
の

用

に

当

つ
。

但
だ

学
者
之
を

閲
し

て

既
に

熟
す
れ

ば、

自
つ

か

ら

能
く

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
る

じ

ゆ

ワ

一

挙
に

し

て

其
の

用

法
を

知
る

の

み。

今、

縷
述
せ

ざ

る

な

り
。

　
○
有
時
〜
有
時
…

　

〜
す
る

こ

と

も

あ

れ

ば

…

す

る

こ

と

も

あ

る
。

　
0
学
者

学
ぶ

者。

学
習

者
。

研
究
に

い

そ

し

む

人
物
と

し

て

の

学
者
で

は

な

い
。

　
O
縷
述

こ

ま
ご

ま

と

説
明

す

る
。

第
十
二

節

　
＊

日

本
語
の

語
順
（
3

）

品

詞
を

基

準
と

し

て

 

一

句
之
中
而

有
数
箇
動
詞、

或
数
箇
助
動
詞、

数
箇
副
詞
者、

其
排
列
仍
同

。

如

「

好
読
書
」

則
云

「

書
ヲ

読
ム

コ

ト

ヲ

好
ム

」
。

「

読
」

字
「

好
」

字
、

皆
動
詞
也

。

如
「

不

可

読

書
」

則
云

「

書
ヲ

読

ム

ベ

カ

ラ

ズ
」

〔
「

ベ

カ

ラ

」
可
L

字

之

義
、

「

ズ
 
「

不
一

字
之

義
〕

。
「

不

可
」

二

字、

皆
助

動
詞

也
。

「

不

可

不

読

書
」

則
云

「

書
ヲ

読

マ

ザ

ル

ベ

カ

ラ

ズ
」

〔
「

ザ

ル
」

亦
「

不
」

字
之

義
〕

。

「

不

可

不
」

三

字
、

皆
助
動

詞
也

。

如
「

亦
嘗
読
書
」

則
云

「

亦

タ

嘗
テ

書
ヲ

読
メ

リ
」 、
「、
亦
嘗
稍
読

書
」

則
云

「

亦
タ

嘗
テ

稍
ヤ

書
ヲ

読
メ

リ
」

。

「

亦
」

字
「

嘗
」

字
「

稍
」

字、

皆
副

詞
也

。

　
　
　
　
つ

ち

　
一

句
の

中
に

し

て

数
箇
の

動
詞、

或
い

は

数
箇
の

助
動
詞、

数
箇
の

副
詞
有
る

者

　
　
　
　
　

な

も、

其
の

排
列
仍
ほ

同

じ。
「

好
読
書
」

の

如
き

は

則
ち

「

書
ヲ

読
ム

コ

ト

ヲ

好
ム

」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
み

な

と

云

ふ
。

「

読
一

の

字、
「

好
」

の

字
は

皆
動
詞
な

り
。

「

不

可
読
書
」

の

如
き

は

則49
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星

大
学
研
究
紀

要
【

日

本
文
化

学
部

二
言

語
文
化
学
科
】

第
十
六

号

　
二

〇
〇

八

年

ち
「

書
ヲ

読
ム

ベ

カ

ラ

ズ
」

〔

「

ベ

カ

ラ
」

は

「

可
一

の

字
の

義、
「

ズ
」

は

「

不
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

な

の

字
の

義
な

り
〕

と

云

ふ
。

「

不

可
」

の

二

字、

皆
助
動
詞
な

り
。

「

不

可

不

読

書
」

は

則
ち

「

書
ヲ

読
マ

ザ
ル

ベ

カ

ラ

ズ
」

〔
「

ザ
ル

」

も

亦
た

「

不
」

の

字
の

義
な

り〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

な

と

云

ふ
。

「

不

可
不
」

の

三

字、

皆
助
動
詞
な

り
。

「

亦
嘗
読
書
」

の

如
き

は

則
ち

「

亦
タ

嘗
テ

書
ヲ

読
メ

リ
」

と

云

ひ、
「

亦
嘗
稍
読
書
」

は

則
ち

「

亦
タ

嘗
テ

稍
ヤ

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

な

ヲ

読
メ

リ
」

と

云

ふ
。

「

亦
」

の

字、
「

嘗
」

の

字、
「

稍
一

の

字
は

皆
副
詞
な

り
。

第
十一、一
節
　
＊

仮
名
の

処
理

凡
名

詞
之
下、

遇

有
附
属
之

仮
名
〔

口

本
字
母、

其
草
書
日

「

平
仮
名
」

、

正

書
日

「

偏
仮
名
」

。

可
総
称
「

仮
名
」〕
、

其
仮
名
必

脈
絡
詞
也、

最
当
着
眼

。

凡

副
詞

動
詞

助
動
詞
之

下、

皆
有
附
属
之

仮
名、

其
仮
名
即
上
一

字
之

末
音
耳

。

日

本
文
法

有
許

多
変
化、

其
精
微
皆
在
於
此

〔
動
詞
変
化
最
多、

助
動
（
詞
）

次
之。

副
詞
有
末
音

無
変
化〕
。

然
漢
人
視
之

毫
無
用
処、

置
之
不

理

可

也
。

一．
最
好
読
書
」

則
云

「

最
モ

書
ヲ

読
ム

コ

ト

ヲ

好
ム

」 、
「

最
」

字

下

之

「

モ

」

字、
「

読
」

字
下

之

「

ム

」

字

〔

所
列
既

不

同
矣、

是
其
変
化
也
。

「

読
」

字
或
附
「

メ
」

字
或
附
「

マ

」

字、

如
前

節
〕

、

「

好
」

字
下
之
「

ム

」

字、

皆
其
上
一

字
之
末
音
耳。

故
凡

遇
緊
接
於
虚
字
活

字
下

之

仮
名、

暫
可

置

之
不

理
。

不
然
則
徒
乱

耳
目

也
。

此
例
不
可

不

記
。

　
お

よ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

あ

　
凡

そ

名
詞
の

下
、

附
属
の

仮
名
有
る

に

遇
へ

ば

〔

口

本

の

字
母

は
、

其
の

草
書
を

「

平

仮
名
」

と

日

ぴ
、

正

書
を

「

偏
仮
名
」

と

日

ふ
。

「

仮
名
」

と

総
称

す
べ

し
〕

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

さ
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
お

よ

其
の

仮
名
は

必

ず
脈
絡
詞

な

り、

最
も

当

に

着
眼
す
べ

し
。

凡

そ

副
詞
・

動
詞
・

助

　
　
　
　
　
み

な

動
詞
の

下、

皆
附
属
の

仮
名
有
れ

ば、

其
の

仮
名
は

即
ち

上

の

一

字
の

末
音
な

る

の

み。

日

本

の

文
法
は

講
笋
の

変
化
有
り、

其
の

胤
御
皆
雌

に

在
り

〔
動
詞

は

変
化
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

れ

も

多
く、

助
動
（

詞）

之
に

次
ぐ

。

副
詞
は

末
音
有
れ

ど

も

変
化
無
し〕

。

然
れ

ど

　
　
　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

が

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

も

漢
人

之
を

視
れ

ば

毫
も

用

ゐ

る

処

無
し、

之
を

置
い

て

理

せ

ざ

る

も

可

な

り
。

50

「

最
好
読
書
」

は

則
ち

「

最
モ

書
ヲ

読
ム

コ

ト

ヲ

好
ム

」

と

云

ふ

も、
「

最
」

の

字
の

下
の

「

モ

」

の

字、
「

読
」

の

字
の

下

の

「

ム

」

の

字
〔
列
す
る

所
、

既
に

同

じ

か

　
　
　こ

ら

ず
、

是
れ

其
の

変
化
な

り
。

「

読
」

の

字
、

或
い

は

「

メ
」

の

字
を

附
し、

或
い

は

「

マ

」

の

字
を

附
す

る

こ

と、

前
節
の

如
し

〕

、

「

好
」

の

字
の

下
の

「

ム
」

の

字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

よ

は、

皆
其
の

ヒ
の

一

字
の

末
音
な

る

の

み
。

故
に

凡

そ

虚
字
・

活
字
の

下

に

緊
接
す

　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

つ

る

の

仮
名
に

遇
へ

ば、

暫
く

之

を

置
い

て

理

せ

ざ

る
ぺ

し
。

然
ら

ず

ん

ば

則
ち
徒
ら

に

耳
目

を

乱
す

な

り
。

此

の

例、

記
せ

ざ

る
べ

か

ら

ず
。

　
○
正

書

　
規
則
正

し
い

書
体。

こ

こ

で

は

楷
書
を

指
す。

片
仮
名
が

漢
字
の

角
張

っ

た

筆
画

を

そ
の

ま

ま

写

し

取
っ

て

い

る

こ

と

か

ら

い

う
の

だ

ろ

う
。

　

○
偏
仮
名

片
仮
名。

底
本
は

「

偏
仮
名
」

に

作
る

が
、

「

偏
」

で

は

意

味
が

通

じ

ま

い
。

今、

「

偏
」

に

改
め

た
。

　
○
許
多
　
数
が

多
い

。

た

く

さ

ん
。

　
○
漢
人

　
中
国

人
。

漢

民

族
。

満
入
す
な

わ

ち

満
洲
人
と

の

区

別
を

念
頭
に

置
い

て

い

る

の

だ

ろ

う。
　
○

置
之
不

理

　
放
置
し

て

取

り

合
わ

な

い
。

無
視
し

て

相
手

に

し

な
い

。

　
○

如
前
節

第
十
二

節
に

［

読
マ

L

「

読
メ
」

な

ど

の

語
尾

変
化
が

見
ら

れ

る

こ

と

を

い

う
。

　
0

虚
字
　
副
詞
・

助
動
詞
な

ど

を
い

う。
　
○
活
字
　
動
詞
を

い

う
。

第
十
四

節
　
＊

仮
名

語
（

1
）

序
諭

日

本
書
中、

凡

名
詞
必
写

漢

字、

不

用

仮
名。

動
詞

副
詞
十
之
九
用
漢
字、

其

有
用

仮
名
者
不

過

十
之
一

耳
。

若

助
動
詞、

則
十
之

九
皆
用

仮
名

、

其
用
漢
字
者
殆

少
。

又

脈
絡
詞
〔
如
「

之
」

字
「

而
」

字
之

類〕

及

句
末
語
助
詞
〔
如
「

也
」

字
「

乎
」

字
「

哉
一

字
一

−

者
」

字
之
類〕

亦
皆
用

仮
名、

不
用
漢
字

。

倶
此
種
専
用
仮
名
不

写

漢
字
之
字。

在
日

本
書
籍
中
通
行
者
不

過

数
十
個
耳。

学
者
既
知
此
種
詞
之
性
格、

又

知
其
排
列
法、

而

猶
不

能
読
和

文

者、

皆
為
此

数
十
箇
字
所
累
也

。

今
択
其
要
者

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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標
列
於
ド
。

　

　

　

　
　
う

ち
　

　

お

よ

　

日

本
書
の

中
、

凡

そ

名
詞
は

必
ず
漢
字
に

写

し、

仮
名
を

用

ゐ

ず
。

動
詞
・

副
詞

は

十
の

九
は

漢
字
を

用

ゐ、

其
の

仮
名
を

用
ゐ

る

こ

と

有
る

者
は

十
の
一

に

過
ぎ
ざ

　

　

　

　
　

　

　

　
ご

と

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

み

な

る

の

み
。

助
動
詞
の

若
き

は
、

則
ち

十
の

九
は

皆
仮
名
を

用
ゐ
、

其
の

漢
字
を

用
ゐ

　

　

　
ほ

と

ん

る

者
は

殆
ど

少
な

し
。

又

脈
絡
詞

ロ 、
之
L

の

字、
「

而
」

の

字
の

類
の

如
き
〕

及
び

句
末
の

語
助
詞
〔
「

也
」

の

字、
「

乎
」

の

字、
「

哉
」

の

字、
「

者
」

の

字
の

類
の

如

　

　

　
ま

　

　

　

み

ほ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
た

き
〕

も

亦
た

皆
仮
名
を

用

ゐ
、

漢
字
を

用

ゐ

ず
。

但
だ

此
の

種
の

み

専
ら

仮
名
を

用

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
う

ち

ゐ

て

漢
字
に

写
さ

ざ

る

の

字
な

り
。

日

本
の

書
籍
の

中
に

在
り

て

通

行
す

る

者
は

数

十
個
に

過

ぎ
ざ

る

の

み
。

学
者
の

既
に

此
の

種
の

詞
の

性
格
を

知
り、

又

其
の

排
列

　

　

　

　
　

　
じ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

あ

た

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
み

な

法
を

知
つ

て
、

猶
ほ

和
文

を

読
む
こ

と

能
は

ざ
る

者
は、

皆
此
の

数
十
箇
の

字
の

わ

づ

ら

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
え

らド
　

　

し

も

累
は

す

る

所
と

為
れ

ば

な

り
。

今
、

其
の

要
な

る

者
を

択
ん

で

下

に

標
列
せ

ん
。

◇
ヨ

リ

［
因
・

自
・

比
・

与

其
］

　

　

　

　
　

　ま

◇
ノ

ミ

［
耳
・

而

己
・

僅］

◇
ダ

ケ

［
而

已
・

僅］
〔
此
字
有
時
写
作
「

丈
ケ
」

（

此

の

字、

時
有
り

て

写
し

て

「

丈

ケ
」

に

作
る

）

〕

◇
イ
フ

［
云
。

謂
］

　

イ

ヒ

　

イ
ハ

ン

　

イ
へ

◇
カ

ラ

［

因
・

自］
〔
此

字
与
「

ヨ

リ
」

同

用
。

文
字

用
「

ヨ

リ
」 、

語
言

用
「

カ

ラ
」

（

此
の

字、
「

ヨ

リ
」

と

同

じ

く

用

ゐ

る
。

文
字
に

は

「

ヨ

リ
」

を

用
ゐ
、

語
言

に

は

「

カ

ラ
」

を

用
ゐ

る
）〕

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
な

◇
ラ

レ

［
被
動
詞］
〔
可
作
「

被
」

字
読

（

「

被
」

の

字
と

作
し

て

読

む
べ

し
）〕

◇
ン

ト

［
未
然
詞］
〔
可
作
「

欲
」

字
読
（

「

欲
」

の

字
と

作
し

て

読

む
べ

し
）〕

◇
マ

デ

［
迄］

N 工工
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《

第
一

表
》

　
＊

助
動
詞

◇
ズ

［

不凵
　
ジ

　
テ

　
ヌ

　
ネ

　
ザ

リ

　
ザ

ラ

ン

　
ザ

ル

　

ザ
レ

◇
ア

ラ

ズ

［
不
・

非］
　
ナ

ラ

ズ

　
ア

ラ

ザ

リ

［

非
］

　
ア

ラ

ザ

ル

◇
ア

ラ

ン

［
有
］

　

ア

リ

　

ア

ル

　

ア

レ

◇
ナ

カ

ル

［
無
］

　

ナ

カ

ラ

ン

　

ナ

キ

　
ナ

ケ
ン

　
ナ

ク

　
ナ

シ

◇
ペ

カ

ラ

［
可
］

　
ベ

キ

　
ベ

ク

　
ペ

ケ
ン

　
ベ

シ

◇
シ

メ

［

使］
　

シ

ム

◇
セ

［

為］
　
シ

　
ス

　
ス

ル

〔

「

的
」

字
「

所
」

字
亦
用
此

（

「

的
」

の

字
、

「

所
」

　

　

　
ま

　
　

　

ニ

れ

の

字
も

亦
た

此

に

用
ゐ

る
）〕
　
ス

レ

　
ナ

リ

〔
「

也
一

字
亦
用

此
（

「

也
」

の

字
も

亦

た

此

に

用
ゐ

る
）

〕

　
ナ

シ

〔
「

無
」

字
亦
用

此
（

「

無
一

の

字
も

亦

た

此

に

用
ゐ

る
）

〕

ナ
ス

　
ナ

セ

　
ナ

ル

　
タ

リ

　
タ

ル

『

的
」

字
「

所
［

字
亦
用
此

（

「

的
」

の

字、

「

所
」

の

字
も

亦
た

此

に

用
ゐ

る
）

〕

　
タ

レ

　

　

　

　
　

　

　
“
　

　
＊

ア

ラ

ザ
レ

　
○

文
字
〜
語
言
…

　
「

文
字
」

す

な

わ

ち

書
き

言

葉
と

し

て

は

「

ヨ

リ
】、
「

語
言
」

す

な

わ

ち

話
し

言
葉
と

し

て

ほ

「

カ

ラ
」

と
の

意、

《

校
》

＊

「，
的
」

字
「

所
」

字
亦
用
此

　
底
本
は

こ

れ

を

已

然
形
「

ス

レ

」

の

割
注

と

し

て

い

る

が、

下

文
の

「

タ

ル

」

の

割
注
お

よ

び

第
三

卜
一

節
の

内
容
か

ら

見

て、

連
体
形
「

ス

ル

」

の

割
注
と

す
べ

き

で

あ

ろ

う
。

今、

改
め

た
。

　
＊

ヌ

　
底
本
は

「

メ
」

に

作
る
。

こ

れ

は

「

シ

テ
」

の

合
字
一

ノ
L

か

と

も

思
わ

れ

る

が
、

「

不
」

の

読
み

と

し

て

は

不
適
で

あ

ろ

う
。

今、
「

ヌ
」

の

誤

植
と

見

な

す。
　
＊

而

已

　
底
本

が

こ

の

二

字
を

分
割
し

て

「

而、

已
」

と

す

る

の

は

誤
植
で

あ

ろ

う
。

今、

二

字
を

つ

な

げ

て
　

語
と

し

た
。

第
十
五

節
　
＊

《

第
一

表
》

の

説
明
（

1
）

助
動
詞
の

位
置

以

上

皆
助
動
詞
之
類
〔

内
惟
「

有
」

字
「

因
・

自
・

比
一

字

コ
五

・

謂
」

字、

非
助

梁
啓
超

『

和
文
漢
読
法
』

（

盧
本）

簡
注

古
田

島

洋
介
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明
星

大
学
研
究

紀
要

【

日

本
文
化
学

部
・
言
語
文
化

学
科
】

第
十
六
号

　
二

QO

八

年

動
詞

。

然

其
用

法
与
他
動
詞
不

同
。

凡

尋
常
動
詞
之

上

必

有
一

脈
絡
詞

。

惟
「

カ

ラ
」

「

ヨ

リ
」

等
則
与
名
詞
緊
接

。

コ

イ

へ

L

「

イ

フ
」

之

上

必

有
一

「

ト
」

字、

以

別
異

之
。

与
共
他
動
詞
不
同〕

。

其
位
置

皆
在
名
詞
動
詞
之

下、

従
無
有
在
句
首
者

。

　
　
　

み

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

　
以

上

は

皆
助
動
詞
の

類
な

り

〔
内、

惟
だ

「

有
」

の

字、
「

因
・

自
・

比
」

の

字
、

「

云
・

謂
」

の

字
の

み、

助
動
詞
に

非
ず

。

然
れ

ど

も、

其
の

用
法
は

他
の

動

詞
と

　
　
　
　
　

お

よ

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

つ
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た

同
じ

か

ら

ず
。

凡

そ

尋
常
の

動
詞
の

上

に

必

ず
一

の

脈
絡
詞
有
り
。

惟
だ

「

カ

ラ
」

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
い

つ

「

ヨ

リ
」

等
の

み

は

則
ち

名
詞
と

緊
接

す
。

「

イ

へ

」

「

イ

フ
」

の

上

に

必

ず
一

の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
こ

れ

「

ト
」

の

字
有
り

て、

以

て

之

を

別
異
す

。

其
の

他
の

動
詞
と

同
じ

か

ら

ず〕
。

其
の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
よ

位
置

は

皆
名
詞
・

動
詞
の

下

に

在
り、

従
り

て

句
首
に

在
る

者
有
る

こ

と

無
し
。

　
○

以
別
異

之

　
「

ト
」

に

よ

っ

て

引
用
文

な

ど

を

区
別
す

る

意
。

第
二

十

四

節
を

参
照。
　
○
従
無
〜
　
今
ま

で

〜
し

た

こ

と

が

な

い
。

従
来
〜
し

た

た

め

し

が

な

い
。

第
十
六

節

　
＊

《

第
一

表
》

の

説
明
（

2
）

語
幹
と

活
用

語
尾

以

上

所
列

、

如
「

有
」

「

無
一
「

不
」

「

可
」

「

云
」

等
字、

皆
有
語
尾
変
化。

其
変
化

亦
分
現
在
過
去
未
来
等、

与
動
詞
同

例
。

我
輩
於
其
変
化
之
法、

皆
可

置
之

不

理
。

但
熟
認
之

知
其

為
此
字
足
矣

。

如
「

有
」

字
有
「

ア

ラ

ン

」

「

ア

リ
」

「

ア

ル
」

「

ア

レ

」

四

種、

其
実
則
以

「

ア
」

字
為
主、

而

以
「

ラ

・

リ
・

ル

・

レ

」

四

字
為

語
尾

変
化
耳

。

「

無
」

「

不
」

「

可
」

「

云
」

等
字
亦
然。
「

無
」

字
以

「

ナ
」

字
為
主、

以

「

カ
・

キ
・

ク
・

ケ
」

為
変
化。
［

不
L

字
以

「

ザ
」

字
為
主、

以

「

ラ
・

リ
・

ル

・

レ

」

為
変
化

。

「

可
」

字
以

「

べ
」

字

為
主、

以

「

カ

・

キ
・

ク

・

ケ
」

為
変
化

。

「

云
」

字
以

「

イ
」

字
為
主、

以
「

ハ

・

ヒ

・

フ

・
へ

」

為
変
化

。

其

変
化
之
法、

必

以

同
一

行
之
字
母

。

既

通
其
例

、

一

以
貫
之、

毫
無
窒
礙
矣

。

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
み

な

　
以

上
に

列
す

る

所、
「

有
」

「

無
」

「

不
」

「

可
」

「

云
」

等
の

字
の

如
き

は
、

皆
語

52

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ま

尾

変
化
有
り。

其
の

変
化
も

亦
た

現
在
・

過

去
・

未
来
等
に

分
か

る

る

こ

と、

動
詞

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

お

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
こ

れ

と

例
を

同
じ

う

す
。

我
が

輩
の

其
の

変
化
の

法

に

於
け
る

や、

皆
之

を

置
い

て

理
せ

　
　
　
　

た

　

　

　
　つ
ら

　
　

　

　
　

こ

れ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　
こ

ざ

る

べ

し
。

但
だ

熟
つ

ら

之
を

認
め

て

其
の

此

の

字
た

る

を

知
る

の

み
に

て

足

れ

り
。

「

有
」

の

字
の

如
き

は、
「

ア

ラ

ン

」

「

ア

リ
」

「

ア

ル

ニ

ア

レ

」

の

四

種
有
れ

ど

も、

其
の

実
は

則
ち

「

ア
」

の

字
を

以

て

主

と

為
し

て
、

「

ラ

・

リ

・
ル

・

レ
」

の

四

字

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
よ

を

以

て

語

尾

変
化
と

為
す
の

み。
「

無
」

「

不
」

「

可
」

コ
云
L

等
の

字
も

亦
た

然
り

。

「

無
」

の

字
は

「

ナ
」

の

字
を

以

て

主
と

為
し、
「

カ

・

キ
・

ク
・

ケ
」

を

以
て

変
化

と

為
す

。

「

不
」

の

字
は

「

ザ
」

の

字
を

以
て

主

と

為
し、
「

ラ
・

リ

・
ル

・
レ

」

を

以
て

変
化
と

為
す

。

「

可
」

の

字
は

「

べ
」

の

字
を

以

て

主
と

為
し、
「

カ

・

キ
・

ク
．

ケ
」

を

以

て

変
化
と

為
す。
「

云
」

の

字
は

「

イ
」

の

字
を

以

て

主

と

為
し

、

「

ハ

・
ヒ

・

フ

・

へ

」

を

以

て

変
化

と

為
す。

其
の

変
化
の

法
は、

必

ず
同
一

行
の

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

い

つ
　

　

　
　
ニ

れ

　

　
　

　

　
　

　
　

が

う
　

　

ちつ
が

い

字
母

を

以

て

す。

既
に

其
の

例
に

通
ず
れ

ば
、

　一

以

て

之

を

貫
き、

毫
も

窒
礙

無
け

ん
。

　
○
我
輩
　
中
国

人
。

第
十

三

節

「

漢
人
」

に

同

じ

く、

漢
民

族
を

念
頭

に

置
い

て

い

う
の

だ

ろ

う
。

　
○

置
之

不

理

　
第
十
三

節
に

既
出

。

　
○
同
一

行
之

字
母
　
五

十

音
図

を

前
提
と

し

た

説
明

で

あ
る
。

丁

本
は

巻
頭
に

五

十
音
図

を

掲
げ

て

い

る

が、

盧
本
に

五

十
音
図

は

見

ら

れ

な

い
。

　
〇
一

以

貫
之

　
一

つ

の

不

変
の

原
理

が

根
底

を

貫
い

て

い

る
。

『

論
語
』

里

仁
お

よ

び

衛
霊
公
に

見
え

る

孔
子
の

言
一
一

以

貫
之
L

を

応
用

し

た

表
現。
　
○

窒

礙

　
ふ

さ

ぎ

さ

ま

た

げ
る

こ

と
。

学
習

に

つ

ま

つ

く
こ

と
。

第
十
七

節
　
＊

《

第
一

表
》

の

説
明
（

3
）
「

為
」

上

所
列
「

為
」

字、

凡

十
餘
箇

。

但
此

等
字、

日

本
人
訳
之

作
「

為
」

字
、

応

読
作

N 工工
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「

為
」

字
者、

不

過
卜
中
之
一

ニ

ヰ
。

其
餘
大
率
毫
無
意
義、

不

過
用

以

足
成
上

文

而

已
。

「

シ

」

「

ス
」

「

ス

ル

」

「

タ

リ
」

「

タ

ル

」

「

ナ

ス

」

「

ナ

リ
」

「
ナ

シ
」

等
字、

満
紙
皆
是
〔
尤
多
「

ス

ル
」

「

タ

ル

」〕
。

若
一
一

読
為
「

為
」

字、

則
累

贅
不
通

矣
。

其
中
如
「

ス

ル

」

「、
タ

ル

」

「

タ

リ
」

等
字、

読
作
「

的
」

字
或
「

所
」

字
較
妥。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
お

よ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
た

　

　
　

こ

れア
リ

　
上

に

列
す
る

所
の

「

為
」

の

字
は
、

凡

そ

十
餘
箇
な

り
。

但
だ

此

等
の

字、

日

本

　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

人
之

を

訳
し
て

「

為
」

の

字
に

作
れ

ど

も、

応
に

読
ん

で

「

為
」

の

字
と

作
す
べ

き

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

お

ほ

む

ね

者
は、

十
中
の

一
、

二

に

過

ぎ

ざ

る

の

み。

其
の

餘
は

大
率
毫
も

意
義
無
く、

用
ゐ

て

以

て

上

文

を

成

す
に

足
る

に

過

ぎ

ざ
る

の

み
。

「

シ
」

「

ス
」

「

ス

ル

」

「

タ

リ
」

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
こ

「

タ

ル

」

「

ナ

ス
」

「

ナ

リ
一
「

ナ

シ
」

等
の

字
は、

紙
を

満
た

し

て

皆
是
れ

な

り

も

つ
と

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

も

〔
尤
も

「

ス

ル

」

「

タ

ル

」

多
し

〕

。

若
し
一

々

読
ん

で

「

為
」

の

字
と

為
せ

ぱ、

則

　
る

い

ぜ

い

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

う

ち

ぢ

累
贅
に

し

て

通
ぜ

ず
。

其
の

中
、

「

ス

ル
」

「

タ

ル

」

「

タ

リ
」

等
の

字
の

如
き

は
、

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
な

　

　
　
　
　
は

　

　

　

や

す

読
ん

で

「

的
」

の

字
或
い

は

「

所
一

の

字
と

作
せ

ば

較
ぼ

妥
し

。

　
O
凡

　
す
べ

て

合
わ

せ

て
。

合

計
で

。

　
○
満
紙
皆
是

　
紙
面
の

至

る

と

こ

ろ、

み

な

そ

う

で

あ

る
。

頁
の

あ

ち
ら

こ

ち
ら

に

数
多
く

見
ら

れ

る
。

　
○
累
贅

　
く

ど

く

ど

し

く

て

煩
わ

し

い
。

　
0
較
妥

　
比
較
的
穏
当
で

あ

る
。

お

お

む
ね

妥

当

で

あ

る
。

《

第
二

表
》

　
＊

副
詞

◇ ◇ ◇ ◇ ◇
マ タ モ マ ヤ

ダ ダ ー タ ヤ

ー 一 亦 一 一

未 只
一

亦 稍
一 　 　 　 　 　 　 　 　一 　 @

馗

梁

啓
超
『
和
文
漢

読

法
』（

盧
本

簡
注

占

島
洋
介

◇

イ
ヨ
イ

［
愈

々

］

◇

マ
ス

ス
［

益

々
］

◇
タ

タ
マ

［

偶

々
］

◇
ア

ル
ハ

［

或

］

　

〔

作
「

ア

ル

ヒ

バ

」

オ
ホ

カ

タ

大

］

第

十

八

節

＊

（

「

ア
ル

ヒ
バ

」

に
作

る
）
〕

《

二
表

》
の
説明

−
副
詞

の
位

置

以

上
皆

副
詞
、位

置
必
在
句
首
。

副

詞
多
写
漢字

、
有

時
亦写

仮

名

。
仮名

之

例
、

若
尽

之
、

不

可

勝

。
今

摘

其

常
用
者

。

　

　
　
み

な

　
以

上
は

皆

副
詞
に

し
て
、

位

置
は
必

句
首

に
在
り

。

副

詞

は

漢

字

に

写

す

者

多

　

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　　

　
　
　

　

　

も

　
　
こ

と
こ

と

　
こ
れ

く

、

時

有

り

て
亦

た
仮
名

に
写

す

仮
名

の
例

は

、
若
し

尽

く
之

を

列
す
れ

ば
、
書

　

　
　
ニ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　　

　　

　
　

　
　
　

ひ

ろ

す

る
に

ふ

べ
か

ら
ず

。
今

、

其
の

常
用

る
者

を

へ
り

。

《
第

三

》
　

＊

代
）

名

コ

ノ

◇

ソ
◇

ノ

ト
キ

档
Rトコ

レ

ソ

カ
レ

［
時

］

［

事

］

［

此
］

［
其

］

ア

レ
［
彼
］

〔
有

時
写
作

「

序

」

（

時

有

り

て

写
し

て

「

」
に
作

る

〕

〔

有
時

写
作

「

マ
」
（

時
有

り
て
写
し

て
「
マ
」

作

る

）

〕

第

十
九

節

＊

《
第

三
表

》
の
説明

（
1
）

代
名

詞と

形
式詞

ﾈ 上皆
名
詞、 「 此 」 「 其 」 「彼 」等、皆 代 名 詞 也。有時 不 写 漢字 、
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明
星

大

学

研
究
紀
要

【

日

本

文

化
学
部
・
言
語

文

化
学
科
】

第
卜
六

号

　
二

〇
Q
八

年

54

「

コ

」

「

ソ
」

「

ア
」

等
仮
名

。

故
列
出
之

。

　

　
　
　
み

な

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

み

な

　
以

上

は

皆
名
詞
に

し

て、

「

此
」

「

其
」

「

彼
」

等
は
、

皆
代
名
詞

な

り
。

時
有
り

て

漢
字
に

写

さ

ず

し

て
、

「

コ

」

「

ソ
」

「

ア

」

等
の

仮
名
を

用
ゐ

る
。

故
に

列
し

て

こ

れ

　

　

い

之
を

出
だ

せ

り
。

第
二

十
節

＊

《

第
三

表
》

の

説
明
（

2
）

「

ト

キ
」

と

「

コ

ト
」

　
○

蓋
　
た

ぶ

ん
。

お

そ

ら

く。

推
測
を

表
す

語
。

　
○

彼
　
日

本
人

。

　
O
食

飯
的

事
／
読
書
的
事
　
今、

訓
読
の

便
宜
お

よ

び

日

本
語
の

実
態
か

ら

「

的
」

を

置

き

字

と

し

て

読
ま

ず、

ま

た

当

節
の

趣
旨
か

ら

「

事
　

を

平

仮
名
に

改
め

た
。

　
○

置
之

不
問
　
第
十
三

節
「

置
之

不

理
」

に

同
じ。

《

校
》

＊

最
モ

書
ヲ

読
ム

コ

ト

ヲ

好
ム

　
底
本

は
［

最
モ

書
ヲ

読
ム

コ

ト

好
ム

L

に

作
る

が
、

今、

助
詞

「

ヲ
」

を

補
っ

た
。
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「

時
」

字
「

事
」

字
等、

大

抵
不

写
漢
字

、

而
用

「

ト

キ
」

「

コ

ト
」

等
仮
名

。

此

両

字
、

日

本
文
用
之
最
多

。

因
共
太

多、

故
毎
用
省
筆、

写
作
「

序
」

「

コ

」
。

惟
「

コ

ト
」

字、

我
輩
読
之
常
覚
其
無
用

。

蓋
日

本
人
最

喜
用

「

事
」

字
。

如
「

食
飯
」

彼

則
云

「

食
飯

的
事
」 、
「

読
書
」

彼
則
云

「

読
書
的
事
」 。

凡
此

等
皆
可

置

之
不

問
。

視
之

与
「

ス

ル

」

「

タ

リ
」

等
同
例
可
也

。

観
於
第
八

節
「

最
好
読
書
」

云

云、

日

　
　
　
　
ネ

文
則
為
「

最
モ

書
ヲ

読
ム

コ

ト

ヲ

好
ム

」 、

其
「．
コ

ト
」

二

字
之
無
用

甚
明

、

餘
一

切

多
類
是

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
た

い

て

い

　
「

時
」

の

字、
皿

、

事
L

の

字
等
は、

大

抵
漢
字
に

写

さ

ず
し

て
、

「

ト

キ
」

「

コ

ト
」

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
こ

れ

等
の

仮
名
を

用
ゐ

る
。

此
の

両
字
は
、

日

本
文

之

を

用
ゐ

る

こ

と

最
も

多
し。

其
の

は

な

は

太
だ

多
き

に

因
り

て、

故
に

用
ゐ

る

ご

と

に

省
筆
し、

写
し

て

「

キ
」

「

コ

」

に

作

　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
こ

い

る
。

惟
だ

「

コ

ト
」

の

字
の

み

は、

我
が

輩
之

を

読
ん

で

常
に

其
の

無
用
を

覚
え

ん。

け

だ蓋
し

日

本
人

は

最
も

喜
ん

で

「

事
」

の

字
を

用
ゐ

る。
「

飯
を

食
ら

ふ
」

を

彼
は

則

ち

「

飯
を

食
ら

ふ

こ

と
」

と

云

ひ、
「

書
を

読
む
一

を

彼
は

則
ち

「

書
を

読
む
こ

と
」

　
　
　
　

　
　
　
お

よ

　

　

こ

れ

ら

　

　

　
　

　

こ

れ

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

こ

れ

と

云

ふ

が

如
し

。

凡

そ

此

等
は

皆
之

を

置
い

て

問
は

ざ

る

べ

し。

之

を

「

ス

ル

」

「

タ

リ
」

等
と

例
を

同
じ

う
す
と

視
る

も

可

な

り。

第
八

節
「

最
好
読
書
」

云

々

を

日

文
は

則
ち
「

最
モ

書
ヲ

読
ム

コ

ト

ヲ

好
ム

」

と

為
す

を

観
れ

ば、

其
の

「

コ

ト
」

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
こ

二

字
の

無
用

な

る

こ

と

甚
だ

明
ら

か

に

し

て
、

餘
は
一

切

多
く

是

れ

に

類
す

。

《

第
四

表
》

　
＊

語
助
詞

◇
モ

ノ

［

者
凵

　
〔

「

物
」

字
亦
用
此

◇
ナ

リ

［

也
］

　
〔

「

為
」

字
亦
用
此

◇
ヤ

　
［

乎
・

哉
・

也］

◇
カ

　
［

乎
・

哉］

◇
ゾ

　
［

乎］

　
　
　
　
　

ま

　
　
　
こ

れ

（一

物
L

の

字
も

亦
た

此

に

用

ゐ

る
）

〕

〔
「

為
」

の

字
も

亦
た

此

に

用
ゐ

る
）

〕

第
二

十
一

節
　
＊

《

第
四

表
》

の

説

明

　

　
語
助
詞
の

位
置

以
上

皆
語

助
詞、

位
置
必

在
句
末

。

惟
一
モ

ノ
L

常
在
句
中。

　
　
　

お

は

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
た

　
以

上

は

皆
語
助
詞
に

し

て
、

位
置
は

必

ず
句
末
に

在
り

。

惟
だ

「

モ

ノ
」

常
に

句
中
に

在
り。

《

第
五

表
》

　
＊

脈
絡
詞

の

み
は

◇
ド

モ

［

雖］
　
〔
有
時
写

作
「

田
」 。

単
一

「

ド
」

字
或
「

モ

」

字
皆
有
「

雖
」

意

（
時
有
り

て

写
し

て

「

臣
」

に

作
る

。

単
一

の

「
ド

」

の

字
或
い

は

「

モ

」

の

字
も
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い

へ
ど

も

皆
H

「

雖
」

の

音
芯

有
り）

〕

◇
バ

［

則
］

◇
ナ

レ

バ

　［
則］
〔
「

バ

」

有
「

則
」

宇
之
意

。

「

ナ

レ

」

則
前
所
列
「

為
」

字
之
意

也
。

実
則
不

能
謂
之

為
「

為
」

字、

只

当

作
無
用

耳
。

故
雖
添
一

「

ナ

レ

」 、

仍
謂

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
きヰぐ

之

「

則
」

也

（

「

バ

」

に

「

則
」

の

字
の

意
有
り
。

「

ナ

レ

【

は

則
ち

前
に

列
す

る

所

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

こ

れ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

い

　
　

　
　

　
　
　

ち
た

の

「

為
」

の

字
の

意
な

り
。

実
は

則
ち

之

を

「

為
」

の

字
を

為
す
と

謂
ふ

こ

と

能
は

　
　
　
　
ま

さ

　

　

　

　

　

　

　
な

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

い

つ
　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

い

へ
ど

ず、

只
だ

当

に

無
用
と

作
す
べ

き
の

み。

故
に

一

の

「

ナ

レ

」

を

添
ふ

る

と

雖

も、

な

　

　

　

こ

れ

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

い

仍
ほ

之
を

「

則
」

と

謂
ふ

な

り
）〕

◇
ナ

レ

バ

　
［

然
則］

◇
ト

［

与
・

及
］

　
〔
又

指
点
之

詞
。

又

別
異
之

詞
（

又

指
点
の

詞
な

り
。

又

別
異
の

詞
な

り
）

〕

◇
モ

　
［

雖
・

亦
］

　
〔
又

両
名
詞
並

列

亦
用
之

、

与
「

ト
」

字
同

（

又

両

の

名
詞
の

並

　
　
　
ま

　

　

　

こ
れ

列
に

も

亦
た

之

を

用
ゐ

る

こ

と、
「

卜
」

の

字
と

同

じ
と

　
　
　
　

　
の

◇
ハ

［

逗

頓
之

詞
］

〔
有
時
可

当

「

者
」

字
用

。

句
中
一

読
毎
用

之
（

時
有
り

て

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
い

つ
　

と

う

　

つ

ね

　

こ

れ

「

者
」

の

字
の

用

に

当
つ

べ

し
。

句
中、

一

の

読
に

毎
に

之
を

用
ゐ

る
）〕

◇
テ

［

転
語
詞
］

　
〔
可
当
「

而
」

字

用

（

「

而
」

の

字
の

用
に

当
つ

べ

し
）〕

◇
シ

［

而
］

　
〔

「

ニ

シ

テ
」

「

ト

シ

テ
」

皆

可
当

「
而
一

字
用
（

「

ニ

シ

テ
」

一

ト

シ

テ
L

は

皆
「

而
」

の

字
の

用

に

当
つ

べ

し
）

〕

　

◎
案
「

シ

」

不

能
作
「

而
」

字
解

、

有
「

為
」

字
意

。

「

ニ

シ

テ
」

為
「

某
〜
而

某
〜

」

也
。

並

非

僅
一

「

而
」

字
（

案
ず
る

に、
「

シ

」

は

「

而
」

の

字
の

解
を

作

　
　
　
あ

た

す
こ

と

能
は

ず、
「

為
」

の

字
の

意
有
り
。

＝一
シ

テ
L

は

「

〜
に

し

て

（

而
）

〜
」

　
　
　
　

　
　
けつ
　

　

　

　

わ

つ

　
　
　
　
い

つ

と

為
る

な

り
。

並

し

て

僅
か

に
一

の

「

而
」

の

字
の

み

に

非
ず
）

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
お

よ

◇
ヲ

［

倒
装
脈
絡
詞］

　〔
凡

名
詞
与

動
詞
之
間
必

用

之

（

凡
そ

名
詞
と

動
詞
と

の

問

　
　
　
こ

れ

に

必

ず
之
を

用

ゐ

る
）
〕

◇
二

［

倒
装
脈
絡
詞］
　
〔
其
用
与
「

ヲ
」

同。

亦
逗

頓
之
詞。

其
用

与
「

ハ

」

略
同

梁

啓
超
『

和
文
漢

読
法
』

（
盧
本）

簡
注

古
田

島
洋
介

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
ま

　

　

と

う

と

ん

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
は

（

其
の

用
、

「

ヲ
」

と

同
じ。

亦
た

逗

頓
の

詞
な

り。

其
の

用、
「

ハ

」

と

略
ぼ

同

じ
）

〕
　
　
　

　

　
の

◇
ン

［
未
然
之
詞」

　
　
　

　

　
う

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

お

よ

◇
ル

［
接
続
之
詞］
　
〔
凡

有
「

ル
」

字
処、

必

不
断
句
（

凡

そ

「

ル
」

の

字
有
る

処、

必

ず
断
句
せ

ず
と

　
◎
案
「

ル

」

可
作
「

所
」

字
解

。

与

「

タ

ル

」

同。

如
訳

書、

可

省
則
省
（

案
ず

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
な

る

に、
「

ル

」

は

「

所
」

の

字
の

解
を

作
す
べ

し
。

「

タ

ル

」

と

同
じ

。

訳
書
の

如
き

は、

省
く
べ

く

ん

ぱ

則
ち

省
く

）

。

　
　
　

　

　
の

◇
ヨ

　［
命
令
之

詞］
　
〔
在
句
末
（

句
末
に

在
り

ご

◇
ノ

［
的
・

之一

　
ま

◇
ガ

［
的
］

　

○
指
点
　
指
し

示

す
。

こ

こ

で

は

語
を

取
り

立

て

て

示

す
意

。

第
二

十

五

節
を

参

照
。

　
○
別
異

　
区

別
す

る
。

こ

こ

で

は

引
用
文
と

地

の

文
の

句
切

り

を

示

す

意
。

第
二

十
四

節
を

参
照

。

　
○
逗

頓

　
止

ま
っ

て

と

ど

こ

お

る
。

文
章
の

切
れ

め

を

い

う
。

　

○
読
　
句
切

り
。

文
章
の

切

れ

め
。

「

逗
一

に

同

じ
。

　

○
「

某
〜
而

某
〜

」

今、
「

に

し

て
」

の

用
法

が

明

確
に

な

る

よ

う
に

書
き

下

し

た。
　
○
倒
装
脈
絡
詞

「

倒
装
」

は

倒
置
の

意
。

「

脈

絡
詞
」

は

第
三

節
に

既
出。

中
国

語
の

構
文

「

動
詞
＋

目
的
語
」

か

ら

見

れ

ば

倒
置

構
文

「

目

的

語
＋

動

詞
一

を

形

成

す
る

日

本
語
の

助
詞

を

指
す。
　
0
如
訳

書、

可

省

則
省
　
こ

れ

は

文
語

「

タ

ル

」

が、

西

洋
語
を

翻
訳

し

た

書
物
で

は

口

語

「

タ
」

と

な

り
、

「

ル

」

が

省
か

れ

る

こ

と

を

い

う
の

だ

ろ

う。

《

校
》

＊

亦

底
本
は

「

支
」

に

作
る

が

意
味
が

通

じ

に

く

い
。

字
形
の

近

似
に

よ

る

誤
植
と

見

な

し、

暫
く

「

亦
」

に

改
め

た
。

　
＊

ガ

　
底
本
は

清
音
「、
カ
」

に

作

る

が、

こ

れ

は

「

的
一

の

解
を

為

す
こ

と

か

ら
、

「

我
ガ
一

生
」

な

ど

の

「

ガ
」

を

念
頭
に

置

く

も
の

と

思
わ

れ

る
。

今
、

濁
点
を

付
し

た
。
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明
星

大

学
研
究
紀
要
【

口

本
文

化

学
部

二
言

語
文

化
学
科
】

第

十
六

号

　
二

〇

〇
八

年

《

按
》

こ

の

第
二

十
一

節
に

は

「

シ

［
而
］

」

と

り

わ

け

前
者
の

案
語
は

「

シ

」

を

「

而
」

す

で

に

丁

本
に

こ

の

案
語
が

見
ら

れ

る

が
、

本
が

初
め

て

付
し

た
の

か

は

未
詳

。

と
ル

［
接
続
之
詞］

に

案
語
が

あ

り、

と

解
釈
す
る

こ

と

に

異
を

唱
え

て

い

る
。

こ

れ

が

再
版
本
で

記

さ

れ

た
の

か、

丁

第
二

十
二

節
　
＊

《

第
五

表
》

の

説
明
（

1
）

脈
絡
詞
の

重
要

性

以
上

皆
脈

絡
詞、

日

本

文

中
最

要

緊
之

字

也。

其

中
「

テ
」

「

二

」

「

ヲ
」

「

ハ

」

「

ノ
」

等
字、

尤
為
要
中
之
要、

日

本
文
典
所
称
天

爾
遠
波

、

是
也

。

〔
天
即
「

テ
」 、

爾
即

＝
こ、

遠

即
「

ヲ
」

、

波
即
「

ハ

」〕
。

連

続
成
文、

皆
頼
此

等
字、

不

可

不

熟

記
之

。

但
其
中
有
数
字
須
詳
論
者

。

論
之
如
下

。

　
　
　
　
み

な

　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

う

ち

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
う

ち

　
以

上

は

皆

脈
絡
詞
に

し

て、

日

本
文
の

中
の

最
も

要
緊
の

字
な

り
。

其
の

中

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

も

つ

と

「

テ
」

「

二

」

「

ヲ
」

「

ハ

」

「

ノ
」

等
の

字
は
、

尤
も

要
中
の

要
た

り、

日

本
文

典
の

　
　
　
　
　
て

　

に

　

を

　

は

　
　
　
こ

称
す
る

所
の

天
爾
遠
波

、

是
れ

な

り。
〔
天

は

即
ち

「

テ
」 、

爾
は

即
ち

「

二

」 、

遠

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
こ

れ

ら

は

即
ち

「

ヲ
」 、

波
は

即
ち

「

ハ

」

な

り〕
。

連
続
し

て

文
を

成
す

に
、

皆
此
等
の

字

　
　
　
　
　つ
ら

　
　
　

　

　
こ

れ
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

た
　

　
　
　

　
　
　

　　　
り

ら
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ちベ
か

に

頼
れ

ば、

熟
つ

ら

之

を

記
せ

ざ

る

べ

か

ら

ず
。

但
だ

其
の

中
に

数
字
の

み

須
ら

く

　
　
　
　
　
　

　
　
こ

れ

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

し

も

詳
論
す
べ

き

者
有
り。

之
を

論
ず
る

こ

と

下
の

如
し
。

　
○
要

緊

　
重
要
な。

肝
腎
な

。

　
○
日

本
文
典
　
一

見、

固

有
名
詞
と

し

て

大

槻

文
彦
『

広
日

本
文
典
』

（

明
治
三

十
年
〔

一

八

九
七
〕

、

著
者
発

行
／

〔
復
刻
版
〕

昭

和
五

十
五

年、

勉
誠
社）

の

略
称
に

も

見

え

る

が、

同
書
一

六
二

頁
そ

の

他
は

「

テ

ニ

ヲ
ハ

」

を

「

弖

爾
乎
波
」

に

作
り、

本
節
の

記
す

「

天

爾
遠
波
」

と

は

字
遣
い

が

異
な

る
。

今、

単
な

る

普
通
名
詞
と

解
す

。

56

第
二

十
三

節
　
＊

《

第
五

表
》

の

説
明
（
2

）

「

ト
」

 
主

賓
と

平
列

「

ト
」

字
作
「

与
」

字
解

。

如
「

我
与
爾
」

、

日

文
則
為
「

我
爾
ト

」 、

「

兄
与

弟
」 、

日

文
則
云

「

兄

ト

弟
ト

」

。

大
抵
其
句
中
両

名

詞、
一

為
主、

一

為
賓
者

、

則
用
一

「

ト
」

字、

其
両

名
詞

属
平
列
者、

則
用
両

「

ト
」

字、

是

也
。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
な

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

な
ん

ぢ

　
「

ト
」

の

字
は

「

与
」

の

字
の

解
を

作
す

。

「

我
与
爾
」

を

日

文

は

則
ち

「

我

爾

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
た

い

て

い

ト
」

と

為
し

、

「

兄
与
弟
」

を

日

文
は

則
ち

「

兄
ト

弟
ト

」

と

云

ふ

が

如
し

。

大

抵、

　
　

　
　
　
　
　
　

　
い

ワ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

い

つ

其

の

句
中
の

両
の

名
詞
の

冖

は

主

と

為
り
一

は

賓
と

為
る

者
は

則
ち
一

の

「

ト
」

の

字
を

用
ゐ

、

其
の

両
の

名
詞
の

平
列
に

属
す

る

者
は

則
ち
両
の

「

ト
」

の

字
を

用
ゐ

　
　
こ

る、

是
れ

な

り。

《

按
》

こ

の
一

節
は、

実
質
上
、

漢
文
「

A
与
B
」

を
、

「

A
が

B
と

」

の

意
で

あ
れ

　
　
　
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

と

ば

「

A
与レ
B
」

（

AB

と
）

、

「

A
と

B
が
」

の

意
で

あ

れ

ば

「

A
，

与レ
B
」

（

A
と

B
と
）

と

訓
読
す

る

習
慣
を

説
明

し
て

い

る

に

等
し

い
。

そ

れ

が

そ
の

ま
ま

漢

文
訓

読
体
の

文
章
の

通

例
だ

と

指
摘
し

て

い

る

わ

け

で

あ

る
。

第
二

十
四

節
　
＊

《

第
五

表
》

の

説

明
〔
3

）

「

ト
」

 
別
異

「

卜
」

字
用
為
別
異

之

詞
者、

如
文
中
引
古
書、

或
用

他
人

之
言

。

於
其
所
引
既

畢、

必
有
一

「

ト
」

字、

以

別
異
之

。

故
凡

文
中
上

有
「

日
」

字
「

云
」

字
「

以

為
」

字

等、

其
下
必

有
「

ト
」

字、

乃
】

定
之

例
也。

　
「

ト
」

の

字
の

用
ゐ

て

別
異
の

詞
と

為
す

者
は
、

文

中
に

古

書
を

引
き、

或
い

は

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
を

は

　

　

　
　
　
　
お

他
人
の

言

を

用
ゐ

る

が

如
く

な

り。

其
の

引
く

所
の

既
に

畢
れ

る

に

於
い

て、

必

ず

い

つ
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

こ

れ

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
お

よ

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

い
は

く

一

の

「

ト
」

の

字
有
り、

以

て

之
を

別
異
す。

故
に

凡
そ

文
中
に

て、

上

に

「

日
」
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い

ふ

　

　

　

　

　

　

　

　
お

もへ
ら

く

の

字、
「

云
」

の

字、
「

以
為
」

　
　
す

な

は

は
、

乃
ち
一

定
の

例
な

り。

の

字

等
有
れ

ば、

其
の

下
に

必

ず
「

ト
」

の

字
有
る

第
二

十
五

節
　
＊

《

第
五

表
》

の

説
明
（

4
）
「

ト
」

 
指
点

文

中
有
三

四

字
之

成
語、

或
用
尋
常
不
常
用
之

字
、

或
本
熟
字
而

用
之

稍
与
尋
常
異

者、

其
下
亦
毎
以
一

「

ト
」

字
指
点
之。

故
｝，
ト

L

字
之

用

極
多

。

　
文
中
に

三
、

四

字
の

成
語
有
り
、

或
い

は

尋

常
に

は

常
用

せ

ざ

る

の

字
を

用

ゐ
、

　

　
　
も

こ

れ

や

　

ま

或
い

は

本
と

熟
字
に

し

て

之
を

用
ゐ

て

稍
や

尋
常
と

異
な

る

者
は、

其
の

下

に

亦
た

つ

ね

　

　

い

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
こ

れ

毎
に
一

の

「

ト
」

の

字
を

以
て

之
を

指
点

す
。

故
に

「

ト
」

の

字
の

用

は

極
め

て

多

し
。

第
二

十
六

節
　
＊

《

第
五

表
》

の

説
明

（

5
）
「

モ

単
一

「

モ

」

字、

可

作
「

雖
」

字

用、

亦

可

作
「

亦
」

字

用。

大

抵

属

上

則

為

「

雖
」 、

属
下
則
為
「

亦
」

也。

惟
有
時
両

名
詞

平
列、

亦
用

「

モ

」

字。

如
「

兄
ト

弟
ト
」、

有

時
作
「

兄
モ

弟
モ

」

〔

亦
有
時
作
「

兄
二

弟
二

」〕
。

又

副
詞

之

下

常
有

「

モ

」

字
。

如
「

最
モ

」

「

尤
モ

」

之
類。

然
此
不
過
「

最
」

字
「

尤
」

字
之
末
音
耳、

毫
無
意
義、

切
勿
誤
認
為
「

雖
」

字
「

亦
」

字
等

。

要
之

、

副
詞
動
詞
之

下

緊
接
附

属
之

仮
名、

必

為
無
用
者、

不
可
不

牢
記

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ぼ
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　　
よ

　
単
一

の

「

モ

」

の

字、
「

雖
」

の

字
の

用
を

作
す
べ

く、

亦
た

「

亦
」

の

字
の

用

　
　
　
　

　
　
に

い

てい
　

か

み

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

し

も

を

作
す

べ

し
。

大

抵、

上

に

属
せ

ぼ

則
ち

「

雖
一

と

為
り、

下

に

属
せ

ば

則
ち

　
　
　
　

　
　
　
　
に

「

亦
」

と

為
る

な

り。

惟
だ

時
有
り

て

両
の

名
詞
の

平
列
も

亦
た

「

モ

」

の

字
を

用

ゐ

る

の

み
。

「

兄
ト

弟
ト

」

の

如
き

は
、

時
有
り

て

「

兄
モ

弟
モ

」

に

作
る

〔
亦
た

時
有
り

て

「

兄
二

弟
二

」

に

作
る
〕

。

又

副
詞
の

下
に

常
に

「

モ

」

の

字
有
り。
「

最

梁
啓
超
『

和
文

漢
読
法
』

（
盧

本）

簡
注

古
田

島
洋
介

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
こ

れ

モ

L

「

尤
モ

」

の

類
の

如
く

な

り
。

然
れ

ど

も

此

は

コ

最
L

の

字
、

「

尤
」

の

字
の

末

　
　

　
　
　
　
　
　

か

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
せ

つ

音
に

過
ぎ

ざ

る

の

み、

毫
も

意
義
無
く、

切

に

誤
認
し

て

「

雖
」

の

字、
「

亦
」

の

　
　

　
　
　
　

な

か
　

　

　
　
　

こ

れ

字
等
と

為
す
こ

と

勿
れ。

之
を

要
す
れ

ば、

副
詞
・

動
詞
の

下

に

緊
接
す

る

附
属
の

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　ロ
リロ
つ

き

仮
名
は
、

必

ず
無
用
の

者
と

為
る

こ

と、

牢
記

せ

ざ

る

べ

か

ら

ず。

○
切

勿
　
決
し

て

〜
し

て

は
い

け

な

い
。

　
○
牢
記
　
確
実
に

記
憶
す

る

こ

と
。

第
二

十
七

節

　
＊

《

第
五

表
》

の

説
明
（

6
）

「

ヲ
」

と

「

二

」

 
異
同

「

ヲ
」

字
与
「

二

」

字
皆

倒
装
用
字、

其
性
格
略
同

。

惟
「

ヲ
」

字
略
近

「

其
」

字

之

意、
「

二

」

字
略
近

「

於
」

字
之

意。

観
第
一

節
所
引
例
「

書
ヲ

読
ム

」

与
「

日

本
二

遊
ブ
」 、

可
以
知
其
用
法。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

た

う

さ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

ほ

　
「

ヲ
」

の

字
と

「

二

」

の

字
と

は

皆
倒
装
用
の

字
に

し

て
、

其
の

性
格
は

略
ぼ

同

じ
。

惟
だ

「

ヲ
　

の

字
は

略
ぼ

「

其
」

の

字
の

意
に

近

く、
「、
二

」

の

字
は

略
ぼ

「

於
」

の

字
の

意
に

近

き

の

み
。

第
一

節
に

引
く

所
の

例
「

書
ヲ

読
ム

」

と

「

日

本

二

遊
ブ
」

と

を

観
て
、

以
て

其
の

用
法

を

知
る

ぺ

し
。

第
二

十
八

節

　
＊

《

第
五

表
》

の

説
明
（

7
）

「

ヲ
」

と

「

二

」

 
連
用

若
一

句
之

中
以
一

動
詞
綰
両

名

詞
者、

則
「

ヲ
」

字

コ
こ

字
並

用
。

如

「

読
書
於

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ホ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

ギ

日

本
」

則
云
「

，

書
ヲ

日

本
二

読
ム

」 、
「

尽

心

力
於
国
事
」

則
云

「

心

力
ヲ

国

事
二

尽

ス

」
。

文

字
中
此

種
句
法

最
多、

当
知
其
例。

若
漫
然
不
省、

僅
拠
倒
装
之

例、

而

誤

認
為
「

読
日

本
」

「

尽
国
事
」 、

則
不
通
矣

。

　
も

　
　
　
　
　
　
　

　

う

ち

　

　
い

つ
　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
む

す

　
若

し
一

句
の

中

に
一

の

動
詞
を

以

て

両

の

名
詞
を

綰
ば

ん

と

す

れ

ば
、

則
ち

「

ヲ
」

の

字、

＝
二

の

字
は

並

用

せ

ら

る
。

「

読
書
於
日

本
」

は

則
ち

「

書
ヲ

日

本57
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明

星

大

学
研
究
紀
要

【

日

本
文

化
学
部
・
言
語

文
化
学

科
】

第
十
六

号

　
二

〇
〇
八

年

58

二

読
ム

L

と

云

ひ
、

「

尽

心

力

於

国
事
」

は

則
ち

「

心

力

ヲ

国

事
二

尽
ス

」

と

云

ふ

　
　

　

　

　
　

う

ら
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
ま

さ

が

如
し

。

文
字
の

中、

此

の

種
の

句
法
最
も

多
け
れ

ば、

当
に

其
の

例
を

知
る

べ

し
。

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わおつ
　

　

　

　

た

つ

さ

う

若
し

漫
然
と

し

て

省
み

ず、

僅
か

に

倒
装
の

例
の

み

に

拠
り

て、

誤
認

し

て

「

読
日

本
」

（

日

本
を

読
む
）

「

尽

国
事
」

（

国
事
を

尽

す
）

と

為
せ

ば、

則
ち
通

ぜ

ず。

《

校
》

＊

尽

心

力

於

国

事
…

…

心

カ
ヲ

国

事
二

尽

ス

　

底
本
は

…

…

「

心

力

ヲ

国
事
ユ

尽
」

に

作
り、

両
者
が
一

致
し

な

い
。

「

力
」

を、

日

本
語
に

「

ス

」

を

補
っ

た。

「

尽

心

於
国

事
」

今、

中

国
語
に

用。

非
尋
常
之
コ

則
L

字
也。

故
文

中
「

ノ
」

字、

即
「

之
」

字
也、
一、
バ

」

字
即

「

則
」

字
也

。

　
　
　
　
ヒ
つ

ち

　
目

本
文
の

中
に

「

之
」

の

字
無
く

、

「

則
」

の

字
無
し

。

「

之
」

の

字
有
れ

ば、

則

ち

必

ず

代
名
詞
の

用
に

当
つ
。

尋
常
の

「

之
」

の

字
に

非
ざ

る

な

り

〔
「

学
而

時
習

　
　
　
　
　
こ

れ

之
」

（

学
び

て

之
を

習
ふ
）

の

「

之
」

の

字
の

如
き

は

則
ち

「

之
」

の

字
に

写

す
も、

「

大
学
之
道
」

（

大

学
の

道
）

の

「

之
」

の

字
は

則
ち

必

ず
「

之
」

の

字
に

写

さ

ず〕
。

「

則
」

の

字
有
れ

ば、

則
ち
必

ず
「

即
」

の

字

の

用
に

当

つ
。

尋
常
の

「

則
」

の

字

に

非
ざ

る

な

り
。

故
に

文

中
の

「

ノ
」

の

字
は

即
ち

「

之
」

の

字
な

り、
「

バ

」

の

字
は

即
ち
「

則
」

の

字
な

り
。

N 工工
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第
二

十
九
節
　
＊

《

第
五

表
》

の

説
明
（

8
）
「

二

」

於
句

中

；
輒

之

時、

往
往
用

「

二

」

字
以

為
逗

頓
。

又

副

詞
之

下、

亦

往
往

用

「

二

」

字
。

此
等
不

能
認

為
倒
装
脈
絡
詞。

学
者
当
合
上

下

文
法
求
之

可

也
。

　
　

　

お

　

　

　

　

ひ

と

　

　

　

と

う

　

　

　

　

　

　

　

　

わ

う
わ

う

　
句
中
に

於
い

て
一

た

び

読
す

る

の

時、

往
々

に

し

て

「

二

」

の

字
を

用
ゐ

て

以

て

と

う

と

ん

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
ま

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

こ

れ

ら

逗

頓
と

為
す。

又

副
詞
の

下
に

も
亦
た

往
々

に

し

て

「

ユ

」

の

字
を

用

ゐ

る
。

此

等

　
　

　

　
た

う

さ

う
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　みヰ
た
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

ま

さ

は

認
め

て

倒
装
の

脈
絡
詞

と

為
す
こ

と

能
は

ず
。

学
者、

当
に

上

下
の

文
法

を

合
は

　
　
ニ

れ

せ

て

之

を

求
む
べ

く

ん

ば

可
な

り
。

《

校
》

学
而

時
習
之

…

…

大

学
之
道

　
底
本
は

「

時
」

の

字
の

位
置
を

誤
っ

て

「

学

　
　
　
　
　

　

　あ

而
習

之

…
…

大

学
時
之

道
」

に

作
る

。

今、

改
め

た
。

《

按
》

本
節
は、

日

本
文
の

「

之
」

の

字
は

「

こ

れ
」

と

訓
ず
る

代
名
詞
で

あ

り、

「

則
」

の

字
は

中
国
語
の

「

即
」

と

同

じ

よ

う

に

使
う

と

の

趣
旨
で

あ

る
。

末
尾
の

一

文

は
、

中
国
語

で

修
飾
関
係
を

形

成
す

る

「

之
」

お

よ

び

仮
定
・

条
件
を

表
す

「

則
」

は、

日

本
語
で

は

そ

れ

ぞ

れ

仮
名
で

コ

ノ
L

「

バ

」

と

記
さ

れ

る、

と

の

意
で

あ

る
。

○
読
　
《

第
五

表
》

の

語
注
を

参
照

。

第
三

十
一

節

＊

断
句
の

要
領
（

2
）

「

テ
」

と

「

ル

」

Meisei 　university

第
三

十
節
　
＊

《

第
五

表
》

の

説
明
（

9
）

「

ノ
一

と
「

バ

」

日

本
文
中
無
「

之
」

字、

無
「

則
」

字
。

有
「

之
」

字、

則
必

当
代
名

詞
用

。

非
尋

　

　
　
　
　
　

　

　

　
ホ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

ホ

常
之
「

之
」

字
也

〔
如
「

学
而

時
習

之
」

之

「

之
」

字、

則
写

「

之
」

字、
「

大

学

之

道
」

之
「

之
」

字、

則
必

不
写

「

之
」

字
〕

。

有
「

則
」

字、

則
必

当
「

即
」

字

読
日

本
書
者、

毎
苦
於
不

能
断
句、

吾
今
有
一

法。

凡
句
中
遇
有
「

テ
」

字
「

ル

」

字
之

処、

必

不

断
句
也

。

但
「

テ
」

字

為
転

語

詞、
「

ル
」

字
為

接

続
詞

。

故
遇

「

テ
」

字

垣

為
一

読。
「

テ
」

字

可

作
「

而
」

字

用、

「

ル

」

字

可

作
「

的
」

字
用

〔

有
時
亦

不

能
逕
作
「

的
」

字
〕

。

如
「

ス

ル
」

「

タ

ル

」

等
、

尤
多
合
「

的
」

字
之

義
。

大
抵
熟

第
一

表
》

所
列
各
「

為
」

字
中、

如
「

シ

」

「

セ

」

「

ス

」

等、

常
有
当
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「

的
」

字
用
者

。

学
者
因
上

下

文

求

之、

自
能
分
別
領
会

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

ね

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

あ

た

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
い

ま

　
日

本
の

書
を

読
む

者
は、

毎
に

断
句
す
る

こ

と

能
は

ざ

る

に

苦
し

め

ど

も、

吾

今

　
　
　
　
　
お

よ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

あ

一

法
有
り

。

凡

そ

句
中
に

「

テ
」

の

字、
」．
ル

L

の

字
有
る

の

処
に

遇
へ

ば、

必

ず

　
　
　
　
　
　
　
　
た

断
句
せ

ざ
る

な

り
。

但
だ

「

テ
」

の

字
は

転
語
詞
と

為
り、
「

ル

」

の

字
は

接
続
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

つ

ね

　
　
　
い

つ
　

　

と

う

と

為
る

の

み。

故
に

「

テ
」

の

字

に

遇
へ

ば、

恒
に
一

の

読
を

為
す。
「

テ
」

の

字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
な

は

「

而
」

の

字
の

用
を

作
す
べ

く、
皿、
ル

L

の

字
は

「

的
」

の

字
の

用
を

作
す
べ

し

　
　
　
　
ま

た

だ

　

　

　

な

　

あ

た

〔
時
有
り

て

亦
た

逕
ち
に

は

「

的
」

の

字
と

作
す
こ

と

能
は

ず
〕

。

「

ス

ル

」

「

タ

ル

」

　
　
　
　
　
　
もつ
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

い

て

い

等
の

如
き

は、

尤
も

「

的
」

の

字
の

義
に

合
ふ

こ

と

多
し

。

大

抵
《

第
］

表
》

に

列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

り

す
る

所
の

各
「

為
」

の

字
の

中、
「

シ

」

「

セ
」

「

ス

」

等
の

如
き

は、

常
に

「

的
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

お

の

の

字
の

用
に

当
た

る

者
有
り
。

学
者、

上

下
の

文
に

因
つ

て

之

を

求
む

れ

ば、

自
つ

　
　
よ

　

　

　

　
　

　

り

や

う

く

わ

い

か

ら

能
く

分

別
し

領
会
せ

ん
。

○
分
別
領
会
　
見

分
け

て

理

解
す

る。

第
三

十
二

節
　
＊

断
句
の

要

領
（

3
）

「

ル
」

の

接
続
例

日

本
文

句
法、

往
往
極

長、

最
為

繁
難
可

厭
。

然
其

所
以

聯
為

長
句

者、

皆
藉

「

ル

」

字
之
用
也。

今
訳
一

二

条
以

為
例

。

　
　
　
　
　
　
　
　
わ

う

わ

う

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

は
ん

な

ん

　

　
　

　

の
と

　
日

本
文
の

句
法、

往
々

に

し

て

極
め

て

長
き

は
、

最
も

繁
難
に

し

て

厭
ふ

べ

き

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

ゆ

ゑ

ん

為
す。

然
れ

ど

も

其
の

聯
ね

て

長
句
を

為
す
所
以
の

者
は、

皆
「

ル
」

の

字
の

用

に

か

藉
れ

ば

な

り
。

今、
　一
、

二

条
を

訳

し

て

以
て

例
と

為
さ

ん
。

◇
原
文

ナ

リ
。

　
直
訳

単
純
ナ

ル

器

物
之
製
造
二

従
事
ス

ル

ノ

智
識
ヲ

発
ス

ル

ヲ

得
タ

ル

ノ

時
代

将
発
従
事
於
単
純
的
器
物
之
製
造
的

智
識
之
時
代
也

。

梁
啓
超

「

和
文
漢
読
法
』

（

盧
本）

簡
注

古
田

島

洋
介

　
訳
意

◇
原
文

　
直
訳

　
訳
意

当
此

之
時、

人
類
智
識
漸
発、

能
製
造
簡
易
之

器
物
也

。

道
理

上

ノ

真
理
二

関
ス

ル

智
識
ノ

退
歩
ス

ル

理

ナ

ク
。

無
関
於
道
徳
E
之

真
理

的
智
識
之

退
歩
的
理

。

関
於
道
徳
上

之
智
識、

決
無
退

歩
之

理。

　
○
最
為

　
最
も

〜
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

《

按
》

第
一

例
の

原
文
に

見

え

る

「

器
物
之

製
造
」

の

「

之
」

の

字
は、

の

内
容
を

自
ら

裏
切

る

字
遣
い

で

あ

る

が
、

今、

暫
く

改
め

な
い

。

第
三

十
三

節
　
＊

断
句
の

要
領
（

4
）

「

ル

」

の

接
続
機
能

第
三

十
節

由

此
観
之、

知
其
「

ル

」

字
皆
句
中
接
続
要
緊
之

字
。

若

不

知
此

例、

任

意
断

句、

或
僅
拠
〈

実
字
在
上、

虚

字
在
下
〉

之

例、

謂
〈

凡

遇

名
詞、

必

係
句
首
V 、

則
窒

礙
不

通

矣
。

既
知
此
例、

又

合
第
九
節
之

例、

則
無
以

断
句
為
難
者
矣。

　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

な

　
此
に

由
り

て

之
を

観
れ

ば、

其
の

「

ル

」

の

字
の

皆
句
中
に

て

要
緊
の

字
を

接
続

　
　
　
　
　
　
　
　
も

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
　

わ

づ

す
る

こ

と

を

知
る

。

若
し

此
の

例
を

知
ら

ず、

任
意
に

断
句

し、

或
い

は

僅
か

に

　
　
　
か
み

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

し

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
お

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

A

実
字
は

上

に

在
り、

虚
字
は

下

に

在
り
〉

の

例
の

み

に

拠
つ

て
、

〈

凡

そ

名
詞

に

遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

も

　

　

　

　
　

　

　

ち

つ
か

い

へ

ば
、

必

ず
句
首
に

係
る
〉

と

謂

は

ば、

則
ち

窒

礙
し

て

通
ぜ

ず
。

既

に

此
の

例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

た

知
り、

又

第
九
節
の

例
を

合

は

す

れ

ば、

則
ち

断
句
を

以

て

難
し

と

為

す
者
無
け
ん
。

第
三

十
四

節
　
＊

断

句
の

要

領

　
　
　
　
　
　

詞

と

の

呼
応

〔

5
）

句
首
の

副
詞

と

句
末
の

動
詞
・

助
動

又

有
一

例
。

凡

句
首
有
副
詞

者、

其
句
末
必
有
動
詞
或
助
動
詞

以

応
之

。

但
日

文
句

法
太
長、

常
有
隔
数
十
字
或

数
行、

乃

為
一

句
者

。

若

遇

句
首
既
有
副
詞、

句
中
有59

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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明
星

大

学
研
究

紀
要

【
日

本
文
化
学

部
・
言
語
文
化

学
科
】

第
十
六
号

　
二

〇

〇

八

年

許
多
「

テ
」

字
「

ル

」

字、

又

未
得
其
応
之
之

動
詞

者、

則
知
其
必

不

断
佝

。

或
畳

至

数
十
字
数
行
以

下、

必

得
其
相
応
之
動
詞、

乃

能
断
句
也

。

　
　
　
　
　
　

お

よ

　
又
一

例
有
り

。

凡
そ

句
首
に

副
詞
有
る

者
は、

其
の

句
末
に

必

ず
動
詞
或
い

は

助

　
　
　
　
　
こ

れ

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

た

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

は

な

は

動
詞
の

以
て

之
に

応
ず
る

有
り

。

但
だ

日

文
の

句
法
は

太
だ

長
く、

常
に

数
十
字
或

　
　
　
　
　
　
　

ず

な

は
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
も

い

は

数
行
を

隔
て

て

乃

ち
一

句
を

為
す

者
有
る

の

み。

若
し

句
首
に

て

既
に

副
詞
有

　
　
あ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

き

よ

た

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
こ

れ

る

に

遇
ひ
、

句
中
に

許
多
の

「

テ
」

の

字、
「

ル

」

の

字
有
り

て
、

又

未
だ

其
の

之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

さ

に

応
ず
る

の

動
詞

を

得
ざ

れ

ば
、

則
ち

其
の

必

ず
断
句
せ

ざ

る

を

知
る
。

或
い

は

畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

な

は
　

よ

ね

て

数
十
字
・

数
行
以

下
に

至

つ

て

必

ず
其
の

相
応
ず
る

の

動
詞
を

得
ん、

乃

ち
能

く

断
句
す

る

な

り
。

○

乃
　
そ

こ

で

は

じ

め

て。

や
っ

と

の

こ

と

で
。

第
三

十
五

節
　
＊

仮
名
語
（

2
）

総
括

以
上

《

第
一

表
》

至
《

第
五

表
》

所
列
之

日

本
字

、

及
第
十
四

節
至
第

三

十
三

節
之

解
釈、

日

本
書
中

所
用

之

仮
名

、

字
有
用
而
当

記
者、

略
尽

於
是

矣。

申
而
論
之

、

書
中
仮
名
可
分
為
三

類
。

　
以
上、
《

第
一

表
》

よ

り

《

第
五

表
》

に

至

る

ま

で

列
す
る

所
の

日

本
の

字、

及

び

第
十
四

節
よ

り

第
三

十
三

節
に

至

る

ま

で

の

解
釈
に

て
、

日

本
の

書
中
に

用
ゐ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

さ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

ほ

　

　
ニ

こ

　

　
　

　

　

　

か

さ

　
　

　

こ

れ

所
の

仮
名、

字
の

有
用

に

し

て

当
に

記
す
べ

き

者
は、

略
ぼ

是
に

尽
く

。

申
ね

て

之

を

論
ず
れ

ば、

書
中
の

仮
名
は

分
か

ち

て

三

類
と

為
す
べ

し
。

　
第
一

類
　
最
有
用
者、

如
表
中
所
列
脈
絡
詞
結
語
詞
及
助
動
詞
等、

是

也

（

最
も

有
用
な

る

者
は、

表
中
に

列
す
る

所
の

脈
絡
詞
・

結
語
詞
及

び

助
動
詞

等
の

如
き、

是
れ

な

り
）

。

60

　
第
二

類
　
半
有
用
者、

如
「

シ

」

「

ス

」

「．
ス

ル

」

「

タ

ル

」

「

ナ

リ
」

「

ナ

ス

」

「

ナ

ル
」

「

コ

ト
」

之

類、

是
也
（
半
ば

有
用
な

る

者
は、
「

シ
」

「

ス
」

「

ス

ル
」

「

タ

ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

「

ナ

リ
」

　

ナ

ス

L

「

ナ

ル

」

「

コ

ト
」

の

類
の

如
き
、

是
れ

な

り
）

　
第
三

類
　
無
用
者

、

如
緊
接
於
副
詞
動
詞
助
動
詞
下
所
附
属
之

末
音

、

是
也
（

無

用

な

る

者
は、

副
詞
・

動
詞
・

助
動
詞
の

下

に

緊
接
し

て

附
属
す

る

所
の

末
音
の

如

　
　
こ

き、

是
れ

な

り）
Q

○
申
而

論
之

　
改
め

て

論
ず

る

な

ら

ば
。

第
三

十

六

節
　
＊

仮
名
語
の

解
読
例

学
者
既
知
此、

則
雖
遇
書
中
仮
名
甚
多
処、

不

必

畏

怖
之。

一

望
而
能
将
其
有
用
者

摘
出、

当
作
漢
字
読
之、

而
無
用
者
棄
之

也。

試
挙
其
例。

其
文
日

「

此
レ

ノ

ミ

ナ

ラ

ズ

ナ

リ
」

。

驟
観
覚
甚
難
読。

然
既

知
「

ノ

ミ
」

之

為
「

僅
」 、

又

知
「

ナ

ラ

ズ
」

之
為
「

不
」 、

又

知
「

ナ

リ
」

為
「

也
」 、

則
一

望

両

知
其
語
意
為
「

不
独

此

也
」

。

又

有
【

句
於
此、

其
文

日

「

豈
二

以

テ

成
ス

ア

ル

ベ

キ

ニ

ア

ラ

ザ

ラ

ン

ヤ
」 。

驟
観

亦
覚
難
読、

既
知
「

ア

ル

」

之
為
「

有
」 、

知
「

ベ

キ
」

之
為
「

可
」 、

知
「

ア

ラ

ザ

ラ
」

之

為
「

非
」、

知
「

ヤ
」

之

為
「

哉
」 、

則
一

望
而

知
其
語
意
為
「

豈
非
可
以
有

成
哉
 

。

其

「

豈
」

字
下

之
「

二

」 、
「

成
」

字
下
之
「

ス

」 、

知
其
一

為
無
用、

一

為

半
無
用、

自
可

置

之

不

問
矣

。

故
用
此
法、

但
牢
記
前
五

表
所
列
各
字、

認
字
極
熟、

与
漢
字
等、

則
於
読
日

本
書、

思

過
半
矣

。

　
　
　
　
　
　
こ

れ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

あ

　
学

者、

既

に

此

を

知
れ

ば、

則
ち
書
中
の

仮
名
の

甚
だ

多
き

処
に

遇

ふ

と

雖
も、

　
　
　
　
こ

れ

　

ゐ

　
ふ

　

　
　

　
　

ひ

と

　
　

　
　
　

　
　

　
よ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

もつ

必

ず

し

も

之

を

畏
怖
せ

じ
。

一

た

び

望
ん

で

能
く

共
の

有
用
な

る

者
を

将
て

摘
出
し
、

ま

さ

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
こ

れ

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
こ

れ

　

　
す

当
に

漢
字
に

作
つ

て

之

を

読
む
べ

く

し

て、

無
用

な

る

者
は

之

を

棄
て

よ
。

試

み

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

に
は

其
の

例
を

挙
げ
ん
。

其
の

文

に

曰

く

「

此
レ

ノ

ミ

ナ

ラ

ズ

ナ

リ
」

と
。

驟
か

に

観
れ

N 工工
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ば

甚
だ

読
み

難
き

を

覚
ゆ

。

然
れ

ど

も、

既

に

「

ノ

ミ
」

の

「

僅
」

と

為
る

を

知
り、

又

「

ナ

ラ

ズ
」

の

「

不
」

と

為
る

を

知

り
、

又

「

ナ

リ
」

の

「

也
」

と

為
る

を

知
れ

　
　
　
　
ひ

と

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
こ

こ

ぼ
、

則
ち
一

た

び

望
ん

で

其
の

語

意
の

「

不

独
此
也
」

と

為
る

を

知
ら
ん
。

又

此

に

一

句
有
り、

其
の

文

に

曰

く

「

豈
二

以

テ

成
ス

ア

ル

ベ

キ

ニ

ア

ラ

ザ

ラ

ン

ヤ
」

と
。

に

は
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

ま

驟
か

に

観
れ

ば

亦
た

読
み

難
き

を

覚
ゆ

れ

ど

も、

既
に

「

ア

ル
」

の

「

有
」

と

為
る

を

知
り
、

「

ベ

キ
」

の

「

可
」

と

為
る

を

知
り、
「

ア

ラ

ザ

ラ
」

の

「

非
」

と

為
る

を

知
り、
「

ヤ
」

の

「

哉
」

と

為
る

を

知
れ

ば、

則
ち

ひ一
と

た

び

望
ん

で

其
の

語

意
の

「

豈
非
可

以

有
成
哉
」

と

為
る

を

知

ら

ん
。

其
の

「

豈
」

の

字
の

下
の

「

二

」 、
「

成
」

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

い

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

い

つ

の

字
の

下

の

「

ス

」

は、

其
の
一

の

無
用
と

為
り

、

　一

の

半
ば

無
用
と

為
る

を

知

れ

　
　
お

の

　
　
　
　
　

こ

れ

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
た

　
　

さ

き

ば、

自
つ

か

ら

之

を

置
い

て

問
は

ざ

る

べ

し
。

故
に

此
の

法
を

用
ゐ
、

但
だ

前
の

五

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

らロつ
き

表
の

列
す

る

所
の

各
字
の

み

を

牢
記
し、

字
を

認
め

て

極
め

て

熟
す

る

こ

と

漢
字
と

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

お

等
し

け
れ

ば、

則
ち

日

本
の

書
を

読
む

に

於
い

て
、

思
ひ

半
ば

に

過
ぎ
ん
。

ジ

ズ

ゼ

ゾ
L

等
為

濁

音
〕

往

往

缺

其

両

点
。

如
「

ザ

ル

」

「

ザ

レ

」

「

ズ
」

「

ジ
」

「

ド
」

等
字、

書
中
常
刻
為
「

サ

ル

」

「

サ

レ
」

「

ス

」

「

シ

」

「

ト
」

等
字
者、

看
之

既
熟、

自
能
会
意
弁
別

。

　

　
い

つ
　
　
さ

　
る

ん

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

お

　

又
一

の

瑣
論
有
り。

日

本

刊
刻
の

書
籍、

濁
音
の

宇
に

於
い

て

〔
「

サ

シ

ス

セ

ソ
」

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
わ

う

わ

う

等
を

原
音
と

為
し、
「

ザ
ジ

ズ

ゼ

ゾ
」

等
を

濁
音
と

為
す
〕

往
々

に

し

て

其
の

両
点

　
か

を

缺
く
。

「

ザ

ル
」

「

ザ

レ

」

「

ズ
」

「

ジ
」

「

ド
」

等
の

字、

書

中
に

常
に

刻
し

て

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
こ

れ

「

サ

ル

」

「

サ

レ

」

「

ス

」

「

シ

」

「

ト
」

等
の

字
と

為

す

者
の

如
き

は、

之

を

看
て

既

　

　
　
　
　
　
お

の

　

　

　

　

よ

　

　
　

　

　

く

わ

い

に

熟
す
れ

ば
、

自
つ

か

ら

能
く

意
を

会
し

て

弁
別
せ

ん
。

○
会
意
　
わ

か

る
。

納
得

す
る

。

第
三

十
八

節
　
＊

漢
字
語
の

困

難
（

割
愛
）

N 工工
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○
置
之
不

問

　
第
二

十
節
に

既
出

。

第
十
三

節
「

置
之

不
理
」

と

同
義。

《

校
》

＊

此
レ

ノ

ミ

ナ

ラ

ズ

ナ

リ

　
正

し

く

は

「

…

…

ザ
ル

ナ

リ
」

で

あ

る

が、

今、

暫
く

改
め

な

い
。

　
＊

豈
二

以

テ

成
ス

ア

ル

ペ

キ

ニ

ア

ラ

ザ

ラ

ン

ヤ

　
底
本
は

「

豈

二

成
ス

ア

ラ

ン
、

ベ

シ
、

ア

ラ

ザ
レ

セ

」

に

作
り
、

「

ア

ラ

ン

」

11
「

有
」 、
「

ベ

シ
」

11
「

可
」

、

「

ア

ラ

ザ

レ

」

11
「

非
」 、
「

セ
」

11

「

哉
」

と

比

定
し

て

い

る

が、

下

文

に

見
え

る

「

豈
非
可

以

有
成
哉
」

の

訓
読
と

し

て

は

甚
だ

適
切

を

欠
き、

仮
名
の

誤

植
も

明
ら

か

で

あ

る
。

今、
「

豈
非

可

以

有
成
哉゚
」

を

訓
読
し

て、

漢
字
に

比
定
す

べ

き

語
を

仮
名
書
き

と

し、

そ

れ

に

従
っ

て

仮
名
と

漢
字
の

比

定
を

記
し

た
。

第
三

十
七

節
　
＊

附
説
隠

濁
点
の

省
略

《

按
》

原
文
・

書
き

下
し

文
は、

と

も

に

解
説
の

三

「

《

第

六

表
》

げ
た

と

お

り

で

あ

る
。

当
該
箇
所
を

御
参
照
い

た

だ

き

た

い
。

《

第
六

表
》

　
＊

日

中
語

彙
対
照
表
（

割
愛）

第
三

十
九
節
　
＊

同
訓
漢
字
の

通
用

の

問
題
L

中
に

掲

和
文
中
常
有
以
漢
文

同

訓
詁
之
字
彼
此

誤
用
者

。

今
挙
於
下。

　

　
　
　
シ

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

く

ん

こ

　

和
文
の

中
に

常
に

漢
文
の

訓
詁
を

同

じ

う

す

る

の

字
を

以

て

彼
と

此
と

誤
用
す

る

　

　
　
　
　
　
し

も

者
有
り

。

今、

下

に

挙
げ

ん
。

Meisei 　university

又

有
一

瑣
論

。

日

本
刊
刻
書
籍、

於
濁
音
之
字
〔
「

サ

シ

ス

セ

ソ
」

等
為
原
音、
「

ザ

《

第
七

表
》

　
＊

同

訓
漢
字

梁
啓
超

『

和
文

漢
読

法
』

（

盧
本）

簡
注

古
田

島
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明

星

大

学

研
究
紀

要
【
日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
1
六

号

　
二

〇

〇

八

年

◇
所
・

処
　
如
「，
無
所
不

知
」

常
作
為
「

無
処
不
知
」

（

「

知
ら

ざ

る

所
無
し

」

を

常

に

作
つ

て

「

知
ら

ざ

る

処
無
し

」

と

為
す

が

如
し

）

。

◇
有
・

在
　
如
「

在
明

明
徳
」

常
作
為
「

有
明

明
徳
」 、
「

知
止

而

後
有
定
」

常
写
為

「・・
…・
而
後
在
定
」

（

「

明
徳
を

明
ら

か

に

す

る

に

在
り

」

を

常
に

作
つ

て

「

明
徳
を

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

や

　
　

　

　

し

か

　
　
の

ち

明
ら
か

に

す

る

に

有
り

」

と

為
し
、

「

止

ん

で

而

る

後
に

定
ま

る

こ

と

有
る

を

知
る
」

を

常
に

写
し

て

「

…

…

而

る

後
に

定
ま

る
こ

と

在
る

を

…

…
」

と

為
す
が

如
し

）

。

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

や

◇
已
・

止

　
如
「

不
得
已
」

常
写
為
「

不

得
止
」

（

「

己

む

を

得
ず
」

を

常
に

写

し

て

や

「

止

む

を

得
ず
」

と

為
す

が

如
し

）

。

◇
至
・

到

如
「

無
所
不
至
」

常
写
「

無
所
不

到
」

（

「

至
ら

ざ

る

所
無
し

」

を

常
に

「

到
ら

ざ

る

所
無
し
」

に

写
す

が

如
し

）

。

◇
因
・

従

◇
追
・

逐

◇
視
・

観
・

見
　
如
「

由

是

観
之
」

常
作
「

由
是

視
之
」

或
「

見
之
」 。
「

観
月
」

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
こ

れ

　

　
　
　
　

　
　
こ
れ

「

観
山
」

則
作
「

見

月
」

「

見
山
」
（

「

是
に

由
り

て

之

を

観
れ

ば
」

を

常
に

「

是
に

由

り

て

之

を

視
れ

ば
」

或
い

は

「

：・
…

之
を

見
れ

ば
」

に

作
る

が

如
し

。

「

月

を

観
る
」

「

山

を

観
る
」

は

則
ち

「

月

を

見
る
」

「

山

を

見
る
」

に

作
る）

。

◇
其
・

夫
・

彼

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
こ

れ

◇
此
・

之
・

是

如
「

由
是
観
之
」

常
作
「

由
此
観
此
」

或
「

由
此

観
是
」

（

「

是

に

　

　
　
こ

れ

由
り

て

之
を

観
れ

ば
」

を

常
に

「

此
に

由
り

て

此
を

観
れ

ば
一

或
い

は

「

此

に

由
り

て

是

を

観
れ

ば
」

に

作
る

が

如
し

）

。

◇
若
・

或
・

及
　
「

若
」

字
多
作
「

若
子

若

弟
」

之

「

若
」

字
用
（

「

若
」

の

字
は、

　

　
　
　
　

も

　

　
　

　

　
　

　

　
し
　

　

　

も

　
　

　

　
　

　

　
　

て

い

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
な

「

若
子
若
弟
」

（

若
し

く

は

子、

若
し

く

は

弟
な

り
）

の

「

若
」

の

字
の

用
を

作
す
こ

と

多
し

）

。

◇
則
・

即
・

乃

「

則
」

字
毎
当

「

即
」

字
用

。

「

乃
」

字
亦
同

（

「

則
」

の

字
は、

62

つ

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

毎
に

「

即
」

の

字
の

用

に

当
つ
。

「

乃
」

の

字
も

亦
た

同

じ
）

。

◇
言
・

云
・

謂

　
如
「

其
事
有
不
堪
言

者
」

、

則
作
為
「

不

堪
云
」

「

不
堪
謂
」

（

「

其

の

事、

言

ふ

に

堪
へ

ざ

る

者
有
り
」

の

如
き
は、

則
ち

作
つ

て

「

…

…

云

ふ

に

堪
へ

ざ

る

…
…

」

「

…

…

謂
ふ

に

堪
へ

ざ

る

…

…
」

と

為
す
）

。

　
○

彼
此
　
互

い

に
。

　
0
若
子

若
弟
　
『

春
秋
左

氏
伝
』

襄
公

十
｝

年
・

春
［

伝］

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
も

に

「

孟
氏

使
半
為
臣。

若

子

若
弟
」

（

孟

氏
は

半
ば

を

し

て

臣
た

ら

し

む。

若
し

く

　

　

も

は

子、

若
し

く

は

弟
な

り
）

と

あ

る
。

《

按
》

こ

の

一

節
中、
「

因
・

従
」

「

追
・

逐
」

「

其
・

夫
・

彼
」

の

三

条
に

は

何

も

説

明
が

付
さ

れ

て

い

な

い
。

丁

本
も

同
様
で

あ
る
。

初
版
本
の

と

き

か

ら

字
旬
が

欠
け

て

い

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

『

和
文
漢
読
法
』

が

慌
し

く

編
集
さ

れ

た
こ

と

を

窺
わ

せ

る

欠
字
か

も

し

れ

な

い
。

第
四

十
節
　
＊

《

第
七

表
》

の

応
用
法

此

類
通
用
之

字、

目

人
毎
随
意
写

之
、

学
者
既
知
此
例、

於
読
書
時、

如
遇
「

処
」

字、

覚
其
不

通
時、

当
「

所
」

字
読
之
必

通
矣、

遇
「

在
」

字、

覚
其

不

通
時

、

当

「

有
」

字
読
之

必

通
矣

。

他
皆
以

此

為
例。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
つ

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

　
此
の

類
の

通
用
の

字、

日

人
毎
に

随
意
に

之
を

写
す。

学
者、

既

に

此

の

例
を

知

　
　
　
　
　
　

　
お

　

　
　
　
　
　
　
も

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

あ

れ

ば、

読
書
の

時
に

於
い

て、

如
し

「

処
」

の

字
に

遇
ひ

て
、

其
の

通

ぜ

ざ

る

を

覚

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

こ

れ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

あ

ゆ
る

時
は、
「

所
」

の

字
を

当

て

て

之

を

読
め

ば

必

ず
通

じ、
「

在
」

の

字
に

遇
ひ

て、

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
こ

れ

其
の

通

ぜ

ざ

る

を

覚
ゆ

る

時
は、
「

有
」

の

字
を

当

て

て

之
を

読
め

ば

必

ず

通
ぜ

ん
。

　
　
　
こ

れ

他
は

皆
此
を

以

て

例
と

為
す

。
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第
四

十

＝
即

　
＊

漢
字
仮
名
交
じ

り

の

成
句
・

熟
語

和
文
中
常
有
成

句
熟
語

。

文

字
中
常
用

者、

共
中
漢
字
与
仮
名
相
間、

驟
視
頗
難
索

解。

今
列
其
数
句

。

　
　
　
　
シ

ち

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

う

ち

　

　

　
　

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　

う
ち

　
和

文
の

中
に

常
に

成

句
・

熟
語
有
り
。

文
字
の

中
に

常
用
す

る

者、

其
の

中
に

漢

　
　
　
　

あ

ひ

か

　

　
　
　
　

　

　

　
に

は

　
　
　

　

　

　

　

　

ず
こ

ぶ

　
　

　

　

も

と

字
と

仮
名
と

相
問
は

る

は、

驟
か

に

視
れ

ば

頗
る

解
を

索
め

難
し

。

今、

其
の

数
句

を

列
せ

ん
。

◇
例
ヘ

バ

　

猶
言

試
挙

共
例
也

（

猶
ほ

「

試
み

に

其
の

例
を

挙
げ

ん
」

と

言

ふ

が
ご

と

く

な

り
）

。

　
ホ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
ぶ

さ

　
　
　
　
こ

れ

◇
之

ヲ

換
言
ス

レ

バ

　

猶
言

申
而
論
之
（

猶
ほ

「

申
而
論
之
」

（

申
ね

て

之

を

論
ず

れ

ば
）

L

と

言
ふ

が

ご

と

し
）

。

◇
拘
ハ

ラ

ズ

　

直
訳
之
為
「

不
拘
」

。

猶
云

無
論
也

。

其

用
法

如
云

此

事
雖
難
成、

而

我
必

為
之、

則
云、

於

是
等

句
或
用

「

論
ナ

シ

」

或
用

「

勿

論
」

。

共
義
一

也

こ

れ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
か

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な

（

之

を

直
訳
す
れ

ば

「

不

拘
」

（

拘
は

ら

ず
）

と

為
る

。

猶
ほ

「

無
論
」

（

論
ず
る

こ

と

無
く

）

と

云

ふ

が

ご

と

く

な

り
。

其
の

用
法、

「

此
の

事、

成
り

難

し

と

雖
も、

し

か

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

こ

れ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
こ

ニ

　

　

お

而

し

て

我
必

ず
之

を

為
さ

ん
」

と
云

ふ

が

如
き

に

は、

則
ち

云

ふ
。

是
に

於
い

て

等

し

き

句
と

し

て
、

或
い

は

「

論
ナ
シ

一

を

用
ゐ
、

或
い

は

「

勿
論
」

を

用
ゐ

る
。

其

　
　
　
い

つ

の

義
は
｝

な

り
）

。

　
ネ

◇
言
マ

デ
モ

ナ

ク

　
直
訳
為
「

言
迄
無
」 。

訳
意
則
猶
云

「

不
待
言
」

也
。

於
是
等

処
或
作
「

云

迄
無
」

「

謂

迄
無
」

等。

其

「

迄
」

宇
或
写
「

迄
」

字
、

或
写

「

マ

デ
」

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
な

（

直
訳
す
れ

ば

「

言

迄

無
」

と

為
る
。

意
を

訳

せ

ぱ
、

則
ち

猶
ほ

「

不

待
言
」

（

言
を

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

こ

こ

　

　
　
お

待
た

ず
）

と

云

ふ

が

ご

と
く

な

り
。

是
に

於
い

て

等
し

き

処
に、

或
い

は
「．
云

迄

無
」

「

謂
迄
無
」

等
に

作
る

。

其
の

「

迄
」

の

字
は

、

或
い

は

「

迄
」

の

字
に

写

し、

梁
啓
超

『

和
文
漢
読
法
』

（

盧
本）

簡
注

古
田

島

洋
介

或
い

は

「

マ

デ
」

に

写

す
）

。

◇
間

違
ナ

ク

　
直
訳

之

為
「

無
間
違
」

。

訳
意
則
猶
俗
語

這
個
自
然
之

義
。

其
用
処

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
こ

れ

与
「

言

迄

無
」

略
同

而

小
異。

如
中
国
今
固
積
弱

矣、

然
猶
可

図

強、

則
云

〔
之
を

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
な

直
訳
す
れ

ば

「

無
間
違
」

と

為
る

。

意
を

訳
せ

ば

則
ち
猶
ほ

俗
語
の

「

這

個
自

然
」

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ほ

の

義
の

ご

と

し。

其
の

用
ゐ

る

処
は

「

言

迄

無
」

と

略
ぼ

同
じ

う

し

て

小

さ

く

異
な

　
　
　
　
　
　

　
　
も

と

　

　

　

ビ

き

じ

や

く

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

な

る

の

み
。

「

中
国
は

今
固
よ

り

積
弱

な

れ

ど

も、

然

れ

ど

も

猶
ほ

強
き

を

図

る

べ

し
」

の

如
き

に

は、

則
ち

云

ふ
）

。

　
　
　
　
　
ま

◇
程
ナ

ク

　
直
訳

之

為
「

無
程
」

。

訳

意
即
「

少
頃
」

之
意

。

猶
言

「

無
幾
時
」

也

こ

れ

（
之
を

直
訳
す
れ

ば

「

無
程
」

と

為
る。

意
を

訳
せ

ば

即
ち

「

少

頃
」

の

意
な

り。

ヒよ
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　ロ
く

ざ

く

猶
ほ

「

無
幾
時
」

（

幾
時
も

無
く

）

と

言

ふ

が

ご

と

く

な

り
）

。

◇
去
レ

ド

モ

　

解
釈
見

第
六

表
〔

解
釈
は

《

第
六

表
》

に

見
ゆ
）

。

◇
左
レ

バ

　

解
釈
見
第
六

表
去
字
行
下

（

解
釈
は

《

第
六

表
》

「

去
」

の

字
の

行
の

下
に

見
ゆ
）

。

　
○
相
間

　
か

わ
る

が

わ
る

互

い

違
い

に

な

る
。

一

つ

に

語
句
に

漢
字
と

仮
名

が

入

り

交
じ

る

こ

と
。

　
○

無
論
　
た

と
い

〜
で

あ
っ

て

も
。

　
○
如
云

此
事
雖
難
成、

而

我
必

為
之、

則
云

　
こ

の

よ

う

な
一

句
は、
「

雖
も

」

を

「

拘
ハ

ラ

ズ
」

に

置
き

撰

え

て
、

「

此
の

事
、

成

り

難
き

に

も

〈

拘
ハ

ラ

ズ
〉

…
…

」

と

言

う
こ

と

も

で

き

る、

と

の

意
で

あ

ろ

う。
　
0
這

個
白
然

　
こ

れ

は

当

然
の

こ

と

だ。

こ

れ

が

自
ず
か

ら

そ

う

な

る

こ

と

は

間
違
い

な

い
。

　
○

如
中

国

今
固

積
弱
矣、

然
猶
可

図
強、

則
云

こ

の

よ

う
な
一

句
は、
「

固

よ

り
」

を

「

間
違
ナ

ク
」

に

置
き

換
え

て、
「

中
国
は

今

〈

間
違
ナ

ク
〉

積
弱

な

る

も
：

…・
」

と

言
う
こ

と

も

で

き

る
、

と

の

意
で

あ

ろ

う。

○
少
頃
　
し

ば

ら

く
。

　
○

見
第
六

表
　
《

第
六

表
》

「

ム
」

部
「

去

リ

サ
レ

」

の

釈

義
の

割
注
に

次
の

よ

う
に

あ

る
。

　
　
　
去
字

左
字、

其
音
皆
読
為
「

サ
」

。

故
書
写

時、

毎
用

此
両

字
。

去
レ

バ

左63
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明
星

大

学
研

究
紀
要
【

日

本
文
化

学
部
・
言
語
文
化

学
科
】

第
十
六

号

　
二

〇

〇
八

年

　
　
　
レ

バ

皆
然
則
也

。

去
レ

ド
モ

左
レ

ド

モ

皆
雖
然
也

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
み

な

　
　
　
一

去
L

の

字、
「

左
」

の

字
は、

共
の

音
、

皆
読
ん

で

「

サ．一

と

為
す

。

故

　
　
　
　
　

　
　
　
　
つ
ね

　
　
　
　
に

書
写
の

時、

毎
に

此
の

両

字
を

用

ゐ

る
。

「

去
レ

バ

」

「

左
レ

バ

」

は

皆

　
　
　

「

然
則
」

（

然
ら

ば

則
ち
）

な

り
。

「

去
レ

ド

モ

」

「

左
レ

ド
モ

」

は

皆
「

雖

　
　
　

然
」

（

然
り

と

雖
も

）

な

り。

《

校
》

＊

之
ヲ

換
言
ス

レ

バ

　
底
本
は

「

換

　
之
ヲ

言
」

に

作
る
。

今、

適
宜
に

改

め
た
。

　
＊

言
マ

デ
モ

ナ

ク

　
底
本
は

「

言
マ

デ

ナ

ク
」

に

作
る

。

今、
「

モ

」

を

補

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
セ

っ

た。
　
＊

直
訳
之
為
「

無
程
」

　
底
本
は

「

直
訳
為
之
為
無
程
」

に

作
る

が
、

上
の

「

為
」

一

字
は

衍
字
で

あ

ろ

う
。

今、

こ

れ

を

省
い

た
。

丁
本
は

当
該
「

為
」

を

斜

線
で

抹
消…
し

て

い

る
。

第
四

十
二

節
　
＊

日

本
独
特
の

漢
字

和
文

中
有
写

漢
字
而

其
字
実
中
国

所
無
者

。

其
数
頗
多

。

今
択
其
常
用

者
列
之

於
下。

　
　
　
　
う

ち

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

じつ

　
和
文

の

中、

漢
字
に

写
し

て

其
の

字
実
は

中
国

に

無
き

所
の

者
有
り

。

其

の

数

す

こ

ふ

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

え

ら

　

　

　

こ

れ

　

　
し

も

頗
る

多
し

。

今
其
の

常
用
す

る

者
を

択
ん

で

之

を

下

に

列
せ

ん
。

《

第
八

表
》

　
＊

国
字
と

国

訓

　
ナ

ド

◇
抔

　
サ

◇
捌
テ

　
ナ

◇
偖
テ

　
ヤ

ガ

◇
軈
テ

　
ウ

ワ

サ

◇
噂

　ハ
ヅ

◇
筈

等
也

（

「

等
」

な

り
）

。

ポ

却
説
也

（

「

却
説
」

な

り
）

。

与
扨
同
（

「

扨
」

と

同

じ
）

。

頓
也

。

忽
也

（

「

頓
」

な

り。
「

忽
」

風
説
也

（

「

風
説
」

な

り
）

。

想
像
之
意
〔

「

想
像
」

の

意
な

り）
。

な

り
）

。
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ノ

◇
丹
　

　

即
廿

共

字
（
即
ち

「

其
」

の

字
な

り
）

。

　マ
デ

◇
逍

　

即
「

迄
」

字
（

即
ち
一、
迄
L

の

字
な

り
）

。

　コ
シ
ラへ

◇

拵

ル

　

做
作
之

意
（

「

做
作
」

の

意
な

り
）

。

　
ソ

ロ
◇
揃
ヒ

ソ

卩

フ

　

湊
集
之
意
（

「

湊
集
」

の

意
な

り
）

。

　
ア

ン

カ

◇
扱
ヒ

ァ

ッ

ヵ

フ

　
弁
理

也
。

処
置

也
。

調

停
也
（

「

弁
理
」

な

り。
一．
処
置
L

な

り
。

「

調
停
」

な

り）
。

　コ
メ

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ピ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ざ

う

　

　
　

　

　
　

　

　
　

う

ち

◇
込

コ

ム

　

猶
云

蔵
在
其
中
也

（

猶
ほ

「

蔵
在
其
中
」

（

蔵
し

て

其
の

中
に

在
り

）

と

云

ふ

が

ご

と

く

な

り
）

。

　ノ
ジ

◇
辻
　
　
十
字
路
（

「

十
字
路
」

な

り
）

。

　
サ

カ

キ

◇
榊
　
　
神
木
之
名
（

神
木
の

名
な

り
）

。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

夢
花
盧
氏
増
刊

　
○
噂
・

筈

　
振
り

仮
名
「

ウ

ワ

サ
」

「

ハ

ヅ
」

は

底
本
の

仮
名
遣

い

マ

マ

。

正

し

く

は

「

ウ
ハ

サ
」

「

ハ

ズ
」

で

あ

る
。

《

校
》

＊

却

説

　
底
本
は

「

却
」

を
「．
郤
」

に

作
る

が、

こ

れ

は

「

却
」

の

本
字

「

卻
」

を

俗
に

誤
っ

て

「

郤
」

に

作
る
こ

と

に

よ

る

も

の

で、

も

と

「

却
」

と

「

郤
」

は

別
字

。

今、

改
め

た
。

丁

本
は
「

卻
」

に

作

る
。

《

按
》

本
表

に

は、

い

わ

ゆ
る

国
字
と

国
訓
と

が

入

り

交
じ
っ

て

い

る
。

右
の

う
ち

、

取

り

敢
え

ず
国

字
と

見

な

せ

る

の

は

「

扨
・

軈
・

升
・

込
・

辻
・

榊
」

の

六

字
の

み。

そ
の

他
は

国
訓
の

例
で

あ
る
。

【

奥
付
】必 翻

究 刻

毎
本
三

角
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